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・
琴
Ｌ
垂
，
｜
ｈ
鷺
？

医学文化館･開館2周年記念 ＊
半
世
紀
に
亘
る
錦
絵
蒐
集
の
歩
み
、

⑪
本
書
は
、
医
学
史
に
ご
造
詣
の
深
い
中
野
操
先
生
が
ご
研
究

こ
診
療
の
か
た
わ
ら
、
三
十
数
年
に
”
弓
て
蒋
心
収
集
さ
れ
た

医
学
関
係
の
錦
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
二
面
点
の
中
か
ら
、
特
に

医
学
に
関
連
の
深
い
逸
肋
を
遊
び
、
中
野
先
生
み
ず
か
ら
・
妙
類

編
集
し
、
適
切
な
解
説
を
付
し
た
も
の
で
す
。

②
捕
気
の
錦
絵
、
医
事
や
朕
擁
に
側
述
の
あ
る
錦
絵
は
そ
の
枇

絡
上
流
布
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
そ
う
し
た
附
雌
な
条

件
の
中
で
多
年
に
亙
り
収
雌
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
錦
絵
は
ま
さ
に

特
殊
な
収
椎
で
あ
り
、
非
術
に
怖
少
価
仙
の
商
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
錦
絵
の
集
大
成
と
蒲
え
る
水
神
は
、
わ
が
脚
で
初
め

て
の
も
の
で
、
医
学
的
に
も
興
味
深
く
、
ま
た
批
両
時
代
の
職

災
生
活
や
風
併
の
一
Ｗ
を
知
る
上
に
も
尚
爪
な
も
の
し
”
｜
・
㎡
え
ま

す
。⑬

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
は
が
仙
絵
、
綿
絵
の
愛
好
家
や
収

災
家
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
恢
家
や
那
阿
叫
代
の
風
怖
史
、
人

愉
史
、
人
事
生
柵
史
に
関
心
あ
る
〃
〃
、
鋤
必
批
必
兄
の
伸
し
｜
両

う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
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史
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一
、
「
脾
」
の
解
義

塀
の
字
は
未
だ
嘗
て
見
た
事
が
な
い
。
故
に
多
く
の
人
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
瞬
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
こ
れ
は
『
五
十

二
病
方
』
の
胸
養
の
胸
で
あ
り
、
穀
道
或
は
肛
門
を
意
味
す
る
。
此
の
灸
経
に
は
「
足
泰
陽
温
、
出
外
課
雲
中
：
…
・
枝
之
下
牌
：
…
其
病
産
寺

（
痔
）
。
」
と
あ
り
、
下
膓
は
下
体
の
肛
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
は
「
枝
之
下
陶
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
肛
に
痔
が
発
病
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
差
し
此
の
灸
経
で
挙
げ
て
い
る
発
病
の
多
く
は
其
の
経
泳
の
循
行
の
所
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

脚
と
胸
の
二
字
を
考
察
す
る
と
、
陶
は
本
体
字
で
あ
っ
て
胸
は
仮
借
字
で
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
に
は
「
駒
、
臆
艇
也
。
」
と
あ
る
。
踊
挺
は

細
長
く
伸
ば
し
た
乾
肉
を
指
す
。
清
代
の
朱
駿
声
の
『
説
文
通
訓
定
声
』
に
は
「
鯆
挺
其
端
屈
処
日
胸
」
と
あ
る
。
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字

注
』
に
は
「
屈
日
胸
、
申
日
艇
、
就
一
臆
析
言
之
、
非
有
曲
直
二
種
也
。
」
と
あ
る
。
段
氏
は
又
、
「
胸
、
引
伸
為
丸
屈
曲
之
称
。
」
と
い
う
。

差
し
人
の
穀
道
は
両
股
臂
の
間
に
在
り
、
そ
こ
は
屈
曲
し
て
臆
の
胸
に
似
て
い
る
。
故
に
胸
と
名
称
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
而
る
に
人
の
胸
は

畢
寛
、
臆
の
胸
で
な
い
。
従
っ
て
別
に
塀
の
字
を
作
り
、
こ
れ
を
以
っ
て
区
別
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
字
は
胸
と
刀
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
「
胸
」
は
胸
の
別
体
字
で
あ
る
（
漢
代
の
巴
郡
に
あ
っ
た
胸
忍
県
を
、
後
世
の
人
の
多
く
が
胸
偲
県

と
書
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
段
玉
裁
、
朱
駿
声
諸
先
輩
は
皆
「
胸
」
は
胸
の
誰
字
と
す
る
。
今
、
こ
の
帛
書
を
以
っ
て
考
証
す
る
と
恐
ら
く
必
ず
し
も
そ
う
と
い

馬
王
堆
出
土
の
帛
書
『
足
臂
十
一
豚
灸
経
』
札
記
二
一

繩
諏
垂
糎
檸
癖
錘
第
津
計
耗
率
霧
需
昭
和
五
十
五
年
九
月
十
六
日
受
付

趙
有
臣
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二
、
手
痛
と
上
子
豆
を
論
ず
る

足
泰
陰
温
の
循
行
は
手
に
は
至
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
手
痛
を
発
病
す
る
と
あ
る
。
そ
の
理
由
を
考
察
す
る
と
手
痛
は
即
ち
首
痛
で
あ
り
、
古

に
於
い
て
は
手
と
首
の
二
字
は
音
が
同
じ
で
意
味
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
舜
の
女
弟
の
名
は
『
説
文
解
字
』
で
は
「
敷
首
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
古
今
人
表
』
で
は
「
歌
手
」
と
あ
る
。
又
『
儀
礼
・
泰
射
』
に
「
後
首
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
漢
代
の
鄭
玄
の
注
に
「
古

文
・
後
首
為
後
手
」
と
あ
る
。
こ
れ
等
は
皆
手
首
二
字
が
相
通
ず
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
手
痛
を
首
痛
と
す
る
な
ら
ば
、
則
ち
此
の
経
豚
は
必
ず
頭
部
に
上
が
る
。
従
っ
て
文
中
の
上
干
豆
は
す
べ
て
「
上
干
頭
」

と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
上
子
腫
」
と
解
釈
す
る
の
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
蓋
し
短
の
字
は
『
説
文
解
字
』
に
「
項
也
」
と
あ
る
。
し

か
も
此
の
経
脈
は
項
部
を
通
っ
て
い
る
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
帛
書
の
文
章
の
意
味
を
よ
く
勘
案
す
る
と
豆
を
脛
と
す
る
こ
と
は
当
ら
な
い
。

帛
書
の
「
其
直
者
貫
一
隅
一
、
來
脊
一
幽
一
国
、
上
干
豆
、
枝
顔
下
、
之
耳
：
…
・
」
と
い
う
文
章
で
豆
を
も
し
胆
と
す
る
と
、
上
述
の
如
く
脛
は
項

と
な
る
。
「
上
干
豆
」
に
続
い
て
「
枝
顔
下
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
項
部
か
ら
何
処
を
通
路
と
し
て
顔
下
ま
で
分
枝
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も

え
な
い
。
蓋
し
秦
漢
以
前
か
ら
既
に
胸
は
胸
の
別
体
で
あ
る
と
い
え
る
。
）
「
汀
」
は
人
の
両
股
を
か
た
ど
っ
て
い
る
。
従
っ
て
脾
の
正
体
は
脾
と
す
る

べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
の
肛
の
専
用
字
で
あ
る
。
『
五
十
二
病
方
』
の
脾
養
に
胸
を
用
い
て
い
る
の
は
仮
借
で
あ
る
。

膓
或
は
胸
を
肛
と
訓
解
す
る
こ
と
は
数
多
く
の
古
書
の
中
に
も
あ
ま
り
多
く
見
な
い
。
唯
『
荘
子
・
大
宗
師
』
の
中
の
「
句
賓
指
天
」
の

「
句
」
は
当
に
脾
の
仮
借
で
あ
る
（
詳
細
は
本
文
の
「
腱
の
解
義
」
を
参
照
）
。
又
、
許
叔
重
氏
の
説
文
解
字
に
は
「
後
」
或
は
「
后
」
を
以
っ
て

脾
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
説
文
解
字
』
に
「
痔
、
後
病
也
」
と
あ
る
。
後
病
は
即
ち
膓
病
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
馬
王
堆
出
土
の
『
老
子
』

乙
本
に
「
故
失
道
而
後
徳
、
失
徳
而
句
仁
、
失
仁
而
句
義
、
失
義
而
句
礼
。
」
と
あ
る
。
こ
の
中
に
三
ヶ
所
あ
る
「
句
」
は
、
今
の
伝
世
本
の

『
老
子
』
の
三
十
八
章
に
お
い
て
皆
「
後
」
或
は
「
后
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
古
代
で
は
句
、
后
、
後
、
胸
、
胸
、
脾
、
膜
は
皆

相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
た
。
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三
、
睡
胸
の
解
義

娃
澗
の
二
字
は
此
の
灸
経
の
中
に
凡
そ
二
回
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
足
泰
陽
に
見
る
。
他
者
は
足
陽
明
に
見
ら
れ
る
。
娃
滴
を
駄
岨
と
解

釈
す
る
こ
と
は
誤
り
で
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
未
だ
そ
う
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
点
が
あ
る
。
特
に
此
の
灸
経
の
出
土
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
新
し
い
示
唆
に
よ
っ
て
未
だ
解
決
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

手
と
首
の
二
字
は
古
代
に
お
い
て
相
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
前
文
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
魅
は
埴
で
あ
る
と
い
え

る
。
『
説
文
解
字
』
で
は
埴
に
つ
い
て
「
九
達
道
也
」
と
あ
る
。
此
の
字
に
つ
い
て
許
叔
重
氏
は
『
説
文
解
字
』
で
二
種
の
書
き
方
を
列
記
し

て
い
る
。
第
一
は
九
首
に
従
う
の
埴
で
あ
り
、
第
二
は
定
圭
に
従
う
の
逵
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
清
代
の
朱
駿
声
氏
は
「
或
日
、
埴
当
為
頽

之
或
体
、
圦
首
九
声
、
面
上
高
骨
、
与
煩
同
、
古
者
借
埴
為
逵
耳
、
存
疑
」
と
い
う
。
朱
氏
は
そ
の
著
書
『
説
文
通
訓
定
声
』
の
埴
の
条
に
前

記
の
こ
と
を
記
し
、
又
同
書
の
「
頬
」
の
条
に
お
い
て
も
類
似
の
こ
と
を
重
ね
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
朱
氏
が
此
の
見
解
を
重
視
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
氏
の
こ
の
意
見
の
本
意
は
乃
ち
「
九
達
道
」
は
埴
の
本
義
で
は
な
く
、
逵
の
本
義
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
埴
は
頬

の
別
体
字
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
蓋
し
頽
の
も
う
一
つ
別
の
別
体
「
煩
」
は
九
頁
に
従
う
の
意
で
あ
り
「
埴
」
は
九
首
に
従
う
で
あ

る
。
『
説
文
解
字
』
に
は
「
頁
、
頭
也
」
と
あ
る
。
故
に
煩
、
埴
は
同
字
で
あ
る
。
両
者
は
共
に
頬
の
別
体
で
あ
る
。
そ
の
本
義
は
「
面
上
高

骨
」
即
ち
額
骨
で
あ
る
。
朱
氏
の
見
解
に
よ
る
と
古
代
で
は
必
ず
あ
る
人
食
が
埴
を
借
り
て
逵
と
し
て
用
い
た
と
い
う
。
故
に
許
叔
重
氏
は
埴

と
逵
を
併
列
し
て
「
九
達
道
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
朱
氏
は
言
外
に
許
叔
重
氏
が
仮
借
字
の
埴
を
「
九
達
道
」
の
本
義
字
と
処
理

し
耳
を
曲
り
め
ぐ
っ
て
達
し
た
と
い
う
な
ら
ば
、
下
の
文
章
に
「
之
耳
」
と
い
う
句
が
已
に
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
因
っ
て
こ
れ
は
決
し
て

耳
を
曲
り
め
ぐ
っ
た
の
で
は
な
い
。
況
ん
や
「
上
干
豆
」
の
前
に
漫
穏
空
白
が
あ
る
。
そ
こ
は
当
然
「
出
項
」
の
二
字
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
従
っ
て
そ
れ
は
項
を
出
て
頭
に
上
が
る
こ
と
だ
け
を
意
味
し
、
そ
こ
で
初
め
て
「
枝
顔
下
」
の
順
路
と
な
る
。
従
っ
て
「
上
千
頭
」
と
す

る
こ
と
で
初
め
て
首
痛
（
手
痛
）
の
発
病
が
あ
る
と
い
え
る
。
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し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
朱
氏
は
上
述
の
議
論
よ
り
前
に
「
或
日
」
を
冠
し
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
は
朱
氏
自
身
の
見

解
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
た
だ
許
叔
重
氏
は
一
七
○
○
余
年
来
の
文
字
学
の
泰
斗
で
あ
る
か
ら
、
朱
氏
は
未
だ
敢
て
直
接
そ
う
と
名
指
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
特
に
「
或
日
」
を
冠
し
て
以
っ
て
批
難
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

朱
氏
は
そ
の
議
論
の
最
後
に
「
存
疑
」
の
二
字
を
加
え
た
。
こ
れ
は
こ
の
説
が
客
観
的
証
拠
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
現

在
、
こ
の
灸
経
で
は
軌
哩
の
軌
を
魅
（
埴
、
煩
）
と
書
い
て
あ
る
。
軌
と
埴
（
煩
）
の
字
義
は
本
よ
り
同
じ
で
な
い
。
埴
（
順
）
は
前
述
し
た
よ

う
に
「
面
顛
骨
」
で
あ
る
。
軌
は
『
説
文
解
字
』
に
「
病
寒
鼻
塞
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
『
釈
名
』
に
も
「
鼻
塞
日
軌
」
と
あ
る
。
依
っ
て

軌
、
埴
の
二
字
は
そ
の
本
義
か
ら
い
え
ば
全
く
混
同
す
る
筈
が
な
い
。
今
こ
の
灸
経
で
は
魅
（
埴
）
を
以
っ
て
軌
に
借
用
し
て
い
る
の
は
六
書

仮
借
の
類
で
あ
る
。
つ
ま
り
埴
を
借
り
と
し
て
軌
と
し
、
煩
を
借
り
て
軌
と
し
た
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
る
。
煩
と
軌
が
互
に
仮
借
し
た
例
は
『
素

問
・
気
府
論
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
融
骨
下
各
こ
と
あ
り
、
唐
代
の
王
氷
は
「
謂
額
膠
二
穴
也
。
軌
、
煩
也
。
煩
、
面
顧
也
」
と
注

を
つ
け
て
い
る
。
清
代
の
顧
観
光
氏
の
『
素
間
校
勘
記
』
は
王
注
の
「
軌
、
煩
也
」
に
つ
い
て
「
六
書
仮
借
之
例
也
」
と
評
論
し
て
い
る
。

以
上
の
如
く
『
素
問
』
は
軌
を
仮
り
て
煩
と
し
た
が
、
此
の
灸
経
で
は
煩
を
仮
り
て
軌
と
為
し
、
そ
れ
に
魅
（
埴
）
を
用
い
た
。
そ
こ
で
埴

（
好
）
は
埴
の
或
体
、
又
、
頬
の
或
体
で
あ
る
と
い
え
る
。
故
に
朱
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
或
日
、
埴
当
為
頬
…
…
与
煩
同
」
は
正
に
是
で
あ

る
。
以
上
の
如
く
埴
の
本
義
は
埴
或
は
頬
と
同
じ
で
あ
り
、
「
面
額
」
の
意
で
あ
る
。
而
し
て
許
叔
重
氏
の
「
九
達
道
」
の
逵
の
本
体
字
と
す

る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
。
但
し
、
も
し
仮
借
の
例
を
考
え
、
埴
を
借
り
て
逵
と
な
し
、
転
じ
て
「
九
達
道
」
と
訓
解
し

た
と
す
る
こ
と
は
未
だ
不
可
と
は
言
え
な
い
。
故
に
朱
氏
の
所
謂
「
古
者
借
埴
為
逵
耳
」
が
正
に
こ
の
例
と
い
え
る
。
現
在
此
の
灸
経
を
得
て

客
観
的
証
拠
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
朱
氏
の
「
存
疑
」
の
二
字
は
已
に
削
除
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

次
ぎ
の
滴
を
班
と
訳
す
こ
と
も
是
に
似
て
い
る
が
異
な
る
点
も
あ
る
。
此
の
灸
経
の
娃
潤
の
二
字
は
『
霊
枢
・
経
昧
篇
』
の
足
太
陽
経
豚
と

足
陽
明
経
豚
の
中
で
は
い
ず
れ
も
軌
岨
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
胸
を
岨
と
訳
す
の
は
是
に
似
て
い
る
。
但
し
『
素
問
・
金
置
真
言
論
』

で
は
八
風
が
五
臓
に
邪
気
と
し
て
触
れ
発
病
さ
せ
る
事
を
論
ず
る
時
に
「
春
病
善
軌
班
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
外
因
感
冒
で
あ
り
鼻
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詰
り
、
水
鼻
が
出
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
し
軌
を
鼻
塞
、
紐
を
鼻
血
と
字
に
拘
泥
し
て
解
読
す
る
と
実
際
の
臨
床
所
見
と
合
わ
な

い
。
臨
床
上
、
軌
す
る
者
で
靱
血
あ
る
者
は
稀
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
例
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
を
読
む
度
に
こ
の
皿
の
字
は
鼻
血
と
解
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
て
き
た
。
今
こ
の
灸
経
で
班
を
滴
に
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
字
形
は
水
を
当
て
て
血
を
当
て
な
い
と
い
え
る
。
こ
れ
か

ら
、
軌
岨
の
岨
が
水
鼻
で
あ
っ
て
、
鼻
血
で
な
い
こ
と
が
分
る
。

六
書
仮
借
の
実
例
で
は
「
肉
」
を
使
う
字
の
時
、
「
丑
」
を
以
っ
て
置
換
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
医
書
に
お
い
て
「
閃
胸
腰
痛
」
（
多

く
の
医
書
で
「
閃
胴
腰
痛
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
）
を
時
に
「
閃
紐
（
凪
）
腰
痛
」
と
書
く
。
又
、
帛
書
『
五
十
二
方
』
中
の
「
巣
者
」

の
項
で
の
「
牛
胆
」
が
牛
肉
で
あ
る
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。
此
の
例
か
ら
論
ず
る
と
、
潤
は
浬
と
書
き
換
え
ら
れ
る
。
現
在
の
『
内
経
』
で

「
勵
畑
」
と
あ
る
の
は
紐
を
仮
り
て
田
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
説
文
解
字
』
に
「
田
、
水
吏
也
」
と
あ
る
。
段
玉
裁
及
び
朱
駿
声
両
氏
の
注
に
拠
る
と
、
水
吏
は
水
駿
で
あ
り
、
水
駛
は
水
駿
で
あ
る
。

故
に
勒
田
は
鼻
が
詰
っ
て
水
鼻
が
止
ま
ら
ず
駿
り
出
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
諸
家
は
軌
を
鼻
塞
と
解
す
る
。
前
述
の
『
説
文
解
字
』
と
『
釈

名
』
も
そ
の
例
で
あ
る
。
又
『
礼
記
・
月
令
』
の
中
の
「
季
秋
行
夏
令
・
則
民
多
諭
璽
。
」
が
『
呂
氏
春
秋
』
に
引
用
さ
れ
た
と
き
に
「
熟
璽
」

を
「
顛
塞
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
高
誘
氏
が
「
軌
・
鼈
鼻
也
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
も
鼻
塞
を
主
張
し
て
立
っ
た
説
で
あ
る
。

唯
、
唐
の
王
沐
氏
が
『
素
問
・
金
置
真
言
論
』
の
「
春
不
軌
畑
」
を
「
軌
・
謂
鼻
中
水
出
」
と
注
解
し
て
い
る
。
筆
者
が
凡
そ
鼻
執
塞
者
の
多

く
が
水
鼻
を
伴
う
。
故
に
軌
を
「
鼻
塞
而
涕
水
出
」
と
解
釈
す
る
こ
と
で
初
め
て
全
義
を
示
す
。
即
ち
駄
田
（
耽
靱
）
は
鼻
が
詰
り
、
水
鼻
が

出
る
こ
と
で
あ
る
が
、
単
に
軌
と
い
う
だ
け
で
も
鼻
詰
り
水
鼻
が
出
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
然
ら
ず
ん
ぱ
帛
書
『
陰
陽
十
一
豚
灸
経
』
の
陽
明

豚
の
鼻
肋
（
欺
）
も
『
霊
枢
・
経
豚
篇
』
の
「
軌
Ⅲ
」
に
当
る
。
そ
の
意
義
は
不
可
解
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
・
だ
が
、
此
の
病
証
は
軌
田
（
欺

靱
）
、
助
唾
、
欺
塞
、
鼻
渤
の
い
ず
れ
に
も
鼻
詰
り
水
鼻
出
る
の
候
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
王
沐
氏
の
注
に
軌
を
「
鼻
中
水
出
」
と
解
し
た

の
は
必
ず
根
拠
の
あ
る
こ
と
で
、
決
し
て
杜
撰
で
は
な
い
と
い
え
る
。
唯
、
皿
が
田
の
仮
借
字
で
あ
る
事
を
知
ら
ず
、
又
続
い
て
「
皿
・
謂
鼻

中
血
出
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
は
蛇
足
に
他
な
ら
な
い
。
（
次
号
へ
続
く
）
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江
戸
時
代
、
古
医
方
の
実
験
的
な
医
学
は
蘭
方
医
学
が
受
容
さ
れ
る
前
提
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
論
文
は
多
数
あ
る
。
例

（
１
）
（
２
）
（
３
）

え
ば
、
佐
藤
昌
介
の
蘭
学
勃
興
の
諸
前
提
、
小
川
鼎
三
の
「
近
代
医
学
の
先
駆
」
と
「
明
治
前
日
本
解
剖
史
」
、
大
塚
敬
節
の
「
近
世
前
期
の

（
４
）
（
５
）

医
学
」
、
有
坂
隆
道
の
「
親
試
実
験
主
義
の
展
開
一
な
ど
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
で
は
、
次
の
よ
う
な
大

き
な
問
題
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
医
学
思
想
の
歴
史
的
な
発
展
の
な
か
で
、
古
医
方
と
そ
の
前
後
の
医
学
思
想
と
の
連

続
的
か
つ
非
連
続
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
こ
こ
で
は
「
科
学
革
命
」
と
い
う

概
念
を
使
用
す
る
。
江
戸
時
代
の
医
学
に
科
学
革
命
が
起
っ
た
と
い
う
こ
と
を
実
証
す
る
の
が
本
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
学

界
で
は
、
「
科
学
革
命
」
と
い
う
概
念
は
、
か
な
ら
ず
し
も
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
は
じ
め
に
、
本
論
文
で

用
い
る
こ
の
概
念
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
科
学
思
想
上
、
科
学
革
命
と
い
う
の
は
世
界
観
の
変
革
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、

そ
れ
は
科
学
の
理
論
、
法
則
、
応
用
、
装
置
に
お
け
る
質
的
な
変
化
で
あ
る
。

十
八
世
紀
日
本
の
医
学
に
お
け
る
科
学
革
命
１

１
藺
方
の
発
展
の
た
め
の
思
想
的
な
前
提

は
じ
め
に

ウ
イ
リ
ア
ム
。
Ｄ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン

蠅
碓
率
種
鐸
罐
壁
第
走
弐
耗
準
塞
病
昭
和
五
十
五
年
八
月
十
三
日
受
付
６（6）



科
学
革
命
が
起
る
た
め
に
は
、
前
提
条
件
と
し
て
、
ま
ず
一
定
の
正
統
的
な
科
学
の
存
在
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
科

学
者
の
専
門
集
団
が
一
つ
の
基
礎
的
な
理
論
を
科
学
の
唯
一
の
規
準
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
「
通
常
科
学
」

と
呼
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
科
学
者
が
観
察
し
た
も
の
と
科
学
理
論
と
の
間
に
異
例
や
変
則
が
出
現
す
る
と
、
理
論
を
新
し
く
解
釈
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
一
つ
の
理
論
に
対
し
て
、
た
く
さ
ん
の
解
釈
が
存
在
す
る
状
態
に
な
り
、
思
想
的
な
危
機
の
徴
候
が
芽
生
え

る
。
さ
ら
に
も
と
の
理
論
に
よ
っ
て
全
く
説
明
で
き
な
い
事
実
が
現
わ
れ
る
と
、
異
っ
た
見
方
に
基
づ
い
た
理
論
が
登
場
し
、
一
時
的
に
、
二

つ
以
上
の
理
論
が
科
学
界
に
併
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
の
唯
一
の
規
準
が
も
は
や
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

う
な
れ
ば
必
ず
科
学
者
の
間
に
論
争
や
競
争
を
起
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
過
程
に
よ
っ
て
、
事
実
を
よ
り
よ
く
説
明

で
き
る
理
論
が
勝
利
し
、
そ
れ
が
科
学
の
新
し
い
規
準
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
科
学
の
法
則
、
応
用
、
装
置
も
再
編
成
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
革
命
的
な
科
学
理
論
に
も
と
づ
く
新
た
な
「
通
常
科
学
」
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。

（
６
）

こ
れ
は
科
学
革
命
の
大
雑
把
な
説
明
で
あ
る
。
詳
細
な
説
明
が
必
要
な
ら
ば
、
ト
マ
ス
．
Ｓ
・
ケ
ー
ン
の
『
科
学
革
命
の
構
造
』
を
参
考
さ

れ
た
い
。
ケ
ー
ン
氏
は
そ
の
な
か
で
「
。
〈
ラ
ダ
イ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
語
の
厳
密
な
定
義
は
な
い
の
で
、
本
論
文
で

れ
た
い
。
ケ
ー
ン
氏
は
そ
の
な
ヱ

は
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い
な
い
。

本
論
文
で
は
、
人
体
の
形
態
論
を
医
学
思
想
の
基
礎
と
し
て
考
え
、
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
医
学
思
想
の
基
礎
的
な
変
革
を
跡
づ
け
る
こ
と
に

（
７
）

す
る
。十

八
世
紀
、
内
発
的
な
科
学
革
命
が
江
戸
時
代
の
医
学
の
な
か
に
起
っ
た
。
そ
の
革
命
は
日
本
の
医
学
思
想
を
一
つ
の
世
界
観
か
ら
全
く
違

う
世
界
観
へ
導
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
中
国
の
演
繧
的
な
思
想
に
基
づ
い
た
科
学
か
７

第
一
章
江
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代
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革
命
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に
つ
い
て
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ど
の
よ
う
な
科
学
革
命
に
も
、
一
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
科
学
者
集
団
の
学
派
間
の
競
争
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
的
な
過
程
に

（
１
）

よ
っ
て
の
承
、
科
学
者
が
か
つ
て
の
定
説
を
廃
し
て
新
説
を
採
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
江
戸
時
代
の
医
学
の
な
か
に
起
っ
た
科
学
革
命

の
歴
史
的
な
過
程
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
点
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
来
、
科
学
者
は
、
医
学
者
を
含
め
て
、
自
然
の
性
状
に
つ
い
て
の
諸
問
題
の
解
明
に
努
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
個
人

的
、
自
己
満
足
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
科
学
者
の
専
門
集
団
と
い
う
特
殊
な
集
団
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
科
学
的
な
問
題
を
判
断
す
る
際
に
、
一
国
の
権
力
者
や
、
一
般
大
衆
に
訴
え
か
け
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
科
学
者
は

共
通
し
た
訓
練
と
経
験
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
「
明
解
な
判
断
を
下
す
規
準
の
唯
一
の
保
持
者
と
桑
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
そ
の
よ
う
な

評
価
の
規
準
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
の
は
、
科
学
業
績
と
両
立
し
な
い
規
準
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
を
認
め
れ
ば
、
ど

（
２
）

う
し
て
も
科
学
に
お
け
る
真
理
は
一
つ
で
あ
る
か
ど
う
か
の
疑
い
が
生
じ
る
。
」
か
ら
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
医
師
の
専
門
集
団
は
、
医
学
問
題
に
関
し
て
、
権
力
者
に
も
、
一
般
大
衆
に
も
訴
え
か
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と

ら
帰
納
的
、
す
な
わ
ち
実
証
に
基
づ
い
た
科
学
へ
の
転
回
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
も
に
理
論
や
技
術
の
分
野
に
起
っ
た
革
命
で
あ
る
が
、
そ
れ
と

８

社
会
と
の
関
係
は
決
し
て
無
視
し
え
な
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
の
革
命
は
人
体
の
形
態
論
か
ら
起
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
新
医
学
を
生
ん

だ
新
た
な
社
会
環
境
の
展
開
に
よ
っ
て
、
こ
の
革
命
は
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘭
学
、
こ
と
に
『
解
体
新
書
』
は
こ
の
革
命
に
主
な
役
割
を
果
し
、
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
な
ど
は
『
解
体
新
書
』
の
訳
者
と
し
て
近
代
科

学
へ
の
変
革
を
担
う
中
心
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
革
命
の
淵
源
は
は
る
か
に
彼
ら
以
前
に
あ
る
。
『
解
体
新
書
』
の
科
学
思
想
上
の
意
味
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
蘭
学
を
独
自
な
思
想
と
し
て
考
察
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
近
代
的
医
学
へ
の
変
遷
の
歴
史
的
な
過
程

を
総
体
と
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
蘭
学
や
近
世
医
学
史
に
関
す
る
論
文
は
多
量
に
あ
る
の
で
、

そ
の
反
復
を
避
け
る
た
め
に
、
お
も
に
当
時
代
の
医
学
書
な
ど
を
資
料
と
し
て
利
用
し
、
江
戸
時
代
の
医
学
に
起
っ
た
科
学
革
命
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

（8）



い
う
長
い
伝
統
を
持
つ
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
李
・
朱
医
方
が
医
学
上
の
諸
問
題
に
対
し
て
明
解
な
判
断
を
下
す
規
準
の
唯
一
の

保
持
者
で
あ
っ
た
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
）
し
か
し
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
古
医
方
の
諸
学
派
も
発
展
し
、
医
学
理
論
に
も
、
臨

床
医
学
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
準
が
出
現
し
、
医
学
に
お
け
る
「
真
理
」
は
一
つ
で
な
く
な
っ
た
。

、
、

古
医
方
の
う
ち
で
解
剖
学
を
重
ん
じ
た
学
派
の
医
師
た
ち
と
、
の
ち
の
蘭
方
医
師
た
ち
は
そ
れ
ま
で
の
日
本
医
学
の
理
論
を
拒
否
し
て
、
新

し
い
理
論
を
採
り
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
医
学
説
は
、
そ
れ
ま
で
の
通
常
医
学
を
支
配
す
る
規
準
に
変
更
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
他
の

科
学
革
命
と
同
様
に
、
こ
の
新
し
い
理
論
を
採
り
入
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
前
に
事
実
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
の
再
評
価
す
る
こ
と
は
「
革
命
的
な
過
程
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は
、
一
人
の
人
間
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
決
し

（
３
）

て
一
夜
に
し
て
成
る
も
の
で
は
な
い
。
」
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
の
医
学
革
命
も
長
い
過
程
を
辿
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
孤
立
し
た
事
象
と
し
て
、

一
時
点
で
把
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
革
命
を
淵
源
か
ら
完
成
ま
で
追
究
す
る
に
は
、
あ
ま
り
尼
大
過
ぎ
る
年
代

に
わ
た
っ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
本
論
文
で
は
、
そ
の
主
眼
を
そ
の
前
半
に
お
く
こ
と
に
す
る
。

科
学
思
想
と
社
会
環
境
と
に
は
、
必
ず
独
特
な
相
互
関
係
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
医
学
思
想
に
お
け
る
科
学
革
命
と
い
う
概
念
を
明
瞭
に
す

（
１
）

る
た
め
に
は
、
こ
の
時
代
の
そ
の
よ
う
な
関
係
へ
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

江
戸
時
代
に
は
宮
中
医
師
、
幕
府
医
師
、
藩
医
師
、
町
医
師
の
四
種
類
が
あ
っ
た
。
。
ま
た
、
す
べ
て
の
医
師
は
本
道
（
内
科
）
、
外
科
、
眼
科
、

婦
人
科
、
児
科
、
口
中
科
、
針
・
灸
科
な
ど
の
諸
専
門
科
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
医
師
は
二
つ
以
上
の
専
門
科
を
兼
ね
て
開
業
し
て
い

（
２
）

た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
、
「
医
者
」
と
い
う
こ
と
ば
は
本
道
の
こ
と
し
か
示
さ
な
か
っ
た
。
本
道
は
医
学
理
論
全
体
を
支
配
し
、
外
科
や
そ
の
他

第
二
章
江
戸
時
代
の
医
学
界

第
一
節
歴
史
的
背
景
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オ
ラ
ン
ダ

ま
た
、
南
蛮
流
・
和
蘭
流
外
科
の
医
師
が
幕
府
医
官
に
な
る
こ
と
は
、
ご
く
通
常
の
こ
と
で
あ
る
。
一
六
六
三
（
寛
文
三
）
年
と
い
う
随
分

早
い
時
期
に
も
、
長
崎
の
南
蛮
流
外
科
杉
本
忠
恵
は
幕
府
医
官
へ
の
ち
に
法
眼
に
ま
で
昇
っ
た
。
ま
た
、
一
六
九
二
（
元
禄
四
）
年
、
長
崎
の

外
科
吉
田
自
庵
、
栗
崎
道
有
、
村
山
自
伯
は
幕
府
医
官
と
な
り
、
更
に
三
人
と
も
法
眼
に
な
っ
た
。
彼
ら
も
、
ま
た
南
蛮
流
も
し
く
は
和
蘭
流

の
医
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
は
い
か
な
る
革
命
的
な
性
格
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
医
師
た
ち
は
単
な
る
外
科
と
し

て
、
自
分
の
専
門
の
な
か
で
優
れ
た
技
術
を
採
用
し
て
、
腫
物
や
外
傷
を
治
療
し
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

江
戸
初
期
、
本
道
（
内
科
）
、
す
な
わ
ち
ほ
と
ん
ど
の
医
学
理
論
は
曲
直
瀬
道
三
流
の
李
・
朱
医
方
（
の
ち
に
後
世
方
と
呼
ば
れ
た
）
に
支
配
さ

れ
て
い
た
。
道
三
流
の
医
方
は
日
本
の
医
学
界
を
風
摩
し
、
医
学
の
唯
一
の
規
準
で
あ
っ
た
。
沢
庵
は
そ
の
「
医
説
」
に
「
日
本
国
大
か
た

（
４
）

皆
、
道
三
流
に
成
り
ぬ
る
な
り
」
と
書
き
、
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
る
。
道
三
流
の
医
方
は
単
に
中
国
の
医
学
を
直
輸
入
し
た

も
の
で
は
な
く
、
李
・
朱
医
方
と
そ
の
他
の
古
来
の
医
書
か
ら
実
用
的
な
も
の
を
選
ん
で
、
そ
の
思
弁
的
な
と
こ
ろ
を
捨
て
て
、
自
ら
一
家
の

（
５
）
よ
ろ
し
く
ス

医
流
を
作
っ
た
。
道
三
の
「
切
紙
」
の
巻
頭
に
出
て
い
る
「
医
工
宜
二
慎
持
一
之
法
、
五
十
七
ケ
条
」
を
読
ん
で
見
る
と
、
そ
の
療
方
の
実
用

ペ
キ

（
６
）

的
か
つ
厳
格
な
性
格
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
厳
格
さ
は
日
本
の
医
学
の
方
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
道
三
流
の
医
方
が
日
本
の
医
学
界
を
風
摩
し
て
か
ら
ま
も
な
く
、
別
の
医
流
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
れ
は
古
医
方
と
呼
ば
れ
、
医

学
の
復
古
を
唱
え
る
思
想
で
あ
っ
た
。
古
医
方
の
先
駆
者
永
田
徳
本
は
曲
直
瀬
道
三
と
同
じ
頃
（
十
六
世
紀
の
後
半
）
に
活
躍
し
た
が
、
伊
藤
仁

斎
と
古
義
学
派
の
勃
興
（
十
七
世
紀
の
半
ば
）
の
頃
ま
で
は
、
医
師
の
仲
間
内
で
は
有
力
な
医
説
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
思
想
に
お
い

め
て
い
た
。

医
師

の
専
門
科
は
単
な
る
医
療
技
術
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
、
本
道
の
医
師
た
ち
は
他
の
専
門
科
よ
り
上
の
地
位
を
占

０

（
３
）
１

め
て
い
た
。
「
職
掌
録
」
に
は
、
こ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

当
職
定
員
な
し
、
奥
表
、
本
道
雑
科
の
差
別
あ
り
、
何
も
若
年
寄
支
配
、
奥
医
師
御
番
料
二
百
表
、
但
外
科
雑
科
〈
同
百
表

（10）



て
も
復
古
思
想
が
出
現
す
る
と
、
そ
れ
は
特
定
の
風
潮
を
萌
す
も
の
で
あ
る
。
西
洋
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
思
想
、
ま
た
の
ち
に
、
古
義
学
派
と
同

じ
頃
に
活
躍
し
た
古
典
主
義
は
日
本
の
復
古
思
想
と
同
様
に
、
同
時
代
の
正
統
的
な
学
説
に
対
す
る
不
満
と
新
し
い
学
説
の
探
求
を
示
し
て
い

古
医
方
の
創
始
者
名
古
屋
玄
医
は
、
医
の
源
流
に
糊
っ
て
、
後
漢
時
代
の
張
仲
景
の
『
傷
寒
雑
病
論
』
と
『
黄
帝
内
経
』
（
素
問
・
霊
枢
）
と

（
７
）

い
う
医
学
古
典
を
重
ん
じ
て
、
李
・
朱
医
方
の
理
論
を
ほ
と
ん
ど
捨
て
て
、
よ
り
実
験
的
な
医
説
を
創
作
し
た
。

こ
の
医
学
思
想
の
風
潮
か
ら
、
古
医
方
の
偉
人
後
藤
艮
山
が
生
ま
れ
て
き
た
。
彼
は
医
学
へ
の
勉
学
の
動
機
に
つ
い
て
書
く
。
「
我
、
儒
た
ら

ん
か
、
伊
藤
仁
斎
に
上
た
り
難
し
。
我
、
僧
た
ら
ん
か
、
隠
元
に
兄
た
り
難
し
。
已
む
こ
と
な
く
ん
ぱ
す
な
わ
ち
医
か
、
豪
傑
の
士
の
先
鞭
を

（
８
）

著
く
る
も
の
あ
る
な
く
」
と
。
艮
山
は
名
古
屋
玄
医
の
門
に
入
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
独
学
し
て
古
医
方
の
第
一
人
者
に
な
っ
た
。
艮
山
自
身

の
著
作
は
少
数
で
あ
る
が
、
弟
子
は
二
百
人
を
こ
え
た
の
で
、
彼
の
影
響
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
。
弟
子
は
浪
華
の
市
瀬
穆
、
伊
勢
の
山
村
重

高
、
京
都
の
香
川
修
徳
、
山
脇
東
洋
と
い
う
名
医
を
含
ん
で
い
る
。

玄
医
や
艮
山
の
復
古
の
医
学
運
動
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
特
定
の
社
会
的
な
「
触
媒
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
最
も
大
切
な
の
は
、
医
師

の
自
由
な
移
動
と
、
医
学
に
お
け
る
情
報
の
自
由
な
交
換
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
医
学
生
は
遠
方
へ
遊
学
す
る
こ
と
も
、
二
人
以
上
の
師
の

門
下
生
に
な
る
こ
と
も
普
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
医
師
た
ち
は
医
書
や
書
翰
を
広
く
交
換
し
た
た
め
に
、
諸
流
派
の
医
学
思
想
が
全
国
に
普
及

し
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
の
医
学
界
で
は
ほ
と
ん
ど
全
国
の
医
師
が
あ
る
程
度
交
流
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
国

（
９
）

家
は
幕
府
と
藩
と
い
う
二
重
の
専
制
政
権
の
下
に
支
配
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
医
学
思
想
は
自
由
に
発
展
し
て
き
た
。

し
か
も
、
ま
た
別
の
社
会
的
な
条
件
が
医
学
の
発
展
を
促
進
し
た
。
医
師
と
し
て
立
身
出
世
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
厳
重
な
身
分
制
の
枠
に

る
と
考
え
て
も
間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。

第
二
節
医
学
の
発
展
と
社
会
情
況

（11）11



も
拘
わ
ら
ず
、
可
能
で
あ
っ
た
。
医
師
の
資
格
試
験
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
師
に
つ
い
て
学
び
、
業
を
修
め
さ
え
す
れ
ば
開
業

（
加
）

す
る
こ
と
は
ご
く
簡
単
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
医
業
は
相
対
的
に
安
定
し
た
職
業
で
、
大
変
収
入
に
な
っ
た
。
上
述
し
た
理
由
の
た
め
に
、
医

業
へ
の
志
望
者
は
非
常
に
多
か
っ
た
。

医
学
の
研
究
を
促
進
し
た
も
う
一
つ
の
社
会
的
な
「
触
媒
」
は
非
常
に
大
切
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
幕
府
や
藩
の
医
家
は
世
襲
制
に
な
っ
て

い
た
が
、
必
ず
し
も
閉
鎖
的
な
制
度
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
医
師
の
実
子
が
無
能
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
才
能
の
あ
る
人
ｌ
普
通
は

自
分
の
弟
子
Ｉ
を
、
身
分
に
拘
わ
ら
ず
養
子
に
貰
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
優
れ
た
藩
医
師
や
町
医
師
が
「
御
目
見
医
師
」
（
幕
府

の
医
官
）
に
な
っ
た
場
合
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
身
分
の
低
い
「
隠
医
」
永
田
徳
本
が
徳
川
秀
忠
の
疾
病
を
治
療
し
た
と
い
う
話

（
皿
）

は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
優
れ
た
医
療
、
す
な
わ
ち
よ
り
効
果
の
あ
る
療
法
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

（
理
）

「
明
良
帯
録
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
医
療
の
効
果
は
目
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
医
者
は
治
療
で
失
敗
す
る
と
、
よ
り
効
果
の
あ
る
療
法
を
使
用
し
て
信
用
を
恢
復

し
な
け
れ
ば
医
者
と
し
て
滅
び
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
医
者
た
ち
の
間
に
激
し
い
競
争
が
起
こ
り
、
医
学
の
研
究
が
非
常
に
促
さ
れ
た

（
御
目
見
医
師
）

医
師
は
職
業
な
れ
ば
そ
の
術
に
堪
へ
た
る
、
町
医
師
、
陪
臣
医
師
、
新
規
御
目
見
被
二
仰
付
一
ら
る
、
是
よ
り
御
番
医
に
昇
る
も
の
あ
り
、
い

○
。
◎
。
◎
◎

づ
れ
も
学
術
修
業
次
第
也

の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
幕
府
は
医
師
を
大
事
に
し
て
、
す
で
に
侍
医
と
な
っ
て
い
る
医
師
の
勉
学
を
奨
励
し
た
と
い
う
こ
と
は
『
徳
川
禁
令
考
』
に
明
ら
か

（
狸
）

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
官
医
は
怠
惰
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

（12） 12



こ
の
情
況
の
な
か
で
は
、
医
学
の
研
究
は
全
面
的
に
奨
励
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
研
究
熱
心
の
成
果
と
し
て
、
幕
府
の
レ
ベ
ル
で
は
踏
寿
館
（
医
学
館
）
が
一
七
六
五
（
明
和
二
）
年
に
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
藩
の
し
録
ヘ

ル
で
も
医
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。
幕
府
の
医
学
館
の
場
合
に
も
、
諸
藩
の
医
学
校
の
場
合
に
も
、
入
学
は
身
分
に
拘
わ
ら
ず
相
当
自
由
に
な
っ

（
西
）

て
い
た
。
明
和
二
年
十
二
月
七
日
、
奥
医
師
多
紀
安
元
は
医
学
館
の
創
設
を
求
め
、
入
学
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
幕
府
の
侍
医
は
そ
の
収
入
や
家
を
守
る
た
め
に
、
医
療
に
精
を
入
れ
た
と
い
う
こ
と
を
推
理
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
八
六
二

（
Ｍ
）

（
文
久
二
）
年
閏
八
月
十
六
日
の
令
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
幕
末
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

（
前
略
）
殊
医
業
者
大
切
之
職
業
、
人
命
を
預
候
儀
を
怠
り
可
申
様
無
之
儀
二
候
、
以
来
其
身
一
代
出
精
、
無
甲
斐
其
悴
医
業
等
閑
二
而
井

人
柄
等
之
儀
相
慎
候
事
薄
き
輩
〈
、
禄
之
多
少
差
別
一
一
よ
ら
ず
、
其
時
宜
二
随
ひ
、
家
督
等
之
節
二
至
り
候
而
も
滅
禄
被
仰
付
儀
も
有
之
間

敷
儀
二
も
無
之
候
、
乍
然
其
者
取
来
候
禄
〈
、
成
丈
先
規
不
省
様
有
之
度
儀
二
付
、
其
身
追
点
修
行
を
遂
致
出
精
候
〈
上
、
連
を
又
御
加
増

有
之
、
（
後
略
）

総
医
師
共
家
業
心
懸
候
儀
者
勿
論
二
候
得
共
、
生
得
之
才
不
才
も
有
之
、
生
質
よ
り
何
程
出
精
仕
候
而
も
、
勝
れ
候
も
の
〈
容
易
一
一
出
来
難

致
、
依
之
前
為
よ
り
世
上
手
広
療
治
致
し
、
医
業
勝
れ
候
も
の
〈
、
町
医
師
又
は
陪
臣
よ
り
其
時
を
被
召
出
候
（
後
略
）

寛
政
元
己
酉
年
四
月

医
師
推
挙
ノ
儀
二
付
達

寄
合
医
師
へ
達

覚

（13）



藩
の
医
学
校
も
同
様
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。

（
妬
）

書
い
て
あ
る
。

他
の
藩
も
こ
れ
と
同
様
な
政
策
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
個
人
医
師
の
塾
の
場
合
に
も
、
志
望
者
は
入
門
の
た
め
の
入
門
料
を
払
う
こ
と
が

で
き
る
限
り
、
入
門
は
大
体
自
由
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
な
か
で
、
医
学
思
想
が
猛
烈
に
醗
酵
し
て
き
た
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

医
学
館
神
田
佐
久
間
町
多
紀
安
元

。
○
○
○
○
Ｃ
Ｏ
Ｏ

右
安
元
義
、
此
度
相
願
、
右
之
場
所
江
、
医
道
致
二
講
釈
、
御
医
師
之
子
弟
、
井
陪
臣
医
師
、
町
医
師
、
総
而
医
道
二
志
之
輩
、
右
学
館
江

罷
越
候
儀
、
勝
手
次
第
之
事
、

松
平
右
近
将
監
殿
御
渡
奥
医
師

上
述
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
前
期
の
医
学
界
の
社
会
的
な
構
造
は
、
概
ね
、
特
定
の
思
想
的
な
基
礎
の
上
に
築
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ

○
○
０
０
Ｏ

一
此
館
以
二
徳
高
学
篤
者
一
為
し
貴
、
故
錐
三
人
有
二
貴
賤
之
異
一
、
而
度
無
二
上
下
之
別
一
、
遊
二
此
館
一
者
、
賎
無
し
凌
レ
責
、
貴
無
し
寵
し
賤
、
只
宜
二

謙
遜
一
、

第
三
章
医
学
思
想
の
変
遷

第
一
節
総
論

例
え
ば
、
和
歌
山
藩
医
学
校
（
一
七
九
「
一
、
寛
政
四
年
建
設
）
の
規
条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

（14）



江
戸
時
代
の
医
学
の
本
流
、
す
な
わ
ち
本
道
（
内
科
）
に
お
い
て
は
、
人
体
の
形
態
論
は
儒
学
の
世
界
観
の
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
の
世
界
観

は
、
大
宇
宙
と
小
宇
宙
に
分
離
し
て
い
る
。
大
宇
宙
は
天
地
万
物
で
あ
り
、
小
宇
宙
は
人
体
で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
陰
陽
五
行
の
原
理
に

支
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
医
師
、
す
な
わ
ち
内
科
医
は
ま
ず
儒
学
を
修
め
て
か
ら
医
学
を
勉
強
し
た
。

こ
の
科
学
理
論
は
演
緯
的
な
方
法
論
に
根
ざ
し
て
い
る
。
古
代
中
国
の
人
為
は
世
の
な
か
の
一
般
的
な
現
象
か
ら
陰
陽
五
行
説
を
考
え
出

し
、
こ
れ
を
森
羅
万
象
に
演
緯
的
に
あ
て
は
め
る
科
学
方
法
論
を
作
っ
た
。
の
ち
に
医
者
は
こ
の
理
論
を
利
用
し
、
人
体
の
現
象
を
解
釈
し

り
、
こ
の
基
礎
は
道
三
流
の
医
学
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
は
儒
学
の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
内
科

の
医
師
は
ま
ず
儒
学
を
修
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
医
学
の
発
展
は
新
し
い
医
流
で
あ
る
古
医
方
を
生
じ
た
。

古
医
方
の
理
論
は
そ
れ
以
前
の
理
論
と
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
古
医
方
は
陰
陽
五
行
説
を
軽
視
し
、
親
試
実
験
主
義
を
唱
え
た
。
と
こ

ろ
が
、
古
医
方
は
ま
た
一
一
つ
の
基
本
的
に
違
う
流
派
に
分
離
し
た
。
一
つ
の
流
派
は
吉
益
東
洞
の
医
学
思
想
を
中
心
に
し
て
、
臨
床
実
験
を
重

ん
じ
た
。
も
う
一
つ
の
流
派
は
、
山
脇
東
洋
の
医
学
思
想
を
中
心
に
し
て
、
基
礎
医
学
を
重
ん
じ
て
新
し
い
医
説
を
立
て
た
。
こ
の
新
医
説
の

理
論
は
基
礎
医
学
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
、
儒
学
は
医
学
の
基
礎
で
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
内
科
と
外
科
の
基
礎
は
一
緒
に
な
り
、
そ
の
区
分

は
そ
れ
以
前
ほ
ど
は
っ
き
り
と
し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
実
証
に
基
づ
い
た
医
流
の
医
師
は
、
自
ら
人
体
解
剖
を
行
な
い
、
西
洋
の
基
礎
医
学
の

正
確
さ
を
証
明
し
た
。
基
礎
医
学
は
人
体
の
正
し
い
形
態
論
、
す
な
わ
ち
解
剖
学
を
根
拠
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
医
流
の
医
師
た
ち
に
と
っ

て
、
正
確
な
解
剖
書
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
西
洋
医
学
の
理
解
は
可
能
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
医
師
の
解
剖
学
の
水

準
を
上
げ
る
た
め
に
、
西
洋
の
よ
り
正
確
な
解
剖
論
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
江
戸
時
代
の
人
体
の
形
態
論
の
近
代
的
解
剖
学
へ
の
発
展
を
考
察
し
て
見
よ
う
。

第
二
節
人
体
の
形
態
論
の
変
遷
Ｉ
「
頓
医
抄
」
か
ら
「
内
景
図
説
」
ま
で
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て
、
一
つ
の
形
態
論
を
作
り
出
し
た
。
こ
の
医
学
理
論
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
根
を
お
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
、
梶
原
性
全
と
い
う
僧
医
は
偉
大
な
医
学
書
「
頓
医
抄
」
を
著
作
し
た
。
性
全
は
「
頓
医
抄
」
に
北
宋
時
代
の
解
剖
書
「
欧
希
範

五
臓
図
」
を
載
せ
、
日
本
で
初
め
て
人
体
の
内
景
に
つ
い
て
記
載
し
た
と
い
う
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
内
景
図
そ
の
も
の

（
１
）

よ
り
も
、
そ
の
解
釈
が
重
要
で
あ
る
。
性
全
は
「
頓
医
抄
」
巻
四
十
三
に
書
く
。

続
け
て
、
性
全
』

「
頓
医
抄
‐
」
は
鎌

が
判
明
し
て
い
る
。

江
戸
初
期
の
人
体
の
形
態
論
に
お
け
る
医
学
書
の
な
か
で
、
岡
本
一
抱
が
一
六
九
○
（
元
禄
二
）
年
に
著
作
し
た
「
臓
脈
経
絡
詳
解
」
（
こ
れ

か
ら
「
詳
解
」
と
略
す
る
）
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
一
抱
は
後
世
方
の
医
師
で
、
の
ち
に
幕
府
の
医
学
館
の
教
師
に
な
っ
た
。

「
詳
解
」
は
、
こ
の
儒
学
思
想
に
基
づ
い
た
人
体
の
形
態
論
を
よ
り
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
よ
う
な
理
論
を
見
る
と
、
比
愉
に

基
づ
い
た
も
の
に
見
え
る
が
、
当
時
の
人
為
は
そ
れ
を
事
実
と
見
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
医
学
理
論

（
２
）

を
哲
学
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
一
種
の
存
在
論
と
も
解
釈
で
き
る
。
「
詳
解
」
の
序
に
、
医
師
（
所
属
不
明
）
菅
山
宗
徳
は
述
べ
る
。

五
蔵
六
府
形
候

論
日
、
夫
人
〈
天
地
ノ
気
ヲ
ウ
ケ
テ
生
ル
、
故
二
内
二
五
蔵
六
府
精
気
骨
髄
筋
豚
ア
リ
、
（
中
略
）
四
時
五
行
陰
陽
冷
熱
虚
実
ヲ
弁
ペ
シ
、

（
中
略
）
凡
五
蔵
〈
天
二
在
テ
五
星
ダ
ル
、
地
二
在
テ
ハ
五
嶽
タ
リ
、
時
二
在
テ
ハ
五
行
タ
リ
、
人
二
在
テ
ハ
五
蔵
タ
リ
、

し
（

ノ
ニ
シ
テ

ス
ワ

シ

《
テ
ユ

夫
人
者
万
ｌ
物
之
霊
而
与
二
天
地
一
同
レ
体
芙
。
蓋
気
ｌ
血
者
陰
陽
也
。
十
二
経
絡
者
十
‐
二
経
水
也
。
三
百
六
十
五
穴
ｌ
会
者
以
応
二

性
全
は
五
蔵
六
府
、
陰
陽
五
行
と
病
気
と
の
相
互
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。

は
鎌
倉
時
代
の
書
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
写
本
が
多
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
医
学
の
教
科
書
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

（16）



こ
の
二
つ
の
例
を
見
る
と
、
後
世
方
の
医
学
理
論
と
人
体
の
形
態
論
の
演
緯
的
な
方
法
か
つ
そ
の
存
在
論
的
な
性
格
が
判
明
す
る
。
人
体
は

天
地
の
気
か
ら
生
ま
れ
、
小
宇
宙
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
人
体
の
特
徴
は
大
宇
宙
の
そ
れ
と
同
様
に
考
え
ら
れ
た
。
人
体
の
「
経
絡
」
は
十
二
経

ハ

水
と
同
様
に
見
ら
れ
た
。
（
経
水
は
地
の
水
で
、
海
水
、
湖
水
、
江
水
、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
「
素
問
」
の
離
合
真
邪
論
は
「
経
水
者
、
行
二
気
血
一
、
通
二
陰

一
ナ

陽
一
、
以
栄
二
於
身
一
者
也
」
と
い
う
。
）
更
に
、
穴
会
（
い
わ
ゆ
る
「
っ
ぽ
」
）
は
一
周
年
の
三
百
六
十
五
日
と
連
想
さ
れ
て
い
た
。
人
体
は
自
立
し
た

（
４
）

も
の
で
は
な
く
、
単
な
る
天
地
万
物
の
原
理
の
一
表
現
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
体
の
臓
脈
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

（
７
）

す
な
わ
ち
、
臓
肺
は
陰
と
陽
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
ま
た
各
臓
脈
の
機
能
は
五
行
説
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。

儒
学
の
世
界
観
で
は
道
徳
は
自
然
の
道
か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
体
の
性
理
学
も
道
徳
の
視
点
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
そ
の

Ｏ

（
８
）

た
め
右
の
文
章
に
は
「
陽
ノ
徳
〈
喜
通
ズ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
更
に
菅
山
宗
徳
の
序
で
は
、
人
間
の
病
気
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

ア
ツ
マ
ル
ル

夫
人
〈
天
地
ノ
気
中
二
生
ジ
。
五
行
造
化
ノ
道
ヲ
具
テ
。
陰
陽
剛
柔
一
身
一
一
華
。
所
謂
小
天
地
也
。
天
地
ノ
気
和
シ
テ
万
Ｉ
物
化
ｌ
生
シ
。

か
ノ
、
（
Ｒ
Ｊ
）
（
虞
Ｕ
）

臓
〈
蔵
也
。
陰
一
一
属
ス
。
〔
す
な
わ
ち
、
各
臓
は
特
定
の
も
の
を
蔵
す
。
肺
は
塊
を
か
く
し
、
心
は
神
を
か
く
す
云
々
〕
。
（
中
略
）
胴
〈
府

フ
コ

ヨ
ク

ヲ
テ

ア
エ
カ
ク
サ
ス
ソ
パ
ト
ト
コ
リ
卜

也
。
言
ハ
府
庫
ノ
如
シ
。
（
中
略
）
服
く
陽
タ
リ
。
陽
ノ
徳
〈
喜
通
ズ
。
是
以
脈
〈
水
穀
ヲ
通
シ
テ
敢
テ
不
し
蔵
蔵
則
滞
テ
病
ナ
ル
・

ク
ラ

（
３
）

ま
た
、
「
詳
解
」
の
本
文
に
、
一
抱
は
次
の
よ
う
に
書
く
。

ノ
ー

周
歳
之
度
一
也
。

0
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勿
論
、
「
弁
解
」
の
内
容
は
近
代
的
な
人
体
の
形
態
論
に
程
遠
い
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
重
要
な
発
想
の
表
現
で
あ
る
。
第
一
に
、
医

者
が
「
蔵
府
形
体
ノ
理
」
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
医
者
の
資
格
は
な
い
と
述
べ
る
こ
と
と
は
、
近
代
的
な
基
礎
医
学
に
向
う
も
の
で
あ
る
。
第

二
に
、
彼
が
こ
の
よ
う
に
正
統
的
な
説
に
疑
問
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
作
り
直
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
医
師
に
は
、
思
想
的
に
あ
る
程
度

の
自
由
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
風
潮
は
服
部
範
忠
の
「
内
景
図
説
」
（
一
七
二
二
、
享
保
七
年
）
に
、
よ
り
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
自
序
に
は
、
範
忠
は
数

年
間
「
蔵
府
之
形
象
」
の
正
し
い
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
訴
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
彼
は
友
人
の
山
岡
氏
（
人
物
不
明
）

こ
の
よ
う
に
、
岡
本
一
抱
の
「
詳
解
」
は
極
く
正
統
的
な
人
体
の
形
態
論
を
唱
え
た
が
、
一
抱
は
こ
の
説
で
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は

よ
り
正
確
な
形
態
論
を
求
め
て
、
一
七
○
○
（
元
禄
十
三
）
年
に
「
医
学
三
蔵
弁
解
」
（
こ
れ
か
ら
「
弁
解
」
と
略
す
る
）
を
著
わ
し
た
。
そ
こ
で

彼
は
治
療
の
た
め
に
臓
脈
の
正
確
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
正
統
的
な
形
態
論
の
変
形
を
作
り
出
し
た
。
「
弁
解
」

（
皿
）

の
総
解
で
、
一
抱
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
た
。

（
９
）

病
気
を
こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
と
、
医
師
の
役
割
は
「
良
相
」
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
宗
徳
は
続
け
て
書
く
。

ケ

テ
ニ

オ
ク

シ

シ
テ
ニ

オ

良
ｌ
相
佐
レ
君
徳
Ｉ
化
布
し
下
而
災
ｌ
害
自
退
。
良
医
施
し
治
薬
ｌ
力
‐
徹
し
内
而
疾
Ｉ
病
自
去
。

シ

ソ

蚕
ツ

蓋
三
蔵
ノ
弁
ト
ハ
何
ゾ
ャ
。
此
人
ｌ
身
ノ
枢
要
。
医
家
ノ
綱
ｌ
領
。
施
治
ノ
切
‐
務
ナ
ル
者
ナ
リ
。
凡
医
ダ
ル
者
〈
・
人
身
ノ
従
テ
。
来
ル

０
Ｃ
Ｏ
○
○
０
０
力
○
０
０
○
○

ノ

０
ノ
０
０
０
力
０
○
○
○
○
○
○
０
０
０
０
０
０

所
ノ
道
。
蔵
府
形
体
ノ
理
。
明
二
不
し
可
し
不
し
察
。
荷
ク
モ
其
業
二
居
テ
。
其
理
ヲ
明
ニ
セ
ズ
ソ
バ
・
医
ト
モ
云
ベ
ヶ
ン
ャ
。

ス
レ
ハ

ス
レ
ハ

ス

天
地
失
し
常
則
災
害
作
焉
。
人
身
失
し
常
則
疾
病
生
。
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シ
バ
ワ
ヲ
テ
サ
ソ
ヲ

の
「
為
し
医
者
不
し
知
二
蔵
象
一
何
以
活
し
人
」
と
い
う
質
問
を
契
機
に
し
て
、
「
内
景
図
説
」
を
書
き
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
よ
り
正

確
な
人
体
の
形
態
論
を
求
め
る
上
で
、
方
法
と
し
て
観
臓
を
利
用
せ
ず
、
ま
さ
に
思
弁
的
な
発
想
で
五
臓
六
脇
の
説
を
見
直
し
た
。
近
代
医
学

か
ら
、
こ
の
「
新
説
」
と
そ
の
「
新
図
」
を
見
る
と
、
旧
説
の
弱
点
を
む
し
ろ
改
悪
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
が
「
聖

人
」
の
説
を
あ
る
程
度
否
定
し
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
よ
い
。

「
内
景
図
説
」
の
心
の
部
を
見
る
と
、
知
能
の
高
低
に
関
す
る
伝
統
的
な
説
明
と
、
そ
れ
に
対
す
る
範
忠
の
改
筆
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

（
、
）

っ
た
か
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、
個
人
の
性
格
的
な
特
徴
に
関
係
な
く
、
人
間
の
臓
脈
の
構
造
は
す
べ
て
同
様
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
治
療
方

法
も
、
対
象
に
よ
っ
て
、
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ひ
と
の
地
位
に
よ
っ
て
、
病
気
の
治
療
も
違
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
内
景
図
説
」
は
近
代
医
学
へ
向
っ
て
、
以
前
よ
り
一
歩
進
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

当
時
の
医
学
思
想
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
に
、
「
内
景
図
説
」
の
序
は
よ
り
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
後
世
方
の
理
論
的
な
矛

盾
と
そ
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
よ
り
正
確
な
人
体
の
形
態
論
を
要
求
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
、
こ
の
知
識
を
得
る

た
め
に
は
儒
学
の
理
論
以
外
、
根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
内
景
図
説
」
の
序
で
、
六
代
目
と
思
わ
れ
る
曲
直
瀬
道
三
は
こ

た
め
に
は
儒
学
の
理
論
以
外
、
一

の
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 ハ

ニ
Ⅶ
ジ

ハ
二
巾
〃

〈
二
Ｗ
ゲ

ノ
〈
二
テ

難
経
図
註
日
、
上
‐
智
之
人
心
有
二
七
ｌ
孔
三
毛
一
、
中
智
之
人
心
有
二
五
Ｉ
霞
二
毛
一
、
下
智
之
人
心
有
二
三
ｌ
籔
一
‐
毛
、
常
人
心
有
ニ

ク

ノ
ハ
ニ
Ⅲ
ソ

ノ
ハ
ニ
レ
ド
モ
ハ
ダ
久
勉
）
Ｃ
Ｏ
ｏ

二
Ｉ
薮
無
し
毛
、
愚
人
心
有
二
一
‐
籔
一
、
下
愚
人
心
有
ニ
ー
ー
籔
一
甚
小
実
。
（
中
略
）
此
人
之
所
以
具
二
‐
受
於
天
一
也
。
無
二
愚
ｌ
智

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
０
０
０
０
Ｏ
ヨ
ル
コ
ト
レ
バ
ニ
ノ
ミ

賢
不
肖
一
無
二
以
相
‐
掎
一
於
レ
是
考
則
邪
僻
偏
傾
共
不
レ
預
二
乎
蔵
象
一
、
之
在
し
私
爾
。

『
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こ
の
短
い
文
章
で
、
道
三
の
医
学
理
論
の
思
想
的
な
基
礎
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
当
時
の
一
部
の
医
師
は
脈
分
け
（
人
体
解
剖
）
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
「
膜
を
え
ぐ
っ
て
、
む
し
ろ
を

導
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
脈
分
け
の
方
法
を
指
し
て
い
る
が
、
実
際
に
解
剖
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
こ
の
文
章
だ
け
で
は
明
瞭
に

（
蝿
）

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
道
三
が
観
臓
を
方
法
と
し
て
否
定
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
医
学
界
で
脈
分
け
に
興
味
を
持
つ
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い
え

る
。
す
な
わ
ち
一
七
二
二
（
享
保
七
）
年
に
は
、
帰
納
的
な
科
学
思
想
へ
の
転
回
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
道
三
は
観
臓
で
は
正
確
な
人
体
の
形
態
論
を
得
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
伝
統
的
な
演
鐸
的
な
科
学
論
を
唱
え
、

道
三
は
内
景
を
支
配
し
て
い
る
原
理
は
聖
人
が
洞
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
身
体
の
生
理
は
「
河
図
洛
書
」
と
「
洪
範
」
（
「
天
地
の
大
法
」
、
承
な

易
経
の
思
想
）
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
道
三
は
儒
学
に
基
づ
い
た
認
識
論
を
唱
え
、
観
察
に
基
づ

い
た
科
学
理
論
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
文
章
に
は
、
近
代
的
な
科
学
の
視
点
か
ら
見
て
も
正
し
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
臓
し

て
も
「
七
孔
三
毛
の
所
」
や
「
胞
絡
三
焦
の
形
」
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
後
世
方
の
基
本
的
な
概
念
で
あ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん

近
代
医
学
か
ら
見
れ
ば
実
在
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
臓
に
基
づ
い
た
人
体
の
形
態
論
を
作
れ
ば
、
後
世
方
の
儒
学
に
基

づ
い
た
そ
れ
を
否
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
道
三
自
身
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
ま
た
、
道
三
は
「
旧
図
尤

ク
モ

タ

不
し
可
レ
欠
新
図
〔
す
な
わ
ち
範
忠
の
「
新
図
」
〕
亦
不
レ
可
し
廃
」
と
書
い
て
、
旧
図
に
も
新
図
に
も
、
絶
対
の
規
準
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
す

で
に
道
三
が
両
説
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
後
世
方
の
最
高
の
権
威
に
し
て
も
人
体
の
構
造
を
正
確
に
説
明
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
医
学
の
基
礎
的
な
理
論
が
混
乱
し
、
危
機
状
態
に
陥
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
の
医
学
が
こ
の
状
態
か

ら
脱
出
す
る
た
め
に
は
、
完
全
に
新
し
い
理
論
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
を
整
え
た
人
は
、
山
脇
東
洋
で
あ
っ
た
。
（
次
号
へ
続
く
）

テ
ニ
カ
ン
ヤ

ノ
ヲ

テ
ヲ
ソ
レ
ゾ
ソ
ヤ

ノ
ヲ

挟
レ
膜
豈
誰
知
二
七
ｌ
孔
三
１
毛
之
所
｜
乎
・
導
レ
筵
何
‐
夫
得
二
胞
絡
三
１
焦
之
形
一
乎
。

ワ
ニ

（
Ｍ
）
二
ル
ノ
ノ
ヲ

隠
卒
内
景
之
管
ｌ
摂
妓
著
・
一
身
之
運
１
用
各
得
二
其
処
一
与
二
河
ｌ
洛
洪
範
一
。

テ

ノ

シ
ヲ
シ
テ

唯
有
二
至
‐
霊
洞
１
視
之
聖
一
而
験
レ
幽
索
レ
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は
じ
め
に

（
１
）

幕
末
の
軍
医
と
し
て
活
躍
し
た
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
仙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
明
治
以
降

の
経
歴
に
つ
い
て
は
な
お
詳
か
に
し
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
新
知
見
を
し
り
え
た
の
で
、
今
回
は

そ
れ
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

良
庵
を
な
の
っ
て
い
た
。

良
仙
に
は
同
胞
が
六
人
（
男
二
人
、
女
四
人
）
あ
る
。

弟
、
次
男
良
節
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
生
れ
。
節
蔵
（
節
三
）
と
も
称
し
た
。
二
○
歳
の
と
き
に
金
沢
藩
医
鮭
延
秀
庵
義
知
の
養
子
と
な

（
２
）

っ
た
。
鮭
延
家
は
出
羽
国
石
部
郡
鮭
延
出
身
の
井
上
将
監
孝
義
に
発
し
、
ゆ
え
あ
っ
て
鮭
延
姓
を
な
の
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
子
元
益
義
尚
が

弟
鮭
延
良
節
と
甥
鮭
延
良
治

手
塚
良
仙
は
常
陸
府
中
、
松
平
播
磨
守
の
侍
医
、
手
塚
良
仙
光
照
の
長
男
で
、
字
は
光
亨
、
父
の
死
後
良
仙
を
襲
名
し
た
が
、
そ
れ
以
前
は

手
塚
良
仙
光
亨
知
見
補
遺

繩
癖
確
纒
檸
韓
蘂
第
距
計
托
跨
鈴
需
昭
和
五
十
五
年
十
月
二
日
受
付

深
瀬
泰
旦
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・
１
．
ノ
ー
自

一
年
奉
願
御
医
者
鮭
延
故
秀
庵
養
子
二
罷
成
弘
化
二
年
十
二
月
十
三
日
亡

養
父
秀
庵
為
跡
目
被
召
出
弐
拾
五
人
扶
持
無
相
違
拝
領
被
仰
付
…
：
、

良
節
は
妻
の
縁
に
う
す
か
っ
た
。
最
初
の
妻
は
大
槻
俊
斎
の
妹
で
あ
る
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
こ
四
月
に
病
死
し
、
第
二
の
妻
は
小
笠

原
佐
京
大
夫
の
家
臣
西
村
周
右
衛
門
の
娘
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
六
月
に
病
死
し
た
の
で
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

八
月
に
今
井
泉
の
妹
を
第
三
の
妻
と
し
て
む
か
え
い
れ
て
い
る
。

手塚家系図

良
意

良
仙
光
行

－
１

女

｜

鳥T女
ｌ
良
仙
光
照
Ｉ

ｌ
良
運
本
国
出
羽
生
国
武
蔵
五
拾
歳

ノ
リ
ニ
キ

ー
女

鮭
延
節
蔵
源
義
行

ｌ
女

私
儀
実
は
松
平
播
磨
守
殿
手
医
師
手
塚
故
良
仙
二
男
二
御
座
候
処
天
保
十

’
八
十
郎
｜
’
二
一
環
一
一
目
『
１
．
三
、
一
乙
。
割
．
吟
Ｅ
Ｅ
－
‘
ア
咳
、
↑
言
う
三
、
『
言
と
吟
一
・
・
．
垂
三
二
〃
，
〕
１
，
つ
〃
１
．
｜
｜
《
｜
↓
。
｜
ｉ
《
《
↑
’
．
‐
’
｜
↑

｜
川
率
諦
１
－
１
女

ｌ
良
治

ｌ
女伊

東
玄
晁

ｌ
女植

村
千
代
助

ｌ
女 海一一大良

香槻仙
俊光
斎亨

’｜へ

女源玄馬
二俊、_ノ
郎

医
を
志
し
て
、
江
戸
で
町
医
者
を
い
と
な
染
、
そ
の
孫
周
益
義
利
の
代
に
な
っ

て
、
天
明
年
間
に
は
じ
め
て
町
医
か
ら
金
沢
藩
医
に
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
義
利
は
良
節
の
祖
父
に
あ
た
る
。

養
父
秀
庵
義
知
は
寛
政
一
三
年
（
一
八
○
一
）
に
、
義
利
の
あ
と
を
つ
い
で
金

（
注
１
）

沢
藩
医
に
あ
げ
ら
れ
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
法
梁
院
の
病
に
さ
い
し

て
拝
診
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
に
御
医
師
と
し
て
一

五
人
扶
持
を
た
ま
わ
り
、
そ
れ
以
後
奥
医
師
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
八
月
に
病
死
し
た
。
秀
庵
は
妻
帯
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
良

節
が
養
子
と
し
て
は
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

良
節
の
略
歴
に
つ
い
て
は
自
筆
に
よ
る
経
歴
を
次
に
引
用
し
よ
う
。

給
禄
高
八
拾
八
俵
三
斗
三
升
弐
合

本
国
出
羽
生
国
武
蔵
五
拾
歳

（22） 22



良
仙
に
は
四
人
の
妹
が
い
た
。
長
妹
は
海
香
と
い
い
、
大
槻
俊
斎
の
も
と
に
嫁
し
て
玄
俊
を
う
ん
だ
。
次
妹
は
信
州
更
級
郡
川
中
島
今
里
村

の
内
村
政
富
を
婿
養
子
と
し
て
結
婚
し
、
手
塚
姓
を
な
の
っ
て
い
る
。
政
富
は
良
斎
と
号
し
、
良
仙
光
照
の
弟
子
で
あ
る
と
と
も
に
、
坪
井
信

道
の
門
に
は
い
っ
て
蘭
医
学
を
学
び
、
さ
ら
に
長
崎
へ
も
遊
学
し
て
研
鑛
を
お
さ
め
た
。
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
設
立
に
さ
い
し
て
は
、
資
金
拠
出

（
１
）

者
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
良
仙
と
お
な
じ
く
、
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
に
就
任
し
た
。

三
妹
は
永
井
肥
前
守
の
侍
医
、
伊
東
玄
晁
に
嫁
し
、
末
妹
は
植
村
千
代
助
に
嫁
し
て
い
る
。

良
節
に
は
一
男
一
女
が
あ
り
、
嗣
子
は
良
治
で
あ
る
。
良
治
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
一
二
月
二
○
日
の
生
れ
で
、
明
治
七
年
五
月
二
二

（
３
）

日
、
緒
方
惟
準
の
主
宰
す
る
東
京
の
適
々
斎
塾
に
入
門
し
た
。
つ
い
で
軍
医
試
補
と
な
り
、
西
南
戦
役
に
さ
い
し
て
は
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
に

（
４
）

配
属
さ
れ
、
病
室
勤
務
を
つ
と
め
た
。
後
に
の
べ
る
よ
う
に
伯
父
良
仙
が
、
赤
痢
の
た
め
こ
の
病
院
で
病
没
し
た
と
ぎ
、
そ
の
治
療
に
従
事

（
５
）

し
、
臨
終
に
た
ち
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
明
治
一
二
年
に
は
軍
医
補
と
な
り
、
明
治
一
六
年
の
官
員
録
に
は
剤
官
補
と
し
て
登
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
薬
剤
官
に
転
じ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
翌
一
七
年
に
は
三
等
剤
官
と
な
っ
た
が
、
二
年
後
に
は
ふ
た
た
び
軍
医
畑

に
も
ど
っ
て
二
等
軍
医
、
明
治
一
三
年
に
は
一
等
軍
医
に
昇
進
し
た
。
こ
の
間
、
連
隊
附
軍
医
と
し
て
、
金
沢
、
姫
路
、
佐
倉
の
各
連
隊
に
勤

務
し
て
い
る
。
明
治
一
三
一
年
に
医
術
開
業
免
状
の
下
附
を
う
け
て
、
東
京
市
麹
町
区
飯
田
町
に
開
業
し
た
。

良
仙
の
叔
母
、
す
な
わ
ち
父
良
仙
光
照
の
妹
は
良
元
を
婿
と
し
て
む
か
え
た
。
手
塚
良
元
も
や
は
り
松
平
播
磨
守
の
侍
医
で
あ
り
、
そ
の
嗣

（
６
）

子
良
運
は
良
仙
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
が
、
坪
井
信
道
の
門
人
で
江
戸
小
石
川
同
心
町
に
す
ん
で
い
た
。

歩
兵
屯
所
医
師
と
し
て
の
良
仙

良
仙
が
は
じ
め
て
文
献
に
み
え
る
の
は
『
適
査
斎
塾
門
人
姓
名
録
』
で
あ
る
。
そ
の
第
三
五
九
番
に
「
常
州
府
中
手
塚
良
仙
悴
手
塚
良

（23）23



庵
」
と
あ
り
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
二
五
日
の
入
門
で
あ
る
こ
と
を
し
る
。
父
良
仙
光
照
は
常
陸
府
中
藩
、
松
平
播
磨
守
の
家
来

で
あ
り
、
小
石
川
三
百
坂
に
す
み
、
小
児
科
、
産
科
を
開
業
し
て
い
た
。
良
仙
光
照
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
六
二
歳
で
病
没
し
た
の
ち
、

父
の
あ
と
を
襲
っ
て
良
仙
を
な
の
る
に
い
た
っ
た
。
安
政
五
年
の
種
痘
所
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
設
立
資
金
を
拠
出
し
て
お
り
、
す
で
に
江
戸

に
在
住
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
の
で
、
適
塾
在
塾
は
約
二
年
間
と
推
定
さ
れ
る
。

緒
方
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
に
よ
る
と
、
文
久
二
年
閏
八
月
一
五
日
、
医
学
所
に
お
い
て
四
人
の
こ
ど
も
に
種
痘
を
施
し
て
い
る
が
、
こ

の
と
き
良
仙
は
、
師
の
洪
庵
と
と
も
に
立
会
っ
て
お
り
、
又
こ
の
日
、
医
学
所
に
入
門
を
希
望
し
た
石
川
元
貞
の
門
人
某
の
入
門
試
験
官
の
一

（
７
）

人
と
し
て
、
こ
れ
に
許
可
を
あ
た
え
て
い
る
。
適
塾
に
お
け
る
師
弟
関
係
が
、
江
戸
の
医
学
所
に
お
い
て
も
継
続
し
て
、
洪
庵
の
よ
き
弟
子
と

し
て
師
を
た
す
け
て
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

童
す
ひ
ろ

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
一
月
二
七
日
、
洪
庵
は
江
戸
城
中
に
お
い
て
陸
軍
奉
行
大
関
肥
後
守
増
裕
と
会
見
し
て
、
二
月
に
新
設
さ
れ
る
予

（
８
）

定
の
歩
兵
屯
所
附
の
医
師
と
し
て
、
医
学
所
の
医
師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
む
ね
の
依
頼
を
う
け
た
。
よ
く
相
談
の
う
え
、
後
日
返
事
を
す
る
こ

と
を
約
し
て
わ
か
れ
た
が
、
そ
の
二
日
後
（
二
九
日
）
に
城
中
で
林
洞
海
、
竹
内
玄
同
に
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
話
し
あ
っ
て
い
る
。

二
月
二
日
に
洪
庵
は
大
関
肥
後
守
に
出
役
医
師
の
こ
と
を
つ
げ
た
。
人
選
が
ほ
ぼ
内
定
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
と

お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
二
月
一
三
日
に
御
軍
制
懸
り
塚
原
次
左
衛
門
と
あ
っ
て
、
屯
所
医
師
に
つ
い
て
の
坂
は
か
ら
い
を
た
づ
ね
た
と
こ
ろ
、

早
速
申
し
い
で
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
翌
二
四
日
、
七
名
を
推
薦
す
る
む
ね
の
書
面
を
し
た
た
め
て
、
こ
れ
を
北
角
十
郎
兵
衛

を
へ
て
、
若
年
寄
田
沼
玄
蕃
頭
意
尊
に
提
出
し
た
。

『
勤
仕
向
日
記
』
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
戸
塚
静
甫
、
千
村
礼
庵
、
宮
内
潤
亭
、
手
塚
良
斎
、
手
塚
良
仙
、
伊
藤
玄
晁
、
程
田
玄
悦
の
七
名
で

（
注
２
）
（
９
）

あ
っ
た
が
、
三
月
一
二
日
に
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
手
塚
良
仙
を
の
ぞ
い
た
六
名
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
『
勤
仕
向
日
記
』
に
よ
る
と

歩
兵
屯
所
医
師
之
方
左
之
御
書
付
出
ル

千
村
礼
庵

（24） 24



右
歩
兵
屯
所
出
役
申
渡
候
出
役
中
御
手
当
扶
持
拾
五
人
扶
持
宛
被
下
候
間
可
被
得
其
意
候
事

但
し
手
塚
良
仙
事
〈
此
節
京
洛
主
人
之
供
い
た
し
罷
登
居
候
事
故
帰
府
之
上
其
段
可
申
聞
旨
被
仰
渡
（
文
久
三
年
三
月
一
二
日
）

と
あ
っ
て
、
ま
づ
良
仙
を
の
ぞ
く
六
名
が
三
月
一
二
日
に
発
令
さ
れ
、
主
君
松
平
播
磨
守
頼
縄
に
侍
し
て
上
洛
し
て
い
た
良
仙
は
、
江
戸
帰
府

（
皿
）

の
の
ち
に
任
命
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
日
に
つ
い
て
『
動
仕
向
日
記
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
手
塚
良
斎
の
『
医
学
所
御
用
留
』

に
よ
り
、
そ
れ
が
三
月
二
八
日
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
医
学
所
御
用
留
』
は
文
久
三
年
か
ら
慶
応
四
年
に
い
た
る
五
年
間
の
歩
兵
屯
所
に
お
け
る
動
き
を
記
し
た
記
録
で
あ
る
。
一
○
六
丁
、
半

紙
本
の
写
本
で
、
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
久
三
年
三
月
一
二
日
に
歩
兵
屯
所
医
師
を
命
ぜ
ら

れ
た
の
は
一
○
名
で
あ
っ
て
、
『
勤
仕
向
日
記
』
の
記
事
と
異
な
っ
て
い
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
戸
塚
静
甫
ら
の
ほ
か
に
、
吉
田
策
庵
、
高
島
祐

啓
、
曲
直
瀬
正
廸
蕊
古
田
瑞
春
ら
で
、
こ
れ
ら
四
名
は
医
学
所
に
所
属
し
な
い
医
師
達
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
歩
兵
屯
所
医
師
は
、
一
部
は
洪
庵

の
推
薦
に
よ
り
医
学
所
医
師
を
出
役
と
し
た
が
、
ほ
か
に
漢
方
に
従
事
し
て
い
る
医
師
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文
久
三
年
一
二
月
将
軍
家
茂
は
公
武
合
体
体
制
を
か
た
め
る
た
め
、
海
路
江
戸
を
出
発
し
て
京
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
と
き
西
丸
下
屯
所
と
大

手
前
屯
所
所
属
の
千
六
百
名
の
歩
兵
が
、
歩
兵
奉
行
溝
口
伊
勢
守
勝
如
の
指
揮
の
も
と
に
、
陸
路
上
洛
し
た
。
西
丸
下
詰
医
師
で
あ
っ
た
良
仙

は
、
こ
の
歩
兵
組
の
附
添
と
し
て
進
発
し
て
い
る
。
前
回
、
文
久
三
年
二
月
の
将
軍
上
洛
で
は
、
尊
穰
派
に
よ
っ
て
手
痛
い
目
に
あ
い
、
不
愉

快
な
お
も
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
朝
廷
か
ら
手
厚
い
待
遇
を
う
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
し
た
が
う
歩
兵
組
も
緊
張
を

宮伊手程戸

内藤塚田塚

潤玄良玄静

亭晁斎悦甫
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と
あ
り
、
あ
る
い
は
元
治
二
年
三
月
ま
で
、
一
年
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
京
師
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

元
治
二
年
五
月
、
良
仙
は
山
本
長
安
ら
と
と
も
に
御
抱
医
師
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
、
つ
い
で
慶
応
二
年
二
月
に
は
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
介

と
な
り
、
さ
ら
に
翌
三
年
四
月
京
都
に
滞
在
中
、
御
番
医
師
並
、
屯
所
医
師
取
締
に
栄
進
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
歩
兵
組
は
、
京
師
守
護
も
大
き
な
役
目
の
一
つ
で
、
交
代
で
上
洛
し
、
一
定
の
期
間
任
務
に
つ
い
た
の
ち
帰
府
し
て
い
る
。
慶

応
二
年
一
二
月
、
良
仙
は
交
代
の
た
め
に
上
洛
す
る
大
手
前
屯
所
歩
兵
組
二
大
隊
に
つ
き
そ
っ
て
江
戸
を
た
っ
た
。
一
大
隊
は
約
四
百
名
の
兵

（
ｕ
）

士
を
も
っ
て
組
織
し
、
歩
兵
頭
並
（
中
佐
相
当
官
）
が
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
る
。
二
大
隊
に
四
名
の
医
師
が
つ
き
そ
っ
て
い
る
の
で
、
一
大
隊

あ
た
り
医
師
二
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
医
師
取
締
に
栄
進
し
た
の
は
、
こ
の
と
き
の
京
師
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
る
。

文
久
三
年
以
降
、
良
仙
が
歩
兵
屯
所
医
師
と
し
て
せ
わ
し
い
日
々
を
お
く
っ
て
い
る
様
子
は
軍
『
医
学
所
御
用
留
』
の
と
ぼ
し
い
記
事
の
中

か
ら
も
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
在
府
の
折
は
、
小
石
川
三
百
坂
の
自
宅
に
弟
子
を
養
っ
て
い
た
。
そ
の
数
な
ど
、
く
わ
し
い
こ

と
は
不
明
な
が
ら
、
門
人
の
う
ち
風
間
淡
斎
、
種
瀬
俊
安
の
二
名
が
歩
兵
屯
所
手
伝
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

し
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
良
仙
も
お
そ
ら
く
病
兵
の
治
療
程
度
で
終
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

将
軍
家
茂
は
翌
元
治
元
年
五
月
、
海
路
に
よ
り
江
戸
に
か
え
っ
た
が
、
良
仙
が
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
帰
府
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

種
痘
医
、
軍
医
と
し
て
の
良
仙

明
治
新
政
府
は
旧
幕
府
の
医
学
所
を
再
興
し
、
一
方
医
学
館
を
種
痘
館
に
あ
ら
た
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
明
治
元
年
六
月
二
六
日
、
同
年
八
月

一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
．
こ
の
八
月
一
五
日
に
、
良
仙
は
桑
田
立
斎
ら
五
名
と
と
も
に
種
痘
館
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
明
治
元
年
六
月
か

『
医
学
所
御
用
留
』
に
は

（
注
２
）

良
仙
松
庵
之
両
子
帰
府
之
事

「
吃
一
室
ト
ノ
〃
オ
ト
ｒ
Ⅸ
ノ
ウ
上
１
，
』
も
〃
１
９
〃
可

三
月
九
日
（
元
治
二
年
…
．
：
引
用
者
註
）
西
丸
下
上
京
之
病
一
大
隊
鋼
太
郎
殿
（
歩
兵
頭
並
徳
山
鋼
太
郎
・
…
：
引
用
者
註
）
引
率
帰
府
一
一
相
成
候
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（
狸
）

ら
一
二
月
ま
で
の
大
病
院
の
『
日
記
』
に
み
ら
れ
る
。
九
月
一
日
か
ら
の
種
痘
は
、
そ
れ
ま
で
六
日
に
一
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
隔
日
に
お
こ

な
う
こ
と
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、
明
治
新
政
府
が
本
腰
を
い
れ
て
種
痘
の
普
及
に
の
り
だ
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

良
仙
ら
六
名
が
種
痘
館
出
張
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
た
、
と
あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
当
時
新
し
橋
に
あ

（
蝿
）

っ
た
医
学
館
あ
ら
た
め
種
痘
館
へ
の
勤
務
で
は
な
く
、
山
崎
佐
が
明
治
二
年
六
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
、
種
痘
所
を
一
ヶ
所
に
か
ぎ
る
の
は
不

（
注
４
）

便
で
あ
る
の
で
、
種
痘
館
の
ほ
か
六
ケ
所
に
も
う
け
た
出
張
所
へ
の
勤
務
と
解
し
た
い
。
さ
き
の
『
日
記
」
の
九
月
一
二
日
の
条
に

大
野
松
斎
種
痘
出
張
所
六
人
江
上
納
銀
之
義
申
達
し
候
事

と
あ
る
の
を
み
て
も
、
九
月
に
は
す
で
に
六
ケ
所
の
出
張
所
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
の
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
良
仙
の
勤
務
し
た
出
張
所
は

小
石
川
三
百
坂
、
す
な
わ
ち
良
仙
の
自
宅
で
あ
り
、
そ
の
管
轄
す
る
地
域
は
、
「
麹
町
四
シ
谷
市
ヶ
谷
牛
込
小
石
川
駒
込
大
塚
巣
鴨
大
久
保
辺
」

（
皿
）

で
あ
る
。

ワ
ｊ

ｏ
４

現
在
お
こ
な
っ
て
い
る
種
痘
館
の
建
物
は
、
場
所
も
辺
鄙
で
あ
り
、
人
ど
お
り
も
す
ぐ
な
く
、
さ
ら
に
破
損
も
い
ち
ぢ
る
し
く
、
手
狭
ま
に
な

さ
ら
に
、
明
治
元
年
に
種
痘
館
出
張
所
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
事
実
を
し
め
す
記
事
が
あ
る
。

十
二
月
十
八
日
御
下
ケ
’
一
相
成
候
ニ
付
早
速
医
学
所
江
廻
ス

私
義
此
迄
小
石
川
町
静
寛
院
宮
附
矢
島
久
三
郎
上
地
之
内
借
地
住
居
罷
在
候
処
辺
鄙
之
間
道
故
自
然
人
行
乏
敷
且
家
作
大
破
間
狭
二
付

種
痘
館
出
張
所
御
用
向
相
勤
候
不
都
合
之
廉
有
之
候
処
小
石
川
富
坂
町
徳
川
亀
之
助
家
来
用
人
組
斎
藤
惣
左
衛
門
上
地
弐
百
七
十
五
坪

相
応
之
家
作
有
之
且
惣
左
衛
門
由
緒
に
も
御
座
候
二
付
家
作
讓
請
置
申
候
就
而
は
右
地
所
拝
借
転
住
仕
リ
種
痘
館
出
張
所
御
用
向
十
分

二
相
勤
奉
申
上
度
何
卒
願
之
通
拝
借
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
度
依
之
此
段
奉
願
上
候
以
上

十
月
十
七
日

鎮
将
府
御
支
配

種
痘
館
出
張
所

マ
マ

手
塚
良
策
印

（27）



（
弱
）

良
仙
は
明
治
二
年
三
月
に
は
医
学
所
の
産
科
教
授
方
に
就
任
し
た
。
そ
の
名
簿
を
染
る
と
、
五
等
医
師
以
降
に
お
か
れ
て
端
り
「
以
下
等
級

未
被
仰
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
五
等
医
師
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
つ
い
で
同
年
五
月
に
は
医
学
校
の
部
に
そ
の
名
が
ゑ
え
、
八
等
官
に
昇

（
妬
）

進
し
、
三
等
教
授
試
補
並
産
科
掛
に
な
っ
て
い
る
。
以
後
医
学
校
に
お
い
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
三
転
し
て
軍
医
畑
に
す
す
ん

（
、
）

だ
。
こ
れ
が
い
つ
の
こ
と
か
あ
き
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
大
植
四
郎
に
よ
る
と
明
治
四
年
ご
ろ
で
あ
る
と
い
う
。

明
治
四
年
ご
ろ
陸
軍
一
等
軍
医
副
（
中
尉
相
当
官
）
に
任
じ
、
七
年
に
は
軍
医
（
大
尉
相
当
官
）
に
任
じ
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
明
治
一
○

年
の
西
南
戦
役
に
は
、
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
第
二
大
隊
の
医
官
と
し
て
出
征
し
、
第
二
旅
団
中
央
小
纈
帯
所
附
と
な
っ
て
治
療
に
従
事
し
た
。

西
南
戦
役
に
お
け
る
小
維
帯
所
は
、
一
時
的
な
傷
病
兵
の
収
容
所
で
、
病
兵
に
あ
っ
て
は
一
週
間
以
内
に
回
復
し
な
い
も
の
、
傷
兵
に
あ
っ

て
は
二
、
三
週
以
上
の
回
復
期
間
を
要
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
後
方
の
大
綿
帯
所
に
転
送
さ
れ
た
。
大
糊
帯
所
は
今
日
で
い
う
野
戦
病
院
で
あ

（
蛆
）

る
。
ほ
か
に
大
阪
に
陸
軍
臨
時
病
院
を
も
う
け
て
、
す
べ
て
戦
地
の
患
者
を
収
容
し
て
治
療
に
あ
た
っ
た
。

西
南
戦
役
は
明
治
一
○
年
二
月
一
九
日
の
鹿
児
島
県
暴
徒
征
討
の
詔
に
よ
っ
て
、
そ
の
幕
が
き
ら
れ
た
。
以
来
七
ケ
月
の
戦
闘
を
へ
て
、
九

月
二
四
日
城
山
に
た
て
こ
も
っ
た
西
郷
軍
に
最
後
の
総
攻
撃
を
く
わ
え
て
、
政
府
軍
の
勝
利
に
お
わ
っ
た
。

鹿
児
島
城
の
旧
趾
諏
訪
の
馬
場
に
あ
っ
た
小
繩
帯
所
に
勤
務
し
て
い
た
手
塚
良
仙
が
発
病
し
た
の
は
、
戦
火
が
す
で
に
お
さ
ま
っ
た
九
月
二

（
四
）

六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
「
下
痢
｝
一
罹
リ
上
圖
数
行
、
食
嗜
振
ハ
ス
。
身
神
安
カ
ラ
」
ざ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
た
だ
ち
に
海
路
に
よ
り
神
戸
港
を

経
由
し
て
大
阪
に
い
た
り
、
二
九
日
に
大
阪
城
内
に
あ
っ
た
臨
時
病
院
士
官
室
に
入
院
し
た
。
入
院
時
の
現
症
は
、

日
夜
上
圖
頻
数
、
後
重
努
責
シ
便
意
休
止
ナ
ク
大
便
中
二
粘
液
ノ
多
量
ト
血
液
ト
ヲ
混
渭
シ
臭
気
劇
甚
、
而
シ
テ
食
嗜
益
益
欠
乏
シ
舌
上

白
苔
ヲ
被
上
頻
二
口
渇
ス
。

っ
た
の
で
、
種
痘
館
出
張
所
と
し
て
充
分
機
能
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
の
べ
て
、
良
仙
は
転
住
を
願
い
で
て
い
る
。
一
○
月
一
七
日

の
こ
の
願
書
に
た
い
し
て
、
許
可
す
る
む
ね
の
下
ヶ
札
が
一
二
月
一
八
日
に
廻
章
さ
れ
た
。

（28） 28



赤
痢
で
あ
っ
た
。
佐
藤
進
軍
医
監
、
石
黒
忠
意
一
等
軍
医
正
、
佐
々
木
東
洋
一
等
軍
医
正
、
中
泉
正
軍
医
（
中
泉
行
徳
の
養
父
）
な
ど
の
回
診
を

う
け
、
諸
種
の
治
療
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
、
明
治
一
○
年
一
○
月
一
○
日
午
前
二
時
二
○
分
、
つ
い
に
死
亡
し
た
。
こ
の

日
は
征
討
総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
東
京
に
凱
旋
し
た
日
に
あ
た
る
。

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
甥
の
鮭
延
良
治
は
、
こ
の
と
き
軍
医
試
補
で
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
に
勤
務
し
、
病
室
勤
務
で
あ
っ
た
の
で
、
伯
父
良

仙
の
治
療
に
く
わ
わ
り
、
そ
の
臨
終
を
見
ま
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

西
南
戦
役
の
戦
死
者
は
四
六
五
三
名
で
、
出
征
軍
人
四
五
八
一
九
名
に
た
い
し
一
○
・
二
％
に
あ
た
る
。
ほ
か
に
病
死
し
た
も
の
一
六
六
三

表西南戦役における病死者

病名｜患着数｜死亡数｜致命率
1,864名

1，031

1，832

270

28

923

8，943

860名

416

125

57

14

3

188

％１
３
８
１
０
３
１

■
■
令
■
①
■
①

６
０
６
１
０
０
２

４
４
２
５

コレラ

腸チフス

脚気

赤痢

発疹チフス

梅毒

その他

計 14,89111,663111.2

文献（18）より作成

軍
人
四
五
八
一
九
名
に
た
い
し
一
○
・
二
％
に
あ
た
る
。
ほ
か
に
病
死
し
た
も
の
一
六
六
三

名
（
三
・
六
％
）
が
お
り
、
両
者
の
合
計
は
六
三
一
六
名
（
一
三
・
八
％
）
に
達
し
た
。

病
死
者
の
内
訳
を
み
る
と
、
第
一
位
は
コ
レ
ラ
の
八
六
○
名
（
全
病
死
者
の
五
一
・
八
％
）

で
あ
る
。
明
治
一
○
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
文
政
五
年
、
安
政
五
年
、
文
久
二
年
の
流
行

と
な
ら
ん
で
歴
史
に
の
こ
る
も
の
で
あ
る
。
腸
チ
フ
ス
が
こ
れ
に
つ
い
で
四
一
六
名
（
二

五
・
○
％
）
で
、
以
下
は
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

明
治
八
年
六
月
、
適
塾
の
人
々
を
あ
つ
め
て
、
緒
方
洪
庵
の
一
三
回
忌
が
東
京
駿
河
台
の

（
別
）

嗣
子
惟
準
邸
で
ひ
ら
か
れ
た
。
未
亡
人
八
重
を
中
心
に
し
て
、
あ
つ
ま
る
も
の
三
八
名
。
石

井
信
義
、
高
松
凌
雲
、
長
与
専
斎
、
福
沢
諭
吉
、
佐
野
常
民
な
ど
に
ま
じ
っ
て
、
手
塚
良
仙

の
顔
も
み
え
る
。

堂
に
上
て
先
生
の
影
像
を
礼
拝
し
て
坐
に
就
く
。
斉
し
く
追
悼
愛
慕
の
念
あ
り
。
席
上

酒
撰
陳
列
す
。
既
に
酔
ひ
既
に
飽
き
、
各
旧
を
話
し
今
を
論
じ
て
謹
む
所
な
く
挾
む
所

な
く
、
満
坐
の
和
気
洋
々
と
し
て
同
窓
の
歓
情
皆
面
に
溢
れ
、
夏
昼
半
日
尚
其
短
を
憾

む
に
至
る
。
実
に
尋
常
得
難
き
盛
会
な
り
。

29 （29）



出
席
者
の
一
人
坪
井
信
良
の
手
記
で
あ
る
。
師
の
遺
徳
を
し
の
び
、
旧
友
と
の
心
あ
た
た
ま
る
交
流
が
、
よ
む
も
の
に
暖
か
い
雰
囲
気
を
つ
た

え
て
く
れ
る
。
席
上
福
沢
諭
吉
が
た
っ
て
、
毎
年
六
月
一
○
日
（
洪
庵
の
命
日
）
と
二
月
一
○
日
の
両
日
を
恩
師
の
記
念
日
と
さ
だ
め
、
緒

方
家
に
あ
つ
ま
っ
て
洪
庵
の
霊
前
に
ぬ
か
づ
き
、
同
窓
の
交
誼
を
あ
た
た
め
よ
う
と
提
案
し
て
い
れ
ら
れ
た
。

翌
明
治
九
年
六
月
一
○
日
、
前
年
の
約
束
に
し
た
が
っ
て
、
洪
庵
の
一
四
回
忌
を
期
し
て
、
旧
塾
生
の
う
ち
東
京
在
住
の
一
部
の
も
の
が
、

当
時
滞
京
し
て
い
た
八
重
を
中
心
に
し
て
、
ふ
た
た
び
緒
方
邸
に
あ
つ
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
記
念
写
真
が
今
に
つ
た
わ
る
が
、
こ
こ
に
会
す

る
も
の
は
前
年
の
一
三
回
忌
に
参
列
し
た
も
の
よ
り
す
ぐ
な
く
、
旧
塾
生
は
二
五
名
を
か
ぞ
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
陸
軍
軍
医
の
制
服
に
身
を
つ

つ
ん
だ
良
仙
は
、
前
列
中
央
に
足
を
な
げ
だ
し
て
、
く
つ
ろ
い
だ
姿
で
す
わ
っ
て
い
る
。
良
仙
に
と
っ
て
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
旧
友
と
の
最

本
稿
の
要
旨
は
第
八
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
五
年
一
○
月
二
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

稿
を
終
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
校
閲
を
た
ま
わ
っ
た
小
川
鼎
三
教
授
、
酒
井
シ
ヅ
講
師
に
感
謝
す
る
。
種
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
緒
方

富
雄
名
誉
教
授
、
津
田
進
三
先
生
に
謝
意
を
表
す
る
。

注
１
法
梁
院
は
加
賀
藩
第
二
代
藩
主
前
田
治
脩
の
夫
人
正
子
で
あ
る
。
支
藩
の
大
聖
寺
藩
第
五
代
藩
主
前
田
利
道
の
次
女
で
、
文
政
二
年
に
五
八
歳
で

る
も
の
は
前
年
の
一
三
回
忌
に
参
列
、

つ
ん
だ
良
仙
は
、
前
列
中
央
に
足
を
』

後
の
交
情
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

注
２
緒
方
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
は
、
洪
庵
が
幕
府
に
め
さ
れ
て
、
大
阪
か
ら
江
戸
に
つ
い
た
文
久
二
年
八
月
一
九
日
に
は
じ
ま
り
、
翌
三
年
三
月
一

三
日
に
お
わ
る
自
筆
の
日
記
で
あ
る
。
昭
和
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
『
科
学
史
研
究
』
（
三
号
’
六
号
）
に
連
載
さ
れ
て
、
活
字
本
と
し
て

利
用
し
う
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
が
『
緒
方
洪
庵
伝
』
（
第
二
版
昭
和
三
八
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

原
本
と
こ
れ
ら
二
著
を
比
較
検
討
す
る
と
、
文
久
三
年
二
月
二
三
日
か
ら
三
月
一
二
日
に
か
け
て
の
記
事
に
い
く
つ
か
の
異
同
が
承
ら
れ
る
。
原

本
に
徴
し
て
次
の
よ
う
に
表
す
の
が
正
し
い
。

残
し
た
。

二
月
廿
三
日

一
、
御
軍
制
懸
り
塚
原
次
左
衛
門
へ
面
会

一
、
右
一
一
付
翌
廿
四
日
左
之
七
人
書
面
二
認
北
角
を
以
て
玄
蕃
頭
殿
江
差
出
ス
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注
４

注
３

渡
辺
春
汀
（
三
拾
間
堀
一

奥
山
玄
仲
（
芝
赤
羽
根
）

手
塚
良
仙
（
小
石
川
三
言

大
野
松
斎
（
浅
草
三
間
町

桑
田
立
斎
（
深
川
海
辺
幸

生
田
良
順
（
赤
坂
田
町
一
§

生
野
松
庵
は
文
久
三
年
五
月
一
八
日
の
第
一
次
増
員
に
さ
い
し
、
歩
兵
屯
所
医
師
と
な
っ
た
漢
方
医
で
あ
り
、

た
。
文
久
三
年
暮
の
将
軍
家
茂
の
上
洛
に
さ
い
し
て
は
、
良
仙
と
と
も
に
歩
兵
組
に
し
た
が
っ
て
上
洛
し
た
。

（
昭
）

こ
の
と
き
種
痘
館
出
張
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
た
の
は
次
の
六
名
で
あ
っ
た
。

渡
辺
春
汀
（
三
拾
間
堀
三
丁
目
）

三
月
十
二
日

歩
兵
屯
所
医
師
之
方
左
之
御
言
付
出
ル

（
深
川
海
辺
大
工
町
）

（
赤
坂
田
町
三
丁
目
）

（
浅
草
三
間
町
）

（
小
石
川
三
百
坂
）

良
仙
と
同
じ
西
丸
下
屯
所
詰
で
あ
っ

宮伊手程戸千 程伊手手宮千戸

内東塚田塚村 田藤塚塚内村塚

潤玄良玄静礼 玄玄良良潤礼静

亭晁斎悦甫庵 悦晁仙斎亭庵甫
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TezukaRyosen,ArmyDoctor-in-Chiefofthelnfantry

Regiment(FutherReport)
by

YaSuakiFUKASE,MD

TezukaRyosenwasthefirstsonofTezukaRyosenKosho,doctorofHitachi-FuchuClanandhe

wasadmittedtoOgataKoan'slnstitute(Tekiiuku)inl855(2ndyearofAnsei).Hecontributed

monevtofimdsfbrconstructionofthevaccinationinfbrmaryinEdoinl858,soitwassupposedthat
〃

‐

hehadbeeninOsakafbrabout2years.

Ryosenwasappointedanarmydoctorofthenewly-establishedinfantryregimentwithTozuka
J

SeihoandTezukaRyosaiinl863(3rdyearofBunkyu).Itwasstatedthatthedateonwhichhe

wasappointedwasMarchl2,by"Kinshimuki-nikki(WorkingDiary)"recordedon"OgataKoan

Den(BiographyofOgataKoan)",butthefactthatthecorrectdatewasMarch28,by"Igakusho

Goyodome(MemorandumonMedical'SchoolofEdo)"wasmadeclear.

IntheMeijiEraheWasappointedvaccination-doctoralongwithKuwataRyusaiandothers,

andcngagedinavaCcinationPrQjectinSanbyaku-sakawherehisownhousewaslocated.Hejoined

thebattleofSeinaninl877asanarmydoctorandsuffbredfifomdysenteryinthebattlefield.

（
め
め
）

の
の



RyosenwastransportedtoOsakaimmediately,wherehediedonlOOctoberl877.Hisfigure

wearingtheunifbrmofanarmydoctorisseeninthephotoofthel4thanniversaryof、Koan's

death.

寺
的

（
》
ぬ
）



ま
え
が
き

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
七
月
十
四
日
設
置
さ
れ
た
東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
源
流
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
藩
学
養
賢
堂
か
ら
分
離

造
営
さ
れ
た
仙
台
藩
医
学
校
に
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
学
風
の
根
底
に
は
養
賢
堂
副
学
頭
大
槻
平
泉
（
一
七
七
三
’
一
八
五

（
１
）

○
）
の
学
制
改
革
案
と
仙
台
藩
医
員
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）
の
医
師
育
才
案
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
玄
沢
が
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）

平
泉
の
学
制
改
革
案
と
並
ん
で
提
出
し
た
医
師
育
才
案
に
よ
れ
ば
、
医
学
校
に
入
学
で
き
る
の
は
藩
医
の
子
弟
だ
け
で
な
く
、
家
中
医
師
や
町

医
師
の
子
弟
で
も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
町
医
師
で
も
学
力
の
あ
る
も
の
は
医
学
校
の
講
師
に
採
用
す
る
こ
と
を
進
言
し
て
い

（
２
）

仙
台
藩
医
学
校
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
登
用
の
方
針
に
従
っ
て
、
村
医
師
か
ら
家
中
医
師
と
な
っ
て
い
た
佐
交
城
朴
安
（
一
七
八
五
’
一
八

（
２
）

六
一
）
を
附
属
薬
園
長
に
抜
擢
し
、
ま
た
一
関
藩
の
医
員
佐
倉
木
中
沢
（
一
七
九
○
’
一
八
四
六
）
と
鶴
岡
の
町
医
師
小
関
三
栄
（
一
七
八
七
’
一

八
三
九
）
を
そ
れ
ぞ
れ
蘭
学
方
の
外
科
と
内
科
の
教
授
に
任
命
し
、
全
国
に
魁
け
て
西
洋
医
学
講
座
を
開
設
し
た
。

（
３
）

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
仙
台
藩
医
学
校
の
四
代
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
森
井
恕
仙
（
一
七
九
七
’
一
八
五
一
）
も
町
医
師
か
ら
登
用
さ
れ
て
医

ヲ
③
◎

森
井
恕
仙
と
そ
の
医
学

繩
確
率
極
》
癖
舞
第
走
計
托
賭
琴
病
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
一
日
受
付

山
形
敞
一
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私
の
所
蔵
す
る
仙
台
藩
医
家
人
名
録
に
つ
い
て
検
討
し
て
承
る
と
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
「
医
家
正
例
録
」
（
文
化
三
年
ま
で
の
記
入
あ

り
）
、
寛
政
十
年
の
「
陸
奥
公
御
臣
家
列
」
（
文
化
元
年
ま
で
の
記
入
あ
り
）
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
二
月
松
木
氏
筆
写
の
「
医
師
名
元
」
、
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
三
月
本
郷
篤
根
筆
写
の
「
御
番
医
師
名
前
帳
」
に
も
森
井
の
名
は
載
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
恕
仙
の
父
は
恕

仙
の
生
れ
た
寛
政
九
年
に
は
す
で
に
仙
台
藩
医
員
の
籍
を
除
か
れ
て
町
医
師
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
る
に
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
六
）
の
「
御
家
中
御
医
師
」
の
末
尾
に
小
野
寺
元
的
、
菅
野
淡
水
、
森
井
恕
仙
の
名
が
書
き
込
ま
れ
、
五

（
４
）

仙
台
人
名
大
辞
書
（
昭
８
）
に
よ
れ
ば
、
「
森
井
恕
仙
は
儒
医
、
世
為
仙
台
藩
医
員
、
諄
は
以
貫
、
字
は
子
道
ま
た
以
一
、
通
称
恕
仙
、
月

艇
ま
た
釣
鼈
道
人
と
号
す
、
医
を
渡
辺
道
可
、
河
野
絹
庵
に
、
詩
書
を
松
井
梅
屋
に
学
び
、
並
に
其
穂
奥
を
極
む
、
医
学
館
執
上
（
施
薬
所
長
）

よ
り
学
頭
に
進
み
、
奉
薬
（
侍
医
）
を
兼
ぬ
、
天
資
高
潔
潤
達
、
最
も
詩
を
善
く
し
、
油
井
牧
山
、
松
井
竹
山
と
併
称
し
て
仙
台
三
井
の
名
あ

り
、
嘉
永
四
年
七
月
五
日
残
す
、
享
年
五
十
五
、
仙
台
通
町
玄
光
庵
に
葬
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

三
代
学
頭
河
野
諮
掩
（
一
七
四
九
’
一
八
四
九
）
の
庶
子
通
之
（
一
八
四
二
’
一
九
一
六
）
が
恕
仙
の
嗣
子
恕
三
（
一
八
三
五
’
一
八
七
四
）
の
七

回
忌
に
撰
文
し
た
墓
賜
銘
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
君
姓
森
井
氏
、
諄
以
文
、
字
伯
約
、
称
恕
三
郎
、
号
喬
村
。
陸
前
人
、
世
々

列
仙
台
藩
籍
、
祖
考
諄
某
、
坐
事
、
被
除
禄
。
考
諄
以
貫
、
以
善
医
術
被
復
禄
。
」

し
か
る
に
、
十
石
以
上
の
仙
台
藩
士
一
九
三
二
名
に
つ
い
て
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
ま
で
の
由
緒
害
を
集
録
し
た
「
仙
台
藩
家
臣
録
」

マ
レ
ッ
グ

（
昭
叫
歴
史
図
書
社
）
に
は
森
井
家
は
な
く
、
ま
た
、
文
政
七
年
（
一
八
一
西
）
ま
で
の
仙
台
藩
医
員
の
家
系
を
記
述
し
て
い
る
田
辺
希
續
（
一

マ
レ
ミ
チ

七
四
六
’
一
八
一
三
）
の
「
伊
達
世
臣
家
譜
続
編
」
お
よ
び
田
辺
希
道
（
一
七
八
二
’
一
八
一
三
）
の
「
伊
達
世
臣
家
譜
続
編
乙
集
」
に
も
森
井
家

学
校
の
施
薬
所
執
上
（
附
属
病
院
長
格
）
と
な
り
、
次
い
で
学
頭
に
昇
進
し
て
侍
医
を
兼
ね
た
の
で
あ
る
。

の
名
が
見
ら
れ
な
い
。

恕
仙
の
経
歴
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両
四
人
分
を
給
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
安
政
六
年
（
一
八
五
八
）
の
「
仙
藩
医
名
数
」
に
は
五
両
四
人
分
森
井
恕
三
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
嘉

永
四
年
（
一
八
四
九
）
に
恕
仙
の
死
亡
し
た
の
ち
嗣
子
恕
三
が
仙
台
藩
医
員
に
任
命
さ
れ
て
家
禄
を
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
の
「
仙
台
藩
士
族
籍
」
に
は
、
「
森
井
恕
三
郎
藤
原
以
文
三
十
七
歳
嘉
永
四
年
七
月
五
日
父
恕
仙
死
去
二

付
家
督
御
扶
持
米
四
斗
五
升
入
拾
六
俵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
五
両
四
人
分
は
三
十
五
・
八
石
で
あ
る
か
ら
、
戊
辰
戦
争
（
一
八
六
八
）
で

敗
れ
た
後
七
・
二
石
に
減
禄
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

町
医
師
の
子
と
し
て
生
れ
た
恕
仙
は
渡
部
道
可
（
一
七
七
三
’
一
八
一
西
）
と
河
野
絹
庵
（
一
七
八
九
’
一
八
二
九
）
か
ら
医
学
を
学
び
、
松
井

梅
屋
（
一
七
八
五
’
一
八
三
○
よ
り
詩
書
を
学
ん
だ
が
、
と
く
に
大
槻
磐
溪
（
一
八
○
一
’
一
八
七
八
）
よ
り
油
井
牧
山
（
一
七
九
九
－
一
八
六
一
）
、

松
井
竹
山
（
一
八
○
四
’
一
八
六
二
）
と
並
ん
で
三
井
と
併
称
さ
れ
る
程
詩
人
と
し
て
の
令
名
を
得
て
い
た
。

（
２
）

渡
部
道
可
は
名
は
弘
光
、
字
は
黄
美
、
確
斉
と
号
し
、
旧
姓
佐
藤
氏
。
小
児
科
医
員
渡
部
道
甫
の
養
嗣
子
と
な
り
、
儒
医
と
し
て
名
声
あ

り
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
養
賢
堂
医
学
講
師
、
同
十
二
年
医
学
校
の
初
代
学
頭
、
翌
年
侍
医
を
兼
ね
、
医
学
校
の
分
離
造
営
に
努
力
し
、

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
五
十
二
歳
で
急
逝
し
た
。

（
４
）
（
５
）

河
野
絹
庵
は
名
は
通
盈
ま
た
通
煕
、
字
は
季
錫
、
刈
谷
藩
土
井
侯
の
家
臣
で
、
夙
慧
の
誉
が
あ
り
、
以
庵
通
永
の
養
嗣
子
と
な
り
、
「
先
君

遺
稿
」
を
著
わ
し
た
が
、
病
弱
の
た
め
杏
庵
公
突
（
旧
姓
竹
中
氏
）
を
養
嗣
子
と
し
、
文
政
十
二
年
四
十
一
歳
で
残
し
た
。

（
２
）
（
４
）

松
井
梅
屋
は
名
は
元
輔
、
字
は
長
民
、
通
称
は
玄
輔
、
文
化
十
四
年
医
学
校
助
教
、
文
政
五
年
副
学
頭
と
な
っ
た
が
、
文
政
九
年
四
十
二
歳

で
残
し
た
。
詩
書
を
善
く
し
、
「
澄
心
堂
遺
稿
」
を
著
し
た
が
、
菊
池
五
山
よ
り
仙
台
三
詩
人
の
一
人
と
称
せ
ら
れ
た
。
仙
台
三
井
の
一
人
竹

恕
仙
は
宮
城
郡
高
城
の
近
く
の
松
島
周
辺
で
開
業
医
生
活
を
送
る
こ
と
十
余
年
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
撰
述
し
た
「
百
一
堂
方
函
」

に
よ
っ
て
古
方
家
と
し
て
の
学
識
を
認
め
ら
れ
、
翌
弘
化
二
年
医
学
校
施
薬
所
執
上
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
三
代
学
頭
河
野
杏
庵
（
絹
庵

の
養
嗣
子
）
の
推
税
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
残
し
た
。
詩
書
を
善
く
し
、
｜
澄
心

山
（
旧
姓
亘
理
氏
）
は
養
嗣
子
で
あ
る
。

（37）q'7
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騨乙

図1「百一堂方函」序

百
一
堂
方
函

十
余
年
に
亘
る
町
医
師
と
し
て
の
流
寓
生
活
を
送
っ
て
い

る
間
に
恕
仙
が
撰
述
し
た
の
は
「
百
一
堂
方
函
」
で
、
天
保

十
五
年
（
一
八
四
四
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
の
序
（
図
１
）
の
な
か
で
、
「
可
挙
以
為
治
術
甲
令
者

独
張
長
沙
之
書
而
已
芙
、
余
賦
性
謝
劣
自
幼
歳
反
復
熟
読
而

不
能
窺
其
藩
雛
。
雌
然
臨
治
之
際
不
為
無
所
得
美
。
因
以
一

百
十
三
法
為
正
宗
。
傍
撰
取
於
諸
方
書
以
為
羽
翼
。
而
平
日

所
経
験
者
亦
不
勘
。
遂
録
為
一
巻
以
蔵
於
家
塾
。
宋
元
以
来

方
書
錐
名
議
雌
精
多
臆
見
横
議
驚
空
理
而
失
古
意
者
皆
所
不

取
也
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
張

仲
景
の
百
十
三
法
を
正
宗
と
し
、
和
漢
の
医
書
を
渉
猟
し
、

こ
れ
に
自
家
経
験
の
処
方
を
記
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

本
書
の
目
次
面
２
）
は
、
中
風
、
傷
寒
、
中
湿
、
脾
胄
、
欝

症
、
発
熱
、
疾
飲
、
水
気
、
脚
気
、
滞
下
、
泄
鳫
、
虚
労
、

諸
気
、
積
聚
、
虫
病
、
咳
嗽
喘
急
、
瘡
疾
、
嘔
吐
胃
反
、
蟻
、

噴
気
呑
酸
、
黄
疸
、
腹
痛
、
脇
痛
、
頭
痛
、
眩
量
、
癌
満
、

脹
満
、
晴
胴
、
腰
痛
、
臂
痛
肩
背
痛
体
痛
、
歴
節
風
、
吐
伽
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（
８
）

例
え
ば
蟻
は
吃
逆
盟
晶
巳
日
吻

橘
皮
竹
茄
湯
金
置
治
驍
逆

二
便
血
、
油
気
、
奔
豚
、
髻
乱
、
癩
澗
狂
、
驚
悸
征
仲
健
忘
虚
煩
不
眠
、
胸
溥
心
痛
、
麻
痒
、
汗
症
、
消
渇
、
関
格
、
淋
纒
溺
多
遺
溺
転
胞
、

遺
精
、
秘
結
、
痙
病
、
瘻
症
、
肺
癖
、
腸
擁
、
胄
院
擁
、
五
痔
脱
肛
、
耳
病
、
鼻
病
、
眼
目
、
咽
喉
痒
肥
梅
核
気
、
口
舌
、
牙
歯
、
擁
疽
、
庁

瘡
、
脱
疽
、
廩
歴
鬚
疽
痩
瘤
発
頤
、
流
注
、
乳
癬
懸
癖
啓
瀝
鶴
口
疽
、
下
宿
便
毒
徽
毒
結
毒
、
肝
癬
、
丹
毒
、
天
泡
、
跣
撲
、
金
瘡
、
湯
溌
火

焼
、
婦
人
産
前
産
育
、
産
後
、
婦
人
衆
疾
、
小
児
初
生
、
諸
滴
驚
風
、
諸
清
、
小
児
諸
症
の
七
十
八
項
目
に
別
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
方
剤
を
列
挙
し
、
そ
の
出
典
を
記
し
、
主
だ
っ
た
方
剤
の
製
法
と
適
応
を
簡
単
に
漢
文
で
述
べ
て
い

る
。
し
か
も
、
殆
ん
ど
全
項
目
に
わ
た
り
、
細
宇
の
仮
名
混
り
文
で
頭
註
を
加
え
、
そ
れ
ら
の
方
剤
の
具
体
的
用
例
を
記
述
し
て
い
る
。

（
８
）

例
え
ば
磯
は
吃
逆
陸
畠
巳
日
”
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

橘
二
升
茄
二
升
棗
三
十
枚
姜
半
斤
国
五
両
参
二
両

図2「百一堂方函」目次

右
水
煎

柿
帯
湯
済
生
治
欺
逆

丁
柿
帯
各
一
両
姜
五
斤

右
水
煎

三
黄
潟
心
湯
三
承
気
湯
黄
連
解
毒
湯
白
虎
湯

呉
茱
萸
湯
参
附
湯

刀
豆
暇
存
性
服
膜
干
柿
帯
本
草
備
要
或
日
水
煎
服
亦

可
灸
斯
門
関
元
腎
前

孫
氏
仁
存
方
日
素
問
云
病
深
者
其
声
礒
宜
服
此
方
如
不

止
灸
斯
門
開
元
腎
命
穴
方
呉
茱
萸
酢
炊
熱
橘
皮
附
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○
痢
病
中
井
諸
病
ノ
末
一
一
ナ
リ
テ
足
附
一
一
踵
ヲ
見
ス
時
分
ノ
践
〈
必
死
ト
知
へ
シ

○
傷
寒
ノ
艤
陰
症
ニ
ナ
リ
テ
ハ
多
ク
ァ
ラ
ズ
陽
症
ニ
テ
心
下
二
迫
リ
テ
発
ス
ル
者
多
シ
其
時
ハ
半
夏
涜
心
二
呉
ヲ
加
ヘ
テ
効
ア
ル
者
ナ
リ

こ
の
よ
う
に
頭
註
が
極
め
て
具
体
的
に
方
剤
の
適
応
を
述
べ
、
さ
ら
に
予
後
に
も
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
恕
仙
の
学
殖
の
ほ
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
腰
痛
の
部
で
は
、
本
文
の
当
帰
酒
に
就
い
て
、
「
当
三
斤
酒
五
合
」
と
い
う
処
方
だ
け
を
記
し
て
い
る
が
、
頭

註
で
は
、
「
当
帰
酒
〈
腰
湯
ヲ
サ
ス
ル
方
也
。
分
量
〈
本
文
ノ
通
ニ
テ
ハ
ノ
ポ
セ
ル
也
。
当
半
斤
二
酒
一
合
位
ニ
テ
ョ
シ
。
手
キ
ワ
ニ
効
ア
ル

法
也
。
一
日
一
二
三
次
モ
腰
湯
サ
ス
ル
也
。
腎
着
湯
大
黄
附
子
湯
ノ
場
ナ
レ
寺
〈
兼
テ
ョ
シ
。
外
ノ
処
へ
〈
用
ヘ
ヌ
也
。
腰
湯
酒
一
一
テ
ノ
ポ
セ
ル

ト
云
者
｝
天
酢
ヲ
代
用
ス
ル
コ
ト
モ
ァ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
き
わ
め
て
具
体
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
文
お
よ
び
頭
註
に
引
用
し
て
い
る
方
剤
の
原
典
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
多
数
の
和
漢
の
医
書
を
網
羅
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
試
桑
て
効
験
を
見
た
方
剤
は
す
べ
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
は
古
方
家
と
し
て
の
恕
仙
の
実
力
を
知
る
こ
と
が
で
き

恕
仙
が
本
書
の
な
か
に
引
用
し
て
い
る
漢
書
と
し
て
は
後
漢
・
張
仲
景
の
「
傷
寒
論
」
、
「
金
置
要
略
」
を
初
め
と
し
て
、
晋
・
葛
洪
の
「
肘

后
方
」
、
唐
・
孫
思
遡
の
「
千
金
方
」
・
「
千
金
翼
」
、
玄
宗
の
「
広
済
方
」
、
王
需
の
「
外
台
秘
要
方
」
、
宋
・
王
懐
隠
等
の
「
聖
恵
方
」
、
徽
宗

の
「
聖
済
総
録
」
、
陳
子
文
の
「
和
剤
局
方
」
、
劉
防
の
「
幼
を
新
書
」
、
元
・
李
東
垣
の
「
脾
胃
論
」
、
朱
丹
溪
の
「
局
方
発
揮
」
、
明
・
張
介

賓
の
「
景
岳
全
書
」
、
陳
実
功
の
「
外
科
正
宗
」
、
情
・
郭
右
陶
の
「
疹
脹
玉
衡
」
等
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
わ
が
国
の
医
書
と
し
て
は
蕊
張
仲
景
を
宗
と
す
る
復
古
医
方
家
の
流
派
で
あ
る
古
方
家
で
は
香
川
修
庵
の
「
行
余
医
言
」
、
吉
益
東

プ
ｏ
Ｏ

○
傷
寒
中
ノ
驍
驚
へ
カ
ラ
ズ

子
去
皮
各
一
両

右
三
味
為
末
麺
糊
丸
梧
子
大
姜
湯
下
七
十
丸
此
方
呉
茱
萸
湯
ト
四
逆
湯
ノ
間
々
ニ
カ
カ
ル
症
一
三
ク
也

恕
仙
は
頭
註
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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洞
の
「
銃
春
園
小
冊
」
の
ほ
か
、
奥
村
良
竹
、
荻
野
元
凱
、
中
神
琴
溪
、
田
村
玄
仙
ら
の
処
方
を
引
用
し
て
い
る
が
、
折
衷
学
派
の
な
か
で
も

香
月
牛
山
、
望
月
三
英
、
亀
井
南
漠
、
吉
村
遍
宜
、
福
井
楓
亭
、
和
田
東
郭
、
竹
中
文
輔
、
ま
た
漢
藺
折
衷
派
の
山
脇
東
洋
、
奥
劣
斉
、
小
林

方
秀
、
永
富
独
嚥
庵
、
亀
井
南
漠
ら
の
著
書
や
処
方
を
も
引
用
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
博
覧
強
記
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
随
所
に
自

己
の
経
験
に
よ
る
治
療
方
針
お
よ
び
予
後
の
判
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
古
方
家
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
丈
の
実
力
を
備
へ
た
恕
仙
が
町
医
師
か
ら
一
躍
医
学
校
施
薬
所
執
上
に
迎
え
ら
れ
、
次
い
で
医
学
校
学
頭
兼
奉
薬
に
昇
進
し
た
こ
と
は

当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
。
恕
仙
は
十
数
塗

し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
百
一
堂
方
函
」
の
「
下
清
便
毒
徽
毒
結
毒
」
の
項
目
の
頭
註
に
「
梅
瘡
痘
疹
傷
寒
三
病
〈
治
療
ノ
変
化
他
病
ノ
比
ニ
ァ
ラ
ズ
故
二

別
著
二
詳
ニ
ス
」
と
記
し
、
ま
た
、
「
傷
寒
」
の
項
目
の
末
尾
に
、
「
貫
日
傷
寒
之
一
症
千
態
万
状
非
所
区
為
方
函
能
尽
須
就
仲
景
之
書
熟
読

而
自
得
之
故
不
録
此
於
別
書
選
可
具
遺
漏
者
一
二
為
部
爾
」
と
述
べ
、
痘
疹
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
「
百
一
堂
方
函
」
で
は
充
分
に
記
載
で
き
な
か
っ
た
徽
毒
の
治
療
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
痘
疹
、
傷
寒
の
治
療
法
と

三
部
作
に
な
る
べ
き
著
述
で
あ
る
が
、
後
二
者
が
撰
述
さ
れ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

恕
仙
は
「
徽
治
小
成
」
の
序
文
園
３
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
徽
毒
之
病
上
古
不
聞
有
之
至
唐
宋
錐
有
似
之
者
其
論
未
審
降
而
明
季
此
病
最
多
其
論
之
者
亦
不
勘
錐
然
率
属
経
路
配
当
之
腐
説
而

不
当
実
用
本
邦
当
今
此
病
漸
盛
都
郭
蔓
桁
海
浜
更
甚
而
雑
病
中
暗
挾
此
症
百
治
不
愈
者
往
為
有
之
故
為
医
者
不
審
其
候
多
誤
人
実
多

徽
治
小
成

恕
仙
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
十
月
脱
稿
し
た
「
百
一
堂
方
函
」
に
つ
づ
い
て
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
冬
に
「
徽
治
小
成
」
を
完
成
し

。
恕
仙
は
十
数
年
に
及
ぶ
町
医
師
の
流
寓
生
活
に
終
り
を
告
げ
て
医
学
校
施
薬
所
執
こ
と
な
り
、
医
学
校
構
内
の
執
上
役
宅
で
執
筆
を
完
了
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灘
鰯
一

瘡
ト
ァ
ル
ハ
今
ノ
徽
瘡
ノ
類
ナ
ル
ヘ
シ
徽
瘡
秘
録
二

午
會
ノ
初
一
一
ヲ
コ
リ
嶺
南
ノ
地
ヨ
リ
諸
国
二
蔓
延
ス
ト
ァ
リ
午
會
〈
明
季
ノ
ァ
タ
リ
ヲ
云
ト
覚
ュ
何
レ
ニ
盛
ニ
ヲ
コ
ナ
ワ
レ
シ
ハ
明
ノ
時

分
ヨ
リ
ト
見
１
治
療
ニ
ハ
下
府
便
毒
結
毒
ト
三
シ
二
分
ケ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
也
今
病
人
二
徴
ス
ル
ニ
労
咳
或
〈
喘
息
小
児
ノ
箔
ナ
ト
’
一
梅
瘡
毒

ヨ
リ
発
ス
ル
者
多
シ
其
外
色
々
ノ
病
一
一
梅
瘡
ノ
形
ヲ
見
ワ
サ
ス
シ
テ
内
一
一
梅
瘡
毒
ア
リ
テ
官
症
ヲ
見
ハ
ス
者
多
ク
ァ
リ
コ
レ
ラ
ハ
華
人
〈

一
向
論
ノ
ナ
キ
コ
ト
也
本
邦
今
世
一
一
ア
タ
リ
テ
ハ
梅
瘡
ノ
症
大
ニ
ク
ワ
シ
キ
也
喘
息
ナ
ト
ニ
化
毒
ヲ
用
ル
ハ
即
毒
ニ
ト
リ
テ
治
ス
ル
者
也

故
一
一
何
ノ
病
ニ
テ
モ
ハ
ャ
ク
梅
瘡
二
心
ヲ
注
テ
治
ス
ル
カ
ョ
キ
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
卓
見
で
あ
る
。

本
書
の
記
載
に
あ
た
っ
て
恕
仙
は
明
の
張
介
賓
の
「
景
岳
全
書
」
の
ほ
か
、
香
川
修
庵
の
「
薬
選
」
・
「
行
余
医
言
」
、
山
脇
東
洋
の
「
養
寿

院
方
函
」
、
吉
益
東
洞
の
「
疏
春
園
小
冊
」
、
永
富
独
嚥
庵
の
「
漫
遊
雑
記
」
、
和
田
東
郭
の
「
徽
瘡
一
家
言
」
の
よ
う
な
古
方
家
や
折
衷
学
派

の
著
書
を
参
照
し
、
さ
ら
に
松
岡
恕
庵
、
奥
道
逸
、
花
井
仙
蔵
、
中
山
玄
亭
、
大
江
雲
琢
ら
の
処
方
も
自
分
が
経
験
し
て
良
い
と
思
っ
た
も
の

f蕊
“

蕊
識

、
沁
辱
抄
…
命
・
・
．
ご

芦
一
＄
》
伊
曾
‐
，
Ｐ
ダ
ー
ダ
若

鐵
》

灘
錘
唾
礁
欝
畷
蕊
罐
準
識
鱗
織

‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
岬
‐
．
鴨
。
‐
伽
‐
・
一
昨
・
‐
“
”
‐
脾
‐
‐
‐
‐
‐
脚
‐
部
・
・
‐
、
一
・
、
、
．
‐
．
‐
、
』
・
一
’
一
一
・
・
“
’
一
、
：
“
、
塊
』
部
“
一
鑑
部
－
．
咀
醍
式
。
，
朴
Ⅱ
‐
峠
‐
認
‐
蝿
認
識
嫁
晒
岬
侭
“
恥
海
’
弐
・
“
》
‐
胆
壗

協
鱈
溌
驚
蕊
鞭
蒋
繊
認
簿

壁
綱
溌
蕊
寵
畷
迩
溌
捲
鍛
溌
蕊

嬢
穣
溌
虞
發
や
燕
溌
議
識
蕊

､弾

′鞠4

.'遥二'一ざ-屯'ﾖ曲‘今函茅…ん~諾謹…

｢徽治小成」序

余
少
而
流
寓
干
海
浜
多
療
此
症
因
集
其
所
経
験
者
兼

採
諸
家
之
説
書
以
国
字
而
授
塾
生
徒
以
為
徽
治
之
偕

梯
弘
化
丁
未
冬
日
月
艇
外
史
森
井
貫
書
於
官
舎

燈
下
」こ

の
序
文
か
ら
も
経
験
を
重
ん
ず
る
古
方
家
と
し
て
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を
記
し
て
い
る
。

例
え
ば
吉
益
東
洞
の
桔
梗
解
毒
湯
（
治
軽
粉
毒
）
の
傍
註
に
、
「
貫
按
ス
ル
’
一
粉
毒
ヲ
解
ス
ル
方
種
を
ア
リ
銃
春
園
小
冊
ニ
ア
ル
方
此

和
方
ニ
テ
粉
毒
ニ
テ
ロ
中
腐
燗
ス
ル
時
ノ
含
ミ
薬
ナ
リ
予
此
ヲ
用
テ
試
ミ
シ
ニ
功
ナ
リ
キ
ニ
ァ
ラ
サ
レ
ト
モ
柘
榴
皮
一
天
不
若
也
」
と
東
洞

の
処
方
を
認
め
な
が
ら
、
自
家
処
方
の
柘
榴
皮
の
効
能
と
比
較
し
て
い
る
の
は
古
方
家
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

蕊
図4森井 恕仙の詩稿

恕
仙
の
詩
風

養
賢
堂
七
代
学
頭
大
槻
磐
溪
（
一
八
○
一
’
一
八
七
八
、
諄
は
清
格
、
字
は
士
広
、

通
称
は
平
次
、
玄
沢
の
二
男
）
が
、
「
仙
台
元
詩
国
就
中
推
三

井
」
と
推
称
し
て
か
ら
、
森
井
恕
仙
は
松
井
梅
屋
の
同
門

で
あ
る
油
井
牧
山
（
一
七
九
九
’
一
八
六
こ
、
松
井
竹
山

．
（
一
八
○
四
’
一
八
六
二
）
と
と
も
に
仙
台
の
三
井
と
併
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
牧
山
は
「
和
易
堂
詩

集
」
、
「
海
嶽
詩
嚢
」
、
竹
山
は
「
歳
寒
堂
詠
物
詩
選
」
、

「
鴎
盟
詩
選
」
を
著
わ
し
た
が
、
恕
仙
は
年
長
者
で
あ
り

な
が
ら
生
前
詩
集
の
刊
行
は
行
わ
れ
ず
、
恕
仙
の
「
月
艇

詩
集
」
が
牧
山
の
「
海
嶽
詩
嚢
」
、
竹
山
の
「
歳
寒
堂
詠

（
７
）

物
詩
選
」
と
と
も
に
「
三
井
集
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の

は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
で
あ
る
。

（
３
）

「
月
艇
詩
集
」
に
は
主
と
し
て
松
島
周
辺
の
流
寓
生
活

に
取
材
し
、
詩
友
と
交
換
し
た
作
品
五
十
五
首
が
載
っ
て
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む
す
ぴ

森
井
恕
仙
は
仙
台
藩
医
員
の
籍
を
除
か
れ
て
町
医
師
と
な
っ
て
い
た
森
井
家
に
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
生
れ
、
家
学
を
受
け
た
の
ち
渡
部

道
可
、
河
野
絹
庵
よ
り
医
学
、
松
井
梅
屋
よ
り
詩
を
学
び
、
宮
城
郡
高
城
の
近
く
の
松
島
周
辺
で
十
余
年
の
町
医
師
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ

の
間
に
和
漢
の
医
書
を
渉
猟
し
て
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
「
百
一
堂
方
函
」
を
撰
述
し
た
。
本
書
の
な
か
で
は
随
所
に
自
己
の
経
験
に
よ

る
治
療
方
針
お
よ
び
予
後
の
判
定
を
行
な
い
、
古
方
家
の
面
目
を
発
揮
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
三
代
学
頭
河
野
杏
庵
を
動
か
し
て
、
町
医
師
か

ら
一
躍
医
学
校
施
薬
所
執
上
（
附
属
病
院
長
格
）
に
登
用
さ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
。
恕
仙
は
さ
ら
に
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
「
徽
治
小
成
」

を
著
わ
し
た
が
、
自
分
が
経
験
し
て
良
い
と
思
っ
た
処
方
を
載
せ
て
い
る
こ
と
も
古
方
家
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

恕
仙
は
大
槻
磐
渓
に
よ
っ
て
油
井
牧
山
、
松
井
竹
山
と
と
も
に
仙
台
三
井
と
称
さ
れ
た
が
、
恕
仙
の
詩
集
は
生
前
刊
行
さ
れ
ず
、
「
月
艇
詩

集
」
が
出
版
さ
れ
た
の
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
拝
初
月
十
三
歳
」
と
い
う
詩
が
載
っ
て
お
り
、
恕
仙
が
夙
成
の
詩

人
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
り
、
牧
山
や
竹
山
の
ほ
か
、
船
山
万
年
（
一
七
九
一
’
一
八
五
七
）
、
村
上
伯
以
（
一
七
九
七
’
一
八
五
六
）
、
高
橋
巴
山
（
一
七
九
七
’
一
八
七
こ
、

若
林
靖
亭
（
一
七
九
九
’
一
八
六
七
）
、
油
井
大
堅
（
一
八
二
五
’
一
八
六
五
）
、
伊
藤
菊
圃
（
一
八
二
五
’
一
八
九
二
）
ら
、
当
時
の
仙
台
に
お
け
る

著
明
な
詩
人
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
も
、
そ
の
末
尾
に
は
、
「
拝
初
月
十
三
歳
」
と
い
う
詩
が
載
っ
て
お
り
、
恕
仙
が
夙
成
の
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

著
者
の
所
蔵
す
る
恕
仙
の
詩
稿
の
な
か
に
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
四
月
、
す
な
わ
ち
死
亡
三
ヵ
月
前
に
宮
城
郡
作
並
温
泉
に
入
湯
し

（
３
）

て
浴
効
を
讃
え
た
詩
稿
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
風
桜
」
二
首
の
詩
稿
を
掲
げ
て
お
く
面
４
）
。

引
用
文
献

（
１
）
山
形
敞
一
東
北
大
学
医
学
部
の
源
流
と
学
風
艮
陵
新
聞
昭
弘
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■

］
○
い
の
旨
冒
◎
昌
葛
爵
ず
○
門
目
目
ヨ
ミ
甘
夢
①
勧
冒
一
辱
島
昌
○
昌
乏
言
呂
ｏ
８
巨
凰
①
具
胃
①
く
５
房
辱
迺
号
①
冒
唖
昌
○
巨
呈

●

ゅ
●

目
＆
片
こ
い
日
南
島
号
①
貯
旨
１
巴
の
宮
昌
．
国
⑦
、
日
ｓ
ａ
ｏ
毎
局
⑦
、
①
日
８
片
目
①
巨
旨
号
周
ロ
。
冨
乏
脚
国
旨
四
冨
閏
己
、
言
局
員

属
ｄ
ｐ
Ｏ
〉
四
国
Ｑ
巴
、
○
斤
四
局
旨
⑦
ｇ
ｏ
置
屋
①
、
①
で
○
輿
曼
９
局
○
二
侭
苛
国
凰
○
富
』
シ
寓
昌
、
日
．
シ
津
①
埼
昏
罵
犀
①
も
国
ｇ
き
①
Ｑ
置
い
日
の
島
。
旨
①

●

冒
号
①
○
日
鼻
買
い
島
冨
四
国
勗
匡
目
四
守
吋
画
す
○
昌
邑
胃
色
鼠
冨
８
日
①
毎
日
○
房
守
局
冨
、
で
○
①
白
い
四
旨
包
ミ
農
８
巨
昌
８

日
目
○
国
”
農
①
昏
崗
①
①
〕
局
①
胃
①
、
①
昌
胃
弓
①
己
○
⑦
扇
島
、
臼
己
凰
乏
罠
。
毎
冒
の
盲
。
①
〉
ず
①
“
匙
①
唾
宮
日
唖
①
民
国
○
斤
二
国
四
目
留
日
四
国
』

Ｃ

Ｏ
匡
言
』
Ｎ
閏
〕
冒
画
厨
昌
．
園
①
》
○
国
骨
①
○
号
日
マ
写
自
己
〕
、
ご
島
８
号
①
ｏ
旨
邑
畠
島
○
冨
邑
⑦
ｍ
⑦
日
ａ
目
旨
①
》
画
８
巨
日
昌
昌
＆
冨
唖

合

○
夛
昌
①
ｘ
胃
昌
①
旨
８
切
守
》
一
○
二
言
輯
巨
切
○
ミ
ロ
匙
８
ｍ
ｇ
３
①
愚
も
望
画
ロ
ｑ
官
品
冒
○
農
〉
回
国
旦
旨
届
堂
も
目
匡
』
号
＆
困
冨
官
ｑ
呂
○
冨
邑

●

（
７
）
鈴
木
省
三
三
井
集
仙
台
叢
書
第
七
巻
大
過

（
８
）
落
合
泰
蔵
漢
洋
病
名
対
照
録
明
虹

（
追
記
、
京
都
大
学
図
書
館
富
士
川
文
庫
の
「
百
一
堂
方
函
」
、
「
徽
治
小
成
」
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
京
大
第
一
内
科
三
宅
健
夫
助
教

授
の
厚
志
に
謝
意
を
表
す
る
。
本
論
文
の
要
旨
は
第
八
十
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
。
）

（
２
）
山
形
敞
一
仙
台
藩
に
於
け
る
医
学
及
蘭
学
の
発
達
仙
台
市
史
第
四
巻
昭
妬

（
３
）
山
形
敞
一
森
井
恕
仙
の
事
績
仙
台
郷
土
研
究
昭
弘

（
４
）
菊
田
定
郷
仙
台
人
名
大
辞
書
昭
８

（
５
）
山
形
敞
一
河
野
杏
庵
の
事
績
仙
台
郷
士
研
究
昭
弘

（
６
）
今
泉
寅
四
郎
仙
台
風
藻
大
１

］
○
の
①
ロ
三
国
○
時
壁
四
国
Ｑ
｛
こ
の
罠
］
①
ユ
一
○
一
己
①

ず
ぐ

餡
５
月
三
国
即
日
固
い
四
目
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な
い
よ
う
で
あ
る
。

１
は
じ
め
に

我
が
国
に
お
け
る
産
科
麻
酔
が
い
つ
頃
か
ら
開
始
さ
れ
た
か
、
そ
の
嗜
矢
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
詳
で
あ
る
。

古
来
か
ら
東
洋
と
く
に
我
が
国
に
お
い
て
は
、
分
娩
時
の
疹
痛
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
を
耐
え
る
の
が
〃
良
き

母
〃
と
な
る
最
大
の
条
件
の
如
く
考
え
ら
れ
て
来
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
く
と
も
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
に
お
い
て
は
、
分
娩
時
の
疹
痛
を
幾
分
で
も
緩
和
し
よ
う
と
考
え
た
医
師
は
ま

ず
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
大
過
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

事
実
、
多
数
の
手
術
症
例
を
通
仙
散
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
で
施
行
し
た
華
岡
青
洲
で
さ
え
も
、
通
仙
散
を
分
娩
時
の
疹
痛
軽
減
に
応
用
し
た

こ
と
と
は
な
か
っ
た
。

青
洲
の
学
統
を
最
も
よ
く
継
い
だ
と
言
わ
れ
る
本
間
玄
調
と
鎌
田
玄
台
の
著
書
を
見
て
も
、
無
痛
分
娩
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い

７４

以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
少
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
日
本
人
に
よ
っ
て
無
痛
分
娩
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
も
差
支
え
な

日
本
に
お
け
る
草
創
期
の
産
科
麻
酔

ｌ
産
科
麻
酔
の
推
奨
者
と
し
て
の
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
。
、
ヘ
ル
ッ
ー

距
癖
率
推
袴
韓
舞
第
庫
計
耗
準
鐸
需
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
九
日
受
付

松
木
明

知

（47）



も
し
例
外
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
第
一
に
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し
て
来
日
し
た
医
官
が
、
そ
の
家
族
や
あ
る
い
は
日
本
人
に
対
し

て
無
痛
分
娩
を
行
っ
た
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
幕
末
に
来
日
し
た
外
国
人
医
師
が
こ
れ
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
北
海
道
の
開
拓
使
に
乞
わ
れ
て
函
館
の
医
学
校
の
教
授

（
１
）

と
な
っ
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
は
「
近
世
医
説
」
第
一
号
の
中
で
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
に
よ
る
無
痛
分
娩
の
効
用
を
力
説
し
て
い
る
。

エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
が
産
科
方
面
に
も
大
い
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
明
治
十
二
年
末
に
、
我
が
国
で
最
初
の
全
身
麻
酔
下
の
帝
王

切
開
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
よ
う
。

、

し、
。

明
治
二
年
、
佐
賀
藩
の
相
良
知
安
と
福
井
藩
の
岩
佐
純
が
医
学
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
我
が
国
の
医
学
は
ド
イ
ツ
に
範
を
と
る

べ
し
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
が
、
政
府
当
局
と
く
に
文
部
大
臣
に
相
当
す
る
大
学
別
当
山
内
容
堂
は
こ
れ
に
反
対
し
た
。
し
か
し
相
良
や
岩
佐

ら
は
、
政
府
の
顧
問
フ
ル
ベ
ッ
キ
国
２
日
四
目
穿
箆
○
旨
く
旬
号
の
烏
が
医
学
で
は
ド
イ
ツ
が
最
高
で
あ
る
と
述
べ
、
政
府
要
人
の
副
島
種
臣
、

大
隈
重
信
ら
の
賛
同
も
得
た
結
果
、
明
治
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

た
人
達
が
少
く
な
い
。

ーP

わ
○

２
お
雇
い
医
師
と
し
て
の
ゞ
ヘ
ル
ツ
の
来
日

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
長
い
間
の
鎖
国
令
を
排
し
て
我
が
国
は
各
国
と
通
商
条
約
を
結
ん
で
開
国
し
た
。

（
○
ぬ
）
、
Ｊ
１
（
民
Ｕ
）

以
来
、
江
戸
幕
府
や
明
治
政
府
は
医
学
を
含
め
て
各
界
の
外
国
人
指
導
者
、
つ
ま
り
お
雇
い
外
国
人
多
数
を
招
聰
し
て
、
彼
我
の
差
を
一
挙

に
短
縮
し
、
早
急
に
文
化
国
家
を
形
成
し
よ
う
と
企
画
し
た
。
こ
れ
が
明
治
期
の
急
激
な
外
来
文
化
の
具
体
的
摂
取
と
し
て
知
ら
れ
る
の
で
あ

と
く
に
医
学
の
分
野
で
来
日
し
た
お
雇
い
外
国
人
は
、
単
に
医
学
の
承
な
ら
ず
、
文
化
全
般
に
わ
た
っ
て
我
が
国
の
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
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う
の
で
以
下
全
文
を
記
す
。

４
．
ヘ
ル
ツ
に
よ
る
産
科
麻
酔

（
ワ
ｊ
）
、
Ｊ
１
（
ｎ
コ
）

ベ
ル
ッ
の
業
績
の
中
で
は
、
肝
ジ
ス
ト
マ
の
研
究
、
若
虫
の
研
究
、
脚
気
の
研
究
、
温
泉
療
法
な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
皮
層
科
領

域
の
業
績
と
し
て
少
巨
国
昌
畠
唾
２
房
や
旨
。
侭
○
行
島
の
烏
、
ベ
ル
ッ
水
な
ど
は
令
に
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
が
産
科
麻
酔
の
推
奨
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ベ
ル
ヅ
は
こ
の
こ
と
を
「
中
外
医
事
新
報
」
一
五
五
号
に
発
表
し
た
。
臨
床
に
多
忙
な
諸
氏
は
ほ
と
ん
ど
披
見
す
る
機
会
が
な
か
ろ
う
と
思

‘
（
〆
Ｏ
）

ス
ク
リ
今
〈
（
旨
盲
唖
。
且
汗
号
煙
）
が
、
前
任
者
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
あ
と
を
継
い
で
来
日
し
た
の
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
で
あ
り
、
以
来

東
京
大
学
の
外
科
教
師
と
し
て
勤
め
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
に
職
を
退
い
た
・
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
五
十
六
歳
の
時
鎌
倉
で
没
し

た
。
ス
ク
リ
録
〈
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ス
ク
リ
識
〈
よ
り
五
年
程
早
く
来
日
し
た
の
が
内
科
担
当
の
ベ
ル
ッ
で
あ
っ
た
。

ゞ
ヘ
ル
ツ
（
厚
弓
冒
ぐ
。
口
唇
烏
）
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
六
月
六
日
横
浜
に
着
き
、
六
月
九
日
東
京
本
郷
の
加
賀
屋
敷
の
公
舎
に
落
ち
つ

い
た
。
以
来
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
ま
で
二
十
六
年
間
、
東
京
大
学
内
科
医
師
と
し
て
勤
務
し
、
医
学
は
勿
論
の
こ
と
社
会
活
動
も
活

発
に
行
っ
た
こ
と
は
幾
多
の
書
籍
に
詳
し
い
。

も
っ
と
も
鎖
国
以
前
に
も
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
附
属
医
官
と
し
て
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
人
の
医
師
が
来
日
し
、
そ
の
度
に
我
が
国
に

新
し
い
医
学
情
報
を
斎
ら
し
た
こ
と
は
諸
書
に
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
。

ル
ッ
、
外
科
で
は
ス
ク
リ
バ
で
あ
っ
た
。

３
ベ
ル
ッ
と
ス
ク
リ
バ

（
５
）

お
雇
い
外
人
医
師
の
中
で
も
滞
日
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
、
我
が
国
の
医
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
著
し
か
っ
た
の
は
内
科
で
は
く
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中
外
医
事
新
報
第
一
五

周
曝
臆
ノ
産
科
的
利
用

医
科
大
学
内
科
教
師

プ
ロ
フ
ェ
ソ
ル
エ
ー
ベ
ル
ッ
述

分
娩
〈
生
理
的
作
用
ナ
リ
。
故
二
理
論
上
迷
滕
薬
ヲ
正
規
分
娩
ノ
経
過
中
二
投
与
ス
ル
ハ
、
必
用
ナ
ラ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
。
就
中
日
本
二
於

テ
ハ
、
欧
洲
二
比
ス
レ
ハ
、
分
娩
軽
易
ニ
シ
テ
、
且
シ
陣
痛
モ
亦
タ
欧
洲
人
ノ
如
ク
劇
烈
ナ
ル
モ
ノ
希
ナ
リ
。
然
し
共
、
分
娩
機
能
ハ
他
ノ

病
的
変
症
二
比
ス
レ
ハ
、
其
苦
痛
ノ
甚
シ
キ
コ
ト
、
強
壮
ノ
烈
婦
ト
錐
モ
喚
叫
シ
テ
苦
悩
ヲ
訴
へ
、
殆
ン
卜
全
ク
堪
忍
シ
難
キ
状
貌
ヲ
呈
ス

ル
ニ
至
ル
モ
ノ
ト
ス
。
殊
二
人
類
愈
灸
昔
日
ノ
蛮
風
ヲ
遠
カ
レ
ハ
、
従
テ
益
々
分
産
ノ
困
難
ヲ
覚
ユ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
野
蛮
ノ
人
民
〈
分
娩

迅
速
且
シ
軽
易
ニ
シ
テ
、
一
民
族
ニ
在
テ
モ
社
会
ノ
上
下
二
依
テ
著
シ
ク
軽
重
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
即
チ
職
人
ノ
婦
妻
〈
、
何
レ
ノ
邦
国
二
於

ル
モ
分
娩
迅
速
且
シ
軽
易
ニ
シ
テ
、
産
後
直
二
常
職
一
一
就
ク
カ
如
キ
ハ
、
予
輩
ノ
常
二
目
撃
ス
ル
処
ナ
リ
。
之
し
’
一
反
シ
テ
、
紳
士
ノ
婦
人

〈
知
覚
敏
捷
ナ
ル
カ
故
二
、
分
娩
困
難
ニ
シ
テ
且
シ
出
産
ノ
危
害
ヲ
蒙
ム
ル
事
従
テ
多
端
ナ
リ
。
蓋
シ
神
経
ノ
過
育
、
知
覚
過
敏
、
小
児
娩

出
二
要
ス
ル
筋
肉
収
縮
ノ
不
全
等
ハ
、
開
明
及
上
教
育
ノ
結
果
ニ
シ
テ
、
開
明
ノ
婦
女
ハ
野
蛮
ノ
婦
女
二
比
ス
レ
ハ
、
分
娩
二
障
害
ヲ
来
ス

ノ
多
数
ナ
ル
事
已
二
事
実
二
於
テ
明
瞭
ナ
リ
。
故
二
分
娩
ヲ
軽
快
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
講
ス
ル
ハ
、
道
徳
上
一
一
於
ル
モ
亦
タ
忽
ニ
ス
ヘ
ヵ
ラ
サ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
該
目
的
ヲ
達
シ
且
シ
其
分
娩
経
過
ヲ
害
セ
サ
ル
薬
物
ヲ
撰
用
ス
ル
ハ
、
実
二
至
要
ノ
件
ナ
リ
。
而
メ
今
此
目
的
一
一
適
合
ス
ル

薬
品
如
何
卜
云
フ
ニ
、
其
方
法
ト
時
期
ト
ヲ
誤
ラ
サ
ル
限
リ
ハ
、
喝
嚥
崎
ノ
右
二
出
ル
モ
ノ
恐
ラ
ク
ナ
ヵ
ル
ベ
ン

分
娩
時
二
使
用
ス
ル
周
嚥
坊
迷
滕
ノ
方
法
〈
、
外
科
的
手
術
二
応
用
ス
ル
モ
ノ
ト
全
ク
異
ナ
ル
ナ
リ
。
外
科
一
一
於
テ
溜
嚥
崎
ヲ
給
用
ス
ル

ハ
、
随
意
筋
全
部
及
上
不
随
意
筋
一
部
ノ
完
全
弛
緩
ヲ
図
リ
、
随
意
的
及
上
反
射
的
麻
痒
ヲ
企
図
ス
鋪
へ
シ
◎
而
メ
此
目
的
ヲ
達
ス
ル
｜
兵
、

五
分
時
乃
至
十
五
分
時
或
〈
尚
ホ
永
久
ノ
分
時
ヲ
要
ス
ゞ
ヘ
シ
（
麻
酔
期
二
先
テ
甚
シ
キ
興
奮
期
前
駆
ス
ル
時
ハ
術
者
ハ
十
分
ノ
注
意
ヲ
要
ス

ベ
シ
然
ラ
サ
レ
ハ
往
々
危
嶮
二
陥
ル
事
ア
リ
）
産
科
二
於
テ
モ
、
亦
タ
大
手
術
ヲ
行
う
際
、
即
チ
非
常
二
困
難
ナ
ル
回
転
法
、
小
児
裁
除
術

五
五
号
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分
娩
は
全
く
生
理
的
で
あ
り
、
病
的
状
態
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
余
り
薬
剤
を
投
与
す
る
の
は
必
要
で
な
い
。
し
か
し
分
娩
時
の
疹
痛

は
極
め
て
耐
え
が
た
く
、
と
く
に
文
明
人
に
お
い
て
こ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

等
ヲ
行
う
場
合
ニ
在
テ
ハ
、
斯
ノ
如
キ
深
迷
滕
ヲ
以
テ
子
宮
ノ
十
分
ナ
ル
弛
緩
ヲ
計
画
ス
ル
事
ア
リ
。

予
力
今
産
科
二
応
用
セ
ン
ト
ス
ル
喝
嚥
坊
ノ
効
用
〈
、
外
科
二
用
ユ
ル
モ
ノ
ト
全
ク
反
対
ノ
成
果
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
陣
痛
ヲ
鎮
止

セ
ン
ト
ス
ル
ノ
趣
意
ナ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
却
テ
陣
痛
ヲ
促
進
シ
腹
圧
ノ
作
用
ヲ
強
存
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
り
。
故
二
素
ヨ
リ
深
迷
滕

予
ノ
経
験
二
拠
レ
ハ
、
正
規
或
〈
正
規
一
一
近
キ
分
娩
一
一
周
唯
臆
ヲ
応
用
ス
ル
｝
ス
、
其
娩
出
期
即
チ
子
宮
ロ
ノ
最
モ
開
大
シ
、
頭
（
若
ク

ハ
啓
）
部
ノ
通
過
ヲ
許
ス
場
合
二
於
テ
ス
ル
ヲ
良
ト
ス
。
殊
二
此
際
二
在
テ
ハ
、
産
婦
最
劇
ノ
陣
痛
ヲ
感
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
周
嚥
崎
ノ
効

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

〈
迅
速
且
シ
完
全
一
一
シ
テ
持
秀
ノ
効
ヲ
呈
ス
ベ
シ
。
但
シ
陣
痛
ノ
間
歓
時
ニ
ハ
迷
滕
薬
〈
廃
薬
ス
ル
ヲ
佳
ト
ス
。
籾
陣
痛
ノ
発
作
ス
ル
ャ
直

チ
ニ
喝
嚥
崎
二
浸
シ
タ
ル
布
片
ヲ
、
口
若
ク
ハ
鼻
（
該
部
一
ス
最
初
予
メ
脂
油
ヲ
塗
布
シ
置
ク
ヘ
シ
）
前
二
装
置
ス
ヘ
シ
。
然
ス
ル
時
〈
数

秒
時
ニ
シ
テ
、
陣
痛
大
二
軽
快
シ
、
一
種
ノ
無
痛
症
ヲ
発
シ
テ
軽
度
ノ
酩
酊
態
ト
ナ
リ
、
意
識
〈
少
シ
ク
酒
濁
ス
ル
モ
苦
痛
ヲ
感
セ
ス
。
而

シ
テ
陣
痛
機
能
〈
減
却
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
却
テ
益
盈
劇
甚
ト
ナ
リ
、
産
婦
〈
充
分
ノ
腹
圧
ヲ
惹
起
シ
、
小
数
ノ
陣
痛
ヲ
以
テ
容
易
二
小

児
ヲ
娩
出
シ
、
産
婦
自
ラ
其
分
娩
ノ
迅
速
ナ
ル
｜
一
驚
ク
事
ア
リ
。

該
迷
滕
法
〈
、
産
婦
二
危
害
ヲ
与
フ
ル
事
ナ
キ
ハ
勿
論
ニ
シ
テ
、
亦
タ
小
児
一
一
不
良
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
他
ノ
迷
滕
薬
例

之
〈
依
姪
児
、
「
ブ
ロ
ー
ム
エ
チ
ュ
ー
ル
」
、
亜
酸
化
窒
素
加
酸
素
等
ヲ
分
娩
時
迷
滕
用
二
供
シ
タ
ル
モ
ノ
ァ
リ
ト
雛
モ
其
奏
効
ノ
迅
速
ニ
シ

テ
且
シ
用
法
ノ
簡
便
ナ
ル
ハ
周
嚥
臆
ノ
右
二
出
ル
モ
ノ
ナ
キ
ナ
リ
。

以
上
開
陣
セ
ル
事
項
ヲ
要
約
ス
ル
、
産
科
二
於
ル
喝
嚥
ノ
坊
利
用
〈
、
分
娩
時
ノ
娩
出
期
一
一
限
り
、
殊
一
一
紳
士
ノ
婦
人
一
一
シ
テ
神
経
過
敏

且
シ
劇
烈
ノ
陣
痛
ヲ
訴
フ
ル
モ
ノ
ニ
適
当
ス
ヘ
シ
。
（
句
読
点
筆
者
）

二
至
ラ
サ
ル
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
。
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現
在
こ
の
た
め
の
薬
剤
と
し
て
は
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
（
崎
囎
坊
）
が
最
適
の
薬
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
科
麻
酔
と
異
な
っ
て
、
浅
い
麻
酔
で

よ
く
、
と
く
に
分
娩
第
二
期
の
末
期
に
陣
痛
の
発
作
時
に
吸
入
す
る
と
よ
く
意
識
を
失
う
こ
と
な
く
痙
痛
が
直
ち
に
緩
和
す
る
。
エ
ー
テ
ル
、

プ
ロ
ム
エ
チ
ー
ル
、
笑
気
な
ど
も
応
用
さ
れ
る
が
、
作
用
が
迅
速
で
効
果
的
で
あ
る
の
は
や
は
り
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
が
よ
い
と
い
う
の
が
、
、
へ

し
か
し
、
文
中
に
「
予
ノ
経
験
二
拠
レ
〈
正
規
或
ハ
正
規
ニ
近
キ
分
娩
二
喝
嚥
防
ヲ
応
用
ス
ル
｜
只
其
娩
出
期
即
チ
子
宮
ロ
ノ
最
モ
開
大
シ

頭
（
若
カ
ク
ハ
臂
）
部
、
通
過
ヲ
許
ス
場
合
二
於
テ
ス
ル
ヲ
良
ト
ス
…
．
：
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
単
に
知
識
だ
け
の
普
及
を
目
的
と

し
た
の
で
は
な
く
、
十
分
と
言
え
な
い
ま
で
も
、
相
当
産
科
麻
酔
を
行
っ
た
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

事
実
ベ
ル
ッ
は
内
科
の
講
義
の
桑
な
ら
ず
、
諸
所
で
婦
人
科
の
講
義
、
講
演
も
し
て
い
る
。

（
皿
）

彼
の
日
記
、
明
治
十
三
年
六
月
二
十
六
日
（
東
京
）
の
項
に
は
「
夜
七
時
か
ら
八
時
ま
で
、
医
学
協
会
で
婦
人
科
診
療
に
関
す
る
講
演
の
続

き
、
で
き
る
限
り
通
俗
的
な
形
式
で
説
明
し
、
納
得
い
く
よ
う
に
し
た
の
だ
が
、
果
し
て
聴
衆
が
そ
の
全
部
を
理
解
し
た
か
ど
う
か
」
と
あ
る

（
ｍ
）

同
年
七
月
十
四
日
（
東
京
）
の
日
記
に
は
、
「
気
が
狂
い
そ
う
だ
／
，
旅
に
出
よ
う
と
す
る
と
、
い
つ
も
ど
こ
か
の
夫
人
が
病
気
に
な
っ
た
り
、

子
供
を
生
ん
だ
り
す
る
」
と
あ
る
。
〃
ど
こ
か
の
夫
人
″
が
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
外
交

官
な
ど
諸
外
人
の
夫
人
の
分
娩
に
際
し
、
、
ヘ
ル
ツ
が
無
痛
分
娩
の
た
め
し
ば
し
ば
応
診
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
は
さ
ら
に
次
の
日
記
の
記
載
に
よ
っ
て
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ル
ッ
の
論
文
の
主
旨
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
。

（
恥
）

明
治
二
十
五
年
三
月
八
日
（
東
京
）

今
日
、
あ
る
出
産
に
立
会
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
婦
人
が
自
然
に
対
し
て
こ
の
義
務
を
果
す
と
ぎ
、
ま
あ
な
ん
と
い
う
義
務
、
な
ん
と
い

う
わ
め
き
声
だ
ろ
う
／
・
泣
き
叫
ぶ
こ
と
を
最
大
の
恥
と
し
て
い
る
日
本
婦
人
に
対
し
て
、
自
分
は
い
つ
も
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
る
。
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グ

４
ト
ク
の
誕
生
と
産
科
麻
酔

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
、
ヘ
ル
ツ
は
一
時
帰
国
し
、
翌
十
八
年
に
日
本
に
帰
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
結
婚
す
る
の
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
が
、
弟
の
ヘ
ル
マ
ン
が
ボ
ヘ
ミ
ア
で
重
症
の
腸
チ
フ
ス
に
罹
患
し
、
そ
の
看
病
の
た
め
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
帰
国
の
間
に
、
と
く
に
産
科
麻
酔
に
つ
い
て
故
国
で
学
ん
だ
と
い
う
事
実
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
、
ヘ
ル
ツ
は
花
井
花
子
と
結
婚
し
、
翌
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
長
男
ト
ク
が
生
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
四

年
後
の
（
一
八
九
三
）
に
女
児
ウ
タ
が
生
れ
た
。
ウ
タ
は
ベ
ル
ッ
が
第
二
回
目
の
帰
国
中
に
生
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ト
ク
の
分
娩
時
、
ベ
ル
ッ

が
花
子
に
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
を
行
っ
た
か
否
か
は
、
明
治
二
十
二
年
五
月
二
十
三
日
の
日
記
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
忍
耐
強
い
花
子
夫
人

に
対
し
て
、
果
し
て
西
洋
の
婦
人
に
対
す
る
が
如
く
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
を
吸
入
さ
せ
た
か
否
か
、
更
に
新
史
料
の
出
現
を
期
待
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

日
本
婦
人
が
陣
痛
時
に
も
す
こ
ぶ
る
我
慢
強
く
、
そ
れ
に
比
し
て
外
国
人
婦
人
の
分
娩
時
の
疹
痛
が
、
日
本
婦
人
の
そ
れ
に
比
し
て
極
め
て

強
烈
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
ベ
ル
ッ
の
本
心
で
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

た
と
言
う
つ
も
り
は
全
く
な
い
。

（
、
）
（
吃
）

事
実
、
小
池
正
直
は
明
治
十
三
年
に
「
平
産
ニ
モ
麻
酔
薬
ヲ
撰
用
ス
ヘ
キ
論
」
を
発
表
し
、
明
治
十
七
年
に
は
忍
田
勝
斎
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル

ム
麻
酔
が
初
生
児
に
害
の
な
い
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。

５
お
わ
り
に

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
発
表
さ
れ
た
ベ
ル
ッ
の
わ
ず
か
三
頁
の
論
文
一
篇
で
、
、
ヘ
ル
ツ
が
日
本
の
産
科
麻
酔
に
大
な
る
貢
献
を
な
し
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し
か
し
、
当
時
の
ベ
ル
ッ
の
東
京
大
学
教
師
と
し
て
の
地
位
や
、
そ
の
社
会
的
影
響
力
を
考
え
る
と
全
く
彼
の
論
文
を
等
閑
に
附
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
し
、
や
は
り
相
当
の
影
響
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
こ
こ
に
報
告
す
る
理
由
は
、
こ
の
論
文
が
従

来
ほ
と
ん
ど
注
目
を
集
め
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
、
ヘ
ル
ツ
の
論
文
は
日
本
に
於
け
る
産
科
麻
酔
に
関
す
る
極
め
て
初
期
文
献
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

文

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
、
）

（
理
）

献松
木
明
知
「
近
世
医
説
」
第
一
号
に
つ
い
て
日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
四
巻
一
号
昭
和
五
十
三
年
一
月

お
雇
い
外
国
人
（
一
’
十
六
）
鹿
島
出
版
会
昭
和
四
十
三
年
三
月

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
御
雇
外
国
人
小
学
館
昭
和
五
十
年
五
月

富
士
川
瀞
日
本
医
学
史
日
新
書
院
昭
和
十
六
年

小
川
鼎
三
医
学
の
歴
史
中
公
新
書
三
十
九
中
央
公
論
社
昭
和
三
十
九
年
四
月

東
大
第
一
外
科
同
窓
会
東
大
第
一
外
科
の
歩
承
（
第
一
集
）
昭
和
五
十
一
年
三
月

石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
お
雇
い
外
国
人
（
九
）
医
学
鹿
島
出
版
会
昭
和
四
十
四
年
九
月

森
下
弘
編
・
ヘ
ル
ツ
博
士
と
ピ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
ー
日
本
と
ド
イ
ツ
の
一
つ
の
懸
け
橋
日
本
新
薬
株
式
会
社
昭
和
四
十
一
年
八
月

エ
ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
。
、
ヘ
ル
ツ
喝
曝
坊
ノ
産
科
的
応
用
中
外
医
事
新
報
第
一
五
五
号
明
治
十
九
年
九
月
十
日

ト
ク
ベ
ル
ッ
編
。
ヘ
ル
ツ
の
日
記
岩
波
文
庫
（
上
・
下
）
・
岩
波
書
店
一
九
七
九
年
二
月

小
池
正
直
平
産
に
も
麻
酔
を
撰
用
す
べ
き
論
東
京
医
事
新
誌
第
二
一
二
号
明
治
十
三
年

忍
田
勝
斎
格
魯
々
保
児
母
ノ
初
生
児
一
一
危
害
ナ
キ
論
東
京
医
事
新
誌
第
三
一
○
号
明
治
十
七
年
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今
か
ら
約
一
七
○
年
程
前
の
文
化
年
間
、
日
露
間
の
関
係
は
極
め
て
険
悪
な
状
態
と
な
り
、
遂
に
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
四
月
末
、
ロ
シ

ア
船
が
エ
ト
ロ
フ
島
の
幕
府
会
所
に
来
襲
し
、
同
所
を
守
備
し
て
い
た
津
軽
、
南
部
兵
が
敗
退
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
所
謂
文
化
四
年
の
露
冠

事
件
と
し
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
側
で
は
、
こ
れ
よ
り
先
き
の
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
奥
蝦
夷
地
の
エ
ト
ロ
フ
島
を
越
冬
警
備
す
る
よ
う
津
軽
。
南

部
藩
に
命
じ
、
遅
れ
て
他
の
場
所
も
地
理
的
に
近
い
東
北
諸
藩
に
命
じ
て
警
固
さ
せ
た
。

し
か
し
、
厳
冬
の
蝦
夷
地
に
不
十
分
な
装
備
で
越
年
守
備
す
る
の
は
極
め
て
難
渋
を
極
め
た
。
酷
寒
に
は
慣
れ
た
東
北
諸
藩
の
兵
士
達
で
あ

っ
た
が
、
所
謂
「
浮
腫
病
」
（
は
れ
や
ま
ひ
）
と
称
さ
れ
た
疾
病
の
た
め
次
食
と
陣
残
し
て
行
っ
た
。
恐
ら
く
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
か
ら
文

化
十
年
（
一
八
一
三
）
ま
で
の
間
に
越
冬
病
残
し
た
兵
士
は
、
千
名
を
越
す
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
「
浮
腫
病
」
に
つ
い
て
、
北
海
道
の
郷
土
史
研
究
者
は
原
因
不
明
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
著
者
は
、
諸
史
料
に
記
さ
れ
て
い

た
そ
の
症
状
か
ら
、
本
症
を
壊
血
病
と
診
断
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
発
見
し
た
本
病
に
関
す
る
新
資
料
す
な
わ
ち
、
大
槻
玄
沢
の
『
寒
地
病
案
』

弘
前
藩
斜
里
越
冬
兵
と
壊
血
病

1

繩
碑
率
程
鐸
韓
購
章
匪
計
托
錯
幸
需
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
受
付

松
木
明
知
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と
多
紀
元
簡
の
『
蝦
夷
地
異
疾
考
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
著
者
の
説
は
全
く
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果
を
日
本
医
史

学
会
総
会
や
著
書
の
中
で
発
表
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
浮
腫
病
の
本
態
が
「
壊
血
病
」
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
も
大
分
理
解
さ
れ
て
来
た
が
、
最
近
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
北
海
道
』

（
六
八
三
頁
）
で
は
、
ま
だ
原
因
不
明
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
約
五
十
余
年
以
前
に
発
行
さ
れ
た
『
新
撰
北
海
道
史
』
の
記
載
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、
最
近
の
研
究
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

斜
里
場
所
（
現
在
の

も
な
い
所
で
あ
っ
た
。

文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
同
所
に
一
○
○
名
の
弘
前
藩
兵
が
越
冬
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
浮
腫
病
で
病
残
し
た
が
、
越
冬
兵
の
一
人
斉
藤
勝

利
は
生
き
延
び
、
そ
の
上
毎
日
刻
明
に
日
記
を
付
け
病
残
者
の
氏
名
を
も
誌
し
た
。

「
松
前
詰
合
日
記
」
と
題
す
る
こ
の
日
記
の
原
本
は
、
現
在
北
海
道
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
公
開
が
機
縁
と
な
っ
て
、

斜
里
町
に
は
昭
和
四
十
八
年
「
津
軽
藩
士
殉
難
慰
霊
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。

こ
れ
と
同
時
に
『
松
前
詰
合
日
記
』
も
公
刊
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
改
め
て
「
浮
腫
病
」
の
原
因
に
つ
い
て
論
考
し
て
染
た
い
。

な
お
一
般
に
は
「
津
軽
藩
」
で
通
用
し
て
い
る
が
正
式
に
は
「
弘
前
藩
」
が
正
し
い
。

２

弘
前
藩
は
東
北
諸
藩
の
中
で
も
蝦
夷
地
に
最
も
近
か
っ
た
た
め
、
エ
ト
ロ
フ
島
を
は
じ
め
諸
所
の
警
固
を
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
。

斜
里
場
所
（
現
在
の
北
海
道
斜
里
郡
斜
里
町
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
斜
里
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
に
開
か
れ
た
が
、
運
上
屋
以
外
に
何

３

勝
利
の
一
行
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
五
月
二
十
六
日
弘
前
を
出
立
し
、
箱
舘
着
は
六
月
四
日
で
あ
っ
た
。
六
月
十
一
日
陸
路
宗
谷
に
向
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十
一
月
十
四
日
（
陽
暦
十
二
月
十
二
日
）
か
ら
は
吹
雪
が
愈
々
強
く
外
出
が
禁
止
さ
れ
た
程
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
遂
に
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
十
一
月
二
十
五
日
（
陽
暦
十
二
月
二
十
三
日
）
斜
里
で
の
「
浮
腫
病
」
の
最
初
の
犠
牲
者
が
出
た
の
で
あ

る
。
十
月
七
日
に
発
病
し
た
大
鰐
村
の
富
蔵
で
あ
っ
た
。
発
病
以
来
約
八
週
間
で
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。

勝
利
の
日
記
に
は
、
十
一
月
中
旬
か
ら
人
員
の
大
半
が
浮
腫
病
を
患
い
、
翌
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
三
月
十
五
日
に
は
全
員
浮
腫
病
に
な

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
富
蔵
の
死
後
、
毎
日
の
如
く
一
人
、
二
人
、
時
に
は
四
人
と
彼
の
跡
を
追
っ
て
病
残
し
て
い
っ
た
。

文
化
四
年
十
一
月
二
十
五
日
一
人
十
二
月
一
日
一
人

二
十
六
日
一
人
，
五
日
一
人

二
十
九
日
三
人
八
日
三
人

に
な
っ
た
。

三
十
名
の
一
番
立
ち
つ
ま
り
第
一
班
が
宗
谷
を
出
発
し
た
の
は
七
月
十
八
日
で
、
斉
藤
勝
利
は
「
道
中
小
頭
役
」
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

十
二
日
目
の
七
月
二
十
九
日
陽
暦
九
月
一
日
）
に
斜
里
に
到
着
し
た
。
諸
種
の
事
情
に
よ
り
第
三
班
は
宗
谷
か
ら
で
は
な
く
国
後
か
ら
廻

っ
て
来
た
。
八
月
十
一
日
に
は
斜
里
に
全
員
が
集
っ
た
。
こ
の
頃
、
幕
府
役
人
と
し
て
最
上
徳
内
が
斜
里
に
在
勤
し
て
い
た
。

陣
屋
の
敷
地
は
陰
湿
な
土
地
で
、
上
長
屋
（
三
十
六
坪
）
が
早
速
建
築
さ
れ
、
屋
根
は
柾
や
萱
で
あ
っ
た
。
下
屋
敷
は
も
っ
と
粗
末
で
あ
っ

た
。
上
長
屋
に
は
上
級
の
藩
士
、
下
屋
敷
に
は
下
級
の
藩
士
が
居
住
し
た
。

十
月
七
日
最
初
の
浮
腫
病
患
者
が
発
生
し
た
。
大
鰐
村
の
富
蔵
が
罹
患
し
た
の
で
あ
る
。

十
月
十
五
日
（
陽
暦
十
一
月
十
四
日
）
か
ら
益
々
寒
気
は
厳
し
く
な
り
、
翌
二
十
六
日
幕
府
か
ら
「
加
味
平
胃
散
」
が
一
人
宛
五
服
づ
つ
配
給

け
て
箱
舘
を
出
発
し
、
二
十
六
日
か
か
っ
て
七
月
九
日
宗
谷
へ
到
着
し
た
。

さ
ら
に
七
月
十
六
日
斜
里
場
所
の
警
固
を
宗
谷
詰
合
の
中
か
ら
百
名
派
遣
す
る
よ
う
命
令
が
下
り
、
約
十
人
宛
三
回
小
班
に
分
か
れ
て
斜
里

に
赴
い
た
。
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十
二
月
十
日

十
四
日

十
五
日

十
七
日

十
八
日

二
十
三
日

二
十
五
日

二
十
六
日

文
化
五
年
一
月
一
日

二
日

三
日

四
日

六
日

七
日

八
日

九
日

十
日

十
二
日

十
三
日

一一 一 一 一 一 一一

人人 人 人 人 人人人人人人人人人人人人人人

文
化
五
年
一
月
十
六
日

十
七
日

十
九
日

二
十
日

二
十
三
日

二
十
五
日

二
十
八
日

二
十
九
日

二
月
一
日

四
日

七
日

十
五
日

十
六
日

十
八
日

十
九
日

二
十
一
日

二
十
四
日

二
十
五
日

二
十
六
日

二二二二

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
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之化4年

1 23 45 67月

文化5年

月別に見た死亡者数

七
十
一
人
の
死
亡
者
を
月
別
に
分
類
し
た
グ
ラ
フ
を
観
る
と
、
陰
暦
一
月
つ
ま

り
太
陽
暦
で
は
大
略
二
月
を
ピ
ー
ク
と
す
る
き
れ
い
な
分
布
を
形
成
し
て
い
る
こ

と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

仲
間
と
の
け
ん
か
に
よ
る
死
亡
や
崖
か
ら
の
転
落
死
も
な
く
、
況
ん
や
ロ
シ
ア

兵
と
の
戦
闘
も
な
か
っ
た
し
、
勝
利
も
「
病
死
」
以
外
の
原
因
を
日
記
の
中
に
全

こ
れ
を
月
別
の
グ
ラ
フ
に
す
れ
ば
上
図
の
如
く
に
な
る
。

斜
里
の
詰
合
に
勤
務
し
た
津
軽
藩
兵
は
約
一
○
○
人
で
、
こ
の
中
実
に
約
七
十

％
の
七
十
一
人
が
浮
腫
病
で
病
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。

他
の
原
因
で
死
亡
し
た
一
人
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
閏
六
月
十
三
日
に
出

奔
し
た
藤
崎
村
の
忠
助
で
あ
る
。
行
方
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
漸
く
死
亡
せ
ず
に
越
冬
出
来
た
、
三
十
一
人
の
内
の
十
三
人

は
病
気
の
た
め
帰
国
し
た
。
し
た
が
っ
て
文
化
五
年
閏
六
月
二
十
六
日
、
引
揚
船

千
歳
丸
に
乗
船
し
た
の
は
、
斉
藤
勝
利
を
含
め
て
わ
ず
か
十
七
人
で
あ
っ
た
。

5

五
月
十
八
日
一
人

六
月
十
三
日
一
人

合
計
七
十
一
人
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因
と
し
て
は
、
壊
血
病
以
外
考
え
合

は
容
易
に
区
別
で
き
た
の
で
あ
る
。

く
挙
げ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
兵
士
達
か
い
ず
れ
も
「
浮
腫
病
」
に
罹
患
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
病
残
者
七
十
一
人
の
殆
ん
ど
全
て
が
浮
腫
病
に
よ
る

も
の
と
見
倣
し
て
だ
れ
も
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
余
病
を
併
発
し
そ
の
た
め
に
喪
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勝
利
の
日
記
に
は
症
状
の
記
載
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
人
が
主
と
し
て
酷
寒
の
二
月
（
太
陽
暦
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
死
亡
す
る
原

因
と
し
て
は
、
壊
血
病
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。
厳
冬
で
も
あ
り
、
消
化
器
伝
染
病
は
最
も
考
え
に
く
く
、
痘
瘡
や
麻
疹
も
当
時
の
一
般
の
人
々

勝
利
の
日
記
の
ど
こ
を
見
て
も
、
食
物
が
欠
乏
し
た
こ
と
は
一
行
も
出
て
こ
な
い
。
量
的
に
は
〃
食
料
″
は
十
二
分
と
ま
で
は
行
か
な
い
に

し
て
も
十
分
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
単
純
な
食
料
不
足
に
よ
る
溌
餓
で
は
数
ヵ
月
も
体
が
も
た
な
い
し
、
症
状
は
全
く
異
な
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
新
鮮
な
野
菜
や
魚
肉
類
は
全
く
欠
乏
し
た
の
で
あ
る
。

日
記
の
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
四
月
二
日
の
条
に
は
、
生
魚
は
去
年
の
九
月
に
食
べ
て
か
ら
現
在
ま
で
全
く
口
に
せ
ず
、
魚
影
す
ら
見
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

九
月
末
日
か
ら
生
野
菜
、
生
魚
が
全
く
入
手
不
可
能
に
な
っ
た
と
す
る
の
と
、
そ
の
時
か
ら
最
初
の
死
亡
者
が
出
た
十
一
月
末
日
ま
で
に
二

カ
月
経
っ
て
お
り
、
約
四
分
の
一
の
二
十
七
人
が
死
亡
し
た
一
月
末
ま
で
に
四
カ
月
経
過
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
一
月
末
日
ま
で
に

約
半
数
が
死
亡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
日
露
戦
争
時
旅
順
に
籠
城
し
た
ロ
シ
ア
兵
が
、
数
カ
月
間
生
鮮
食
品
を
断
た
れ
、
壊

血
病
の
大
発
生
を
見
た
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

二
月
、
三
月
に
死
亡
者
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
に
死
亡
者
が
続
出
し
て
、
〃
死
亡
す
る
べ
き
″
重
病
人
の
人
数
が
減
少

死
亡
者
は
四
月
に
０
人
、
五
月
に
一

て
斜
里
か
ら
帰
国
し
た
こ
と
に
因
る
。

二
月
、
三
月
に
死
亡
者
五

し
た
た
め
と
理
解
さ
れ
る
。

人
と
激
減
し
て
い
る
が
、
病
気
帰
国
し
た
十
三
人
の
中
、
殆
ん
ど
が
四
月
末
日
か
ら
五
月
一
日
に
か
け
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す
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

呉
、
坂
本
、
沖
中
の
『
内
科
書
』
に
よ
れ
ば
「
壊
血
病
は
、
徐
灸
に
発
生
し
、
出
血
も
侵
襲
的
に
起
り
、
数
カ
月
持
続
の
後
に
高
度
の
貧

血
、
悪
液
質
に
陥
る
。
直
接
の
死
因
は
、
二
次
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
出
血
に
よ
る
死
亡
は
ま
れ
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
壊
血
病
の

承
で
も
腹
腔
に
漿
液
（
腹
水
）
が
貯
留
す
る
こ
と
も
あ
る
。

兵
士
達
の
糧
食
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
米
、
味
噌
を
中
心
と
し
た
炭
水
化
物
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、
蛋
白
質
に
欠
乏
し
て
お
り
、
壊
血
病

と
共
に
種
々
の
合
併
症
を
併
発
し
た
の
は
当
然
の
成
行
で
あ
っ
た
。

医
史
学
者
と
し
て
著
名
な
ア
ッ
ヵ
ー
ク
ネ
ヒ
ト
教
授
は
そ
の
著
の
壊
血
病
の
項
の
最
後
に
、
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
発
見
な
ど
に
よ
っ
て
壊
血
病

は
最
早
地
理
的
あ
る
い
は
距
離
的
な
問
題
で
は
な
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
不
足
す
る
食
事
に
最
も
関
係
し
、
冬
期
が
長
い
た
め
に
最
も
発
生
し
や

文
化
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
斜
里
の
冬
は
、
弘
前
藩
兵
に
と
っ
て
は
洵
に
永
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
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史
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史
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I Scurvyprevalenceamongthesoldiersofthe

HirosakiFeudalClaninYezoarea

bv

AkitomoMATSUKI

Duringtheperiodofl807tol808,theHirosakifbudalclandespatchedaboutonehundredsoldiers

totheSharicampoftheYezoareafbrdefbnceagainsttheRussian'spoccibleinvasion.

Unfbrtunately,mostofthemsuffbredfi､omastrangediseasecalled:GHareyamai''duetoaserious

shortageoffjfeshvegetables.Overseventypercentofthesoldiersdiedduringashortperiodoffive

monthsfi､omNovember,1807toMarch，1808duetothediseaseonly.

ThedeadnumberedlinNovember,17inDecemberinl807,27inJanuary,14inFebruaryand

8inMarch.

Hareyamaidiseasemusthavebeenscurvyconsideringsignsandsymptomsofthediseasedescrived

inadiarywrittenbyKatsutoshiSaito,oneofthesurvivingsoldiers.Monthlydistributionof、the

numbersofthedeadSubstanciatedtheabovementioneddiagnosis.
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①



杉
田
玄
白
の
時
代
の
正
式
の
家
紋
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
杉
田
秀

男
氏
に
お
ね
が
い
し
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
。

昔
は
、
各
家
に
標
準
の
紋
型
を
板
な
ど
に
画
か
せ
て
保
存
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
紋
を
つ
け
る
と
き
な
ど
の
正
確
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
か
ご
ろ

ｌ
資
料
Ｉ

杉
田
（
玄
白
）
氏
の
家
紋

■田
一 .,、q

杉
田
氏
家
紋
「
田
の
字
」

園

合

繋、

緒
方
富
雄

,弓･I

0F群
DA
h

は
標
準
の
家
紋
を
あ
つ
め
た
紋
帳
が
で
き
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
注
文
す

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
特
殊
の
家
紋
は
紋
帳
に
載
っ
て

い
な
い
の
で
、
心
を
く
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

杉
田
家
の
家
紋
に
も
そ
の
心
配
が
あ
る
の
で
杉
田
秀
男
氏
か
ら
の
資
料
に

よ
っ
て
仕
上
げ
た
紋
章
を
か
か
げ
る
。

杉
田
家
の
紋
章
の
名
称
は
、
杉
田
家
で
は
現
在
「
田
の
字
」
、
替
紋
が

「
坂
東
鶴
」
と
よ
ん
で
い
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
以
前
に
は
前
者
は
「
四
つ

目
結
」
、
後
者
は
「
坂
東
鶴
」
と
よ
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
杉
田
氏
各
家

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
各
紋
の
由
来
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
家
紋
の
変
遷
が
あ

っ
た
り
し
て
、
か
な
ら
ず
し
も
、
系
統
立
っ
た
も
の
と
い
え
な
い
。

杉
田
秀
男
氏
は
、
伯
父
に
当
ら
れ
る
杉
田
盛
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
い

杉
田
氏
家
紋
（
替
紋
）

「
阪
東
鶴
」
（
「
光
淋
鶴
の
丸
」
）

鍔
９
個

』
。
鍔
９
個

』
。

A甑
賑可
A甑
賑可
A甑
賑可
A甑
賑可

鱗
鋼
鱗
鋼

蛸
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な
お
「
四
つ
目
結
」
と
よ
ば
れ
る
紋
章
は
、
現
在
杉
田
家
の
用
い
て
い
ら

れ
る
も
の
と
は
ち
が
っ
て
い
る
。
ま
た
「
鶴
の
丸
」
は
多
く
の
変
型
が
あ
っ

て
、
「
日
本
紋
章
学
（
沼
田
頼
輔
）
や
「
紋
典
」
に
は
「
光
琳
鶴
の
丸
」
と

あ
る
。
阪
東
鶴
」
あ
る
い
は
「
阪
東
彦
三
郎
鶴
」
の
名
は
出
て
い
な
い
。

杉
田
秀
男
氏
に
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

て
い
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を
か
か
げ
る
。

「
紋
所
は
四
つ
目
結
と
鶴
の
丸
（
坂
東
鶴
）
で
あ
る
。
杉
田
家
は
も
と
間

宮
姓
で
あ
っ
た
。
小
田
原
北
条
の
臣
、
間
宮
主
人
次
郎
長
安
が
杉
田
家
の

祖
先
で
あ
る
。
長
安
は
北
条
氏
康
、
氏
政
に
仕
え
、
武
州
久
良
岐
郡
杉
田

村
を
領
し
て
い
た
。
後
年
豊
臣
氏
の
た
め
小
田
原
城
に
減
さ
れ
：
．
：
．
然
し

長
ら
く
領
し
て
い
た
杉
田
村
は
忘
れ
難
く
懐
し
い
と
て
間
宮
を
改
め
て
杉

田
を
も
っ
て
姓
と
し
、
紋
所
は
四
つ
目
結
と
鶴
の
丸
（
坂
東
鶴
）
で
あ
る
。

間
宮
氏
は
近
江
源
氏
で
佐
為
木
氏
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
四
つ
目

の
紋
所
を
用
い
、
即
ち
杉
田
氏
は
近
江
源
氏
で
、
佐
々
木
氏
と
同
じ
で
あ

ザ
。
◎
」
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十
二
月
例
会
十
二
月
二
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
十
二
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
、
愛
生
館
に
つ
い
て
…
：
・
・
：
…
…
：
…
・
…
：
…
・
…
。
：
片
桐
一
男

二
、
来
日
宣
教
医
葛
凹
冒
８
月
幽
甦
。
再
（
一
八
三
五
’
一
九
二
三
）
に

つ
い
て
…
…
…
：
…
…
…
…
・
・
・
…
…
：
…
・
・
・
：
…
：
．
長
門
谷
洋
治

三
、
玉
障
院
様
御
麻
疹
諸
留
帳
・
・
・
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
戸
塚
武
比
古

四
、
Ｃ
脚
昌
ご
四
目
大
使
が
京
都
大
学
で
行
な
わ
れ
た
講
演
（
一
九
世
紀
に

お
け
る
日
蘭
関
係
の
一
面
）
の
内
容
紹
介
…
：
…
・
緒
方
富
雄

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

Ｓ
ぐ
の
協
旨
“
の
團
耳
旨
稗
の
初
版
本
と
再
版
本
そ
の
他
の
比
較
に

つ
い
て
・
・
‐
：
・
・
：
…
・
…
…
・
…
…
。
：
…
：
・
・
高
木
和
男
・
保
坂
捷
子

○
慶
応
義
塾
医
学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
富
士
川
文
庫
中
の

山
田
業
広
の
著
作
…
…
…
・
…
・
…
・
・
・
…
…
：
：
…
大
鳥
蘭
三
郎

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

と
き
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
九
日
（
日
）
午
前
十
時
半
よ
り

と
こ
ろ
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂

一
、
「
坪
井
九
馬
三
日
記
」
に
つ
い
て
青
木
一
郎
（
岐
阜
県
）

二
、
英
国
医
史
考
’
二
十
世
紀
補
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

三
、
人
間
医
学
史
序
説
三
木
栄
（
堺
市
）

四
、
．
角
纂
考
」
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
宗
田
一
（
大
阪
大
学
）

五
、
賀
川
玄
悦
産
科
の
免
許
状
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

六
、
緒
方
洪
庵
献
上
と
伝
え
ら
れ
る
温
度
計
に
つ
い
て

青
木
允
夫
一
癖
嫁
鋤
）

七
、
①
佐
渡
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て

山
中
太
木
（
大
阪
医
大
）

②
翁
椀
の
複
製
供
覧

八
、
啓
蒙
医
松
村
矩
明
の
洋
印
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
（
福
井
県
）

九
、
嘉
永
甲
寅
に
発
刊
さ
れ
た
「
続
砦
草
」
と
「
銃
創
蜜
言
」

佐
久
間
温
巳
（
西
尾
市
）

十
、
獅
子
の
時
代
と
官
員
録
中
野
操
（
大
阪
市
）

十
一
、
ベ
ル
ッ
の
書
翰
に
つ
い
て
安
井
広
（
愛
知
県
）

十
二
、
北
里
研
究
所
本
館
は
明
治
村
へ
藤
野
恒
三
郎
（
兵
庫
医
大
）

十
三
、
続
・
大
阪
市
立
市
民
病
院
（
大
阪
市
大
医
学
部
附
属
病
院
の

前
身
）
に
つ
い
て
長
門
谷
洋
治
（
日
生
病
院
）

十
四
、
一
切
経
音
義
と
鉗
子
類
の
吟
味
杉
本
茂
春
（
大
阪
歯
大
）
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京
都
府
医
師
会
で
は
、
京
都
の
医
学
史
本
文
篇
は
今
年
三
月
に
、
資
料
篇

は
八
月
に
出
版
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
き
た
医
学
史
編
纂
室

を
発
展
的
に
改
組
し
て
、
医
学
史
資
料
室
を
新
発
足
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
阿
知
波
五
郎
氏
以
下
十
二
名
の
室
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

か
ね
て
よ
り
の
懸
案
で
あ
っ
た
京
都
医
学
史
研
究
会
を
設
立
し
た
。

十
月
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
府
医
師
会
館
で
七
十
名
の
会
員
（
近
畿
各

地
・
医
療
界
そ
の
他
）
が
出
席
し
て
設
立
総
会
を
開
い
た
。
終
っ
て
宗
田
一

氏
の
医
学
史
研
究
の
現
状
と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
毎
月
第
一
木
曜
午
後
二
時
よ
り
例
会
を
ひ
ら
き
〃
京
都
の
医
学

史
川
を
教
材
と
し
た
抄
読
会
を
行
い
、
同
時
に
会
員
の
研
究
発
表
も
行
う
、

ま
た
三
月
と
十
月
に
は
講
演
会
を
ひ
ら
き
、
十
一
月
に
は
見
学
会
を
行
う
予

定
で
あ
る
、
次
に
会
則
を
記
す
。

雑
報京

都
医
学
史
研
究
会
設
立

京
都
医
学
史
研
究
会
会
則

昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
二
日
制
定

一
、
〔
名
称
〕

本
会
は
、
京
都
医
学
史
研
究
会
と
い
い
、
京
都
府
医
師
会
館
内
（
〒

六
○
四
京
都
市
中
京
区
御
前
通
松
原
下
ル
電
話
○
七
五
’
三
一

二
’
三
六
七
一
）
に
お
く

杉
立
義
一

二
、
〔
目
的
〕

本
会
は
、
医
学
・
医
療
を
中
心
と
し
た
歴
史
を
調
査
・
研
究
戸
研
錨

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

三
、
〔
会
員
〕

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
京
都
府
医
師
会
員
は
、
会
員
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
府
医
師
会
員
以
外
の
者
で
も
、
会
員
が
推
せ
ん

し
、
本
会
が
認
め
た
場
合
は
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

四
、
〔
幹
事
〕

本
会
に
は
幹
事
若
干
名
を
お
き
、
会
務
を
運
営
す
る

五
、
〔
幹
事
の
任
期
〕

本
会
の
幹
事
の
任
期
は
二
年
と
し
、
総
会
で
選
出
す
る
。
但
し
重
任

を
さ
ま
た
げ
な
い

六
、
〔
総
会
〕

総
会
は
、
当
番
幹
事
が
招
集
し
毎
年
一
回
開
催
す
る
。
な
お
、
収
支

決
算
は
総
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

七
、
〔
事
業
〕

本
会
は
、
次
の
事
業
を
行
う

例
会
、
調
査
旅
行
、
見
学
会
等
の
開
催
。
講
演
会
、
講
習
会
、

展
示
会
等
の
主
催
、
後
援
専
門
医
会
、
他
団
体
と
の
協
力
、
交

流先
哲
、
医
人
顕
彰
の
た
め
の
諸
行
事

会
誌
、
資
料
集
等
の
刊
行

そ
の
他
本
会
の
目
的
に
添
う
事
業

八
、
〔
経
費
〕
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日
本
学
術
会
議
第
八
○
回
総
会
報
告

日
本
学
術
会
議
第
八
○
回
総
会
は
、
十
月
二
十
二
日
九
時
四
○
分
か
ら

同
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
総
会
に
は
、
二
○
件
を
超
え
る
提
案

事
項
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
審
議
に
時
間
を
あ
て
る
た
め
、
諸
報
告
は
文
書

だ
け
に
よ
る
こ
と
と
し
、
口
頭
報
告
は
、
特
に
追
認
・
承
認
を
必
要
と
す
る

事
項
に
限
っ
て
行
わ
れ
た
。
続
い
て
第
六
部
、
食
糧
需
給
問
題
特
別
委
員

会
、
栄
養
・
食
糧
科
学
研
究
連
絡
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
食
糧
自
給
力
の
向

上
に
つ
い
て
」
の
勧
告
案
が
審
議
さ
れ
た
。
し
か
し
多
数
の
会
員
か
ら
、
こ

の
ま
ま
で
は
賛
成
で
き
な
い
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
提
案
者
に
よ
り
大
幅
に

修
正
さ
れ
た
が
、
な
お
も
多
く
の
会
員
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
た
め
、
さ
ら

に
修
正
を
行
い
、
翌
日
審
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
続
い
て
発
展
途
上
国
学

術
協
力
問
題
特
別
委
員
会
提
案
の
「
発
展
途
上
国
か
ら
の
留
学
生
を
対
象
と

す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
が
採
択
さ
れ
た
。
午
後

は
、
最
初
に
国
公
立
研
究
機
関
問
題
特
別
委
員
会
か
ら
、
第
九
期
以
来
の
本

会
議
に
お
け
る
検
討
を
と
り
ま
と
め
て
提
案
さ
れ
た
「
国
・
公
立
試
験
研
究

機
関
の
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
が
採
択
さ
れ
た
。
続
い
て
、
第

本
会
の
経
費
は
、
会
費
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充

て
る

九
、
〔
会
費
〕

本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
年
会
費
三
、
○
○
○
円
を
収
め

る
も
の
と
す
る

十
、
〔
会
計
年
度
〕

本
会
の
会
計
年
度
は
各
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日

に
終
る

七
部
・
癌
研
究
連
絡
委
員
会
老
化
分
科
会
提
案
の
「
国
立
老
化
・
老
年
病
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
お
よ
び
第
七
部
と
学
術
情

報
生
産
・
流
通
問
題
特
別
委
員
会
提
案
の
「
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
設
立
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
が
採
択
さ
れ
、
一
六
時
四
五
分
一
日
目
の
議

事
を
終
了
し
た
。

二
日
目
の
二
十
三
日
は
一
○
時
開
会
、
第
五
部
提
案
の
「
日
本
工
学
技
術

機
構
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
」
の
勧
告
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
提
案
は
、
総
会
前
日
の
一
・
一
十
一
日
、
特
に
連
合
部
会
が
開
か
れ
前

も
っ
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
疑
問
や
懸

念
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
提
案
者
に
よ
り
修
正
さ
れ
、
二
十
四
日
に
改
め
て
審

議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
次
に
、
第
七
部
提
案
の
「
医
学
教
育
会
議
（
仮
称
）

の
設
置
に
つ
い
て
」
の
勧
告
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
会
議

の
法
律
上
の
性
格
が
問
題
に
さ
れ
、
こ
の
点
を
修
正
の
う
え
さ
ら
に
習
日
審

議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
続
い
て
、
第
四
部
、
地
質
学
研
究
連
絡
委
員
会
、

地
球
化
学
・
宇
宙
化
学
研
究
連
絡
会
、
南
極
研
究
連
絡
委
員
会
提
案
の
「
唄

石
科
学
及
び
限
石
に
よ
る
宇
宙
科
学
研
究
の
振
興
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
、
学

術
体
制
委
員
会
提
案
の
「
研
究
者
養
成
の
振
興
策
に
つ
い
て
」
（
要
望
）
、
科

学
史
・
科
学
基
礎
論
研
究
連
絡
委
員
会
提
案
の
「
生
産
に
関
連
す
る
科
学
・

技
術
資
料
の
保
存
・
管
理
・
利
用
に
つ
い
て
」
（
要
望
）
、
研
究
費
委
員
会
提

案
の
「
大
学
に
お
け
る
経
常
的
研
究
費
の
増
額
に
つ
い
て
」
（
要
望
）
、
国
際

学
術
交
流
委
員
会
提
案
の
「
日
本
学
術
会
議
の
国
際
学
術
交
流
に
必
要
な
予

算
の
増
額
に
つ
い
て
」
（
要
望
）
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
上
採
択
さ
れ
た
。
続

い
て
、
前
日
に
提
案
さ
れ
た
「
食
糧
自
給
力
の
向
上
に
つ
い
て
「
勧
告
の
修

正
案
が
審
議
さ
れ
た
が
、
な
お
反
対
意
見
が
多
く
、
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
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果
賛
成
少
数
で
可
決
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
続
い
て
海
洋
学
研
究
連
絡

委
員
会
、
水
産
学
研
究
連
絡
会
提
案
の
「
海
洋
科
学
調
査
に
つ
い
て
」
の
要

望
案
は
な
お
検
討
の
必
要
あ
り
と
し
て
、
提
案
者
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ

た
。
二
日
目
は
一
八
時
に
終
了
し
た
。

三
日
目
の
二
十
四
日
は
、
最
初
に
会
長
か
ら
前
日
の
「
食
糧
自
給
力
の
向

上
に
つ
い
て
」
の
提
案
は
、
総
会
で
可
決
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
本
会
議
は
こ

の
問
題
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
の
で
食
糧
需
給
問
題
特
別
委
員

会
の
名
で
こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
た
見
解
や
資
料
を
外
部
に
発
表
す
る
こ
と
を

了
承
さ
れ
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
第
七
部
、
実
験
動

物
研
究
連
絡
委
員
会
提
案
の
「
動
物
実
験
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い

て
」
（
勧
告
）
が
採
択
さ
れ
た
。
前
日
の
「
日
本
工
学
技
術
機
構
（
仮
称
）

の
設
立
に
つ
い
て
」
の
勧
告
案
は
、
提
案
者
に
よ
り
「
工
学
技
術
振
興
の
方

途
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
要
望
案
に
か
え
る
こ
と
を
提
案
さ

れ
、
活
発
な
討
論
の
後
、
投
票
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。
次
に
前
日
提
案
の

「
医
学
教
育
会
議
（
仮
積
）
の
設
置
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
の
修
正
案
が
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
科
学
者
の
地
位
委
員
会
提
案
の
「
外
国
人
の
国
公
立

大
学
専
任
教
員
任
用
に
つ
い
て
」
（
見
解
）
、
第
七
部
、
第
三
部
、
第
五
部
提

案
の
「
労
働
衛
生
の
効
果
的
推
進
に
つ
い
て
」
（
要
望
）
、
国
際
協
力
事
業
特

別
委
員
会
、
環
境
・
健
康
問
題
特
別
委
員
会
、
自
然
保
護
研
究
連
絡
委
員
会

提
案
の
「
環
境
科
学
研
究
の
推
進
に
つ
い
て
」
（
申
入
れ
）
、
環
境
・
健
康
問

題
特
別
委
員
会
提
案
の
「
騒
音
問
題
の
重
要
性
を
訴
え
る
」
（
声
明
）
、
原
子

力
平
和
問
題
特
別
委
員
会
提
案
の
「
放
射
性
物
質
を
使
用
す
る
際
の
心
構
え

に
つ
い
て
科
学
者
・
技
術
者
に
訴
え
る
」
（
声
明
）
、
会
長
提
案
の
「
国
際
紛

争
の
平
和
的
解
決
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
（
声
明
）
が
採
択
さ
れ
、
ニ
ハ
時

三
○
分
全
議
事
を
終
了
し
た
。

本
総
会
は
、
提
案
件
数
が
多
か
っ
た
が
、
多
く
の
会
員
か
ら
活
発
な
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
第
二
期
最
後
の
総
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

な
お
、
本
総
会
の
出
席
率
は
、
一
日
目
八
五
・
六
％
、
二
日
目
八
六
・
一

％
、
三
日
目
八
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。

（
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会
）

温
知
社
結
成
一
○
一
年
記
念
行
事
開
催

山
田
業
広
、
浅
田
宗
伯
、
森
立
之
ら
が
、
漢
方
医
学
存
続
の
必
要
性
を
強

調
し
て
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
温
知
社
を
結
成
し
、
「
温
知
医
談
」

を
発
刊
し
た
。
温
知
社
結
成
よ
り
一
○
一
年
目
に
当
る
昭
和
五
十
五
年
十
一

月
三
日
、
記
念
行
事
が
日
本
東
洋
医
学
会
、
東
亜
医
学
協
会
、
日
本
医
史
学

会
そ
の
他
三
団
体
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
午
前
九
時
、
湯
島
聖
堂
に
集
合
し
、
観
光
雫
ハ
ス
二
台
に
分
乗
し
て
、

矢
数
道
明
東
亜
医
学
協
会
理
事
長
の
解
説
で
、
温
知
社
幹
部
の
墓
参
と
漢
方

医
家
墓
域
を
巡
回
し
た
。
午
後
は
一
時
よ
り
湯
島
聖
堂
で
、
山
田
光
胤
日
本

東
洋
医
学
会
会
長
に
よ
る
祭
杷
式
典
が
催
さ
れ
、
日
本
医
史
学
会
か
ら
は
小

川
鼎
三
理
事
長
の
名
代
と
し
て
、
大
鳥
蘭
三
郎
理
事
が
玉
串
奉
冥
を
行
っ

た
。
続
い
て
寺
師
睦
宗
、
矢
数
道
明
、
藤
平
健
の
三
氏
に
よ
る
温
知
社
並
び

に
漢
方
先
哲
医
家
を
偲
ぶ
追
悼
講
演
が
行
わ
れ
、
夕
六
時
か
ら
、
日
本
学
生

会
館
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

（
蔵
方
宏
昌
）
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第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
四
目
員
ｇ
ｇ
の
ご
ｇ
員
。
島
。
巴

国
営
○
暑
）
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
畑
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
究
研
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

の
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

②
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

⑧
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
側
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑩
正
会
貝

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

⑨
名
誉
会
貝

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

③
賛
助
会
貝

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

②
前
理
事
長
。

③
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

①
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

③
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

③
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

⑩
退
会

②
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
ぎ
。

⑧
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

側
死
亡
、
失
除
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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⑤
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

芯
学
術
集
会
は
、
随
事
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
ペ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
ま
で
）
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
・
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

委
員
会
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
爾
、
室
賀
昭
三
、
矢
数
圭
堂
、
矢
部
一
郎

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
高
山
坦
三

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
関
根
正
雄
堀
江
健
也

理
事石

原
力
大
滝
紀
雄
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ
酒
井
恒

杉
田
暉
道
鈴
木
勝
宗
田
一

中
野
操
長
門
谷
洋
治
富
士
川
英
郎

藤
野
恒
三
郎
古
川
明
三
木
栄

矢
数
道
明
谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
青
木
允
夫
赤
堀
昭

安
芸
基
雄
今
市
正
義
岩
治
勇
一

内
田
醇
江
川
義
雄
岡
田
博

奥
村
武
片
桐
一
男
川
島
恂
二

久
志
本
常
孝
蔵
方
宏
昌
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
立
義
一
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

田
代
逸
郎
田
中
助
一
津
田
進
三

本
号
に
は
、
外
国
か
ら
の
投
稿
が
三
編
あ
る
。

本
誌
が
国
際
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
す
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

国
内
的
に
も
本
誌
は
医
史
学
関
係
の
雑
誌
と
し

て
独
自
の
基
盤
を
つ
ち
か
い
、
自
他
と
も
認
め
る

特
異
な
雑
誌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
の
も
ま
た
逆
の
道
を
た
ど
ら
せ
る
の
も

会
員
の
力
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
会
員
諸
氏
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
願

名
誉
会
員

阿
知
波
五
郎

大
矢
全
節

杉
靖
三
郎

筒
井

中
沢

服
部

堀
江

松
木

室
賀

山
下

山
中

編
集
後
記

正
弘修

敏
良

健
也

明
知

昭
三

喜
明

太
木

赤
松

王
丸

三
廼 土

屋
重
朗
中
川
米
造

中
西
啓
中
山
沃

樋
口
誠
太
郎
福
島
義
一

本
間
邦
則
丸
山
博

三
浦
豊
彦
三
輪
卓
爾

守
屋
正
矢
数
圭
堂

山
田
光
胤
安
井
広

米
田
正
治
渡
辺
左
武
郎

（
理
事
の
名
は
省
略
）

俊金
一勇芳

石
川

佐
藤

吉
岡

博美光
人 実 昭

い
、
よ
り
よ
い
雑
誌
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

な
お
、
昨
年
、
戦
前
の
医
史
学
雑
誌
を
復
刻
し

た
機
会
に
、
明
治
一
三
年
の
中
外
医
事
新
報
の
創

刊
以
来
の
医
史
学
関
係
の
論
文
の
索
引
を
作
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
過
去
の
雑
誌
も
活
用
さ
れ
う

る
状
況
が
で
き
上
り
、
医
史
学
の
研
究
が
一
段
と

や
り
や
す
く
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
。（

酒
井
シ
ヅ
）

昭
和
五
十
六
年
一
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
六
年
一
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
七
巻
第
一
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
峠
華
史
檸
椎
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
，
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
〒
三
一
三
つ
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
－
西
一

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社
一

〒
一
昊
東
京
都
江
東
区
亀
戸
一
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T"P"siojo〃α""P"加jOg)'qfth'MMd(1sted.1869),amonograph

inwhichheattemptedtomtegratepsychology,reHexphysiology,

andpsychiatryintoasinglesyntheticwhole.

Apartfi､omtheaddressesofSirAubreyLewisandDr.Walk,

Maudsleyremainsatoolittleappreciatedfigure40)．Butheplayeda

keyroleinthedirectionstakenbylateVictorianandEdwardian

Britishpsychiatryanddeservesmoreattentionthancanbedevoted

tohimhere.Hisimportancefbrhisowntime-andbyextension,fbr

ourown-issymbolizedbythefactthathisworksweretranslated

intothemajorEuropeanlanguafsand,aSthefirstintroductionof

WesternpsychiatryintotheEast,intoJapanese.
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matters,buttheextenttowhichBritishpsychiatryrevolvedaround

institutionaltreatmentmeantthatwhat,despiteBucknill,werecalled

the(fi'nctional'nervousdisordersweremuchmorelikelytobeseenby

generalphysicians,gynaecologists,andneurologiststhanbyalienists39).

IV．ConCludingSunnrnary

Inthispaperlhaveattemptedtosketchbrieflythemajor

fbrmativesocialfbrcesandtheprincipalintellectualandpractical

themeswhicharecentraltonineteenthcenturyBritishpsychiatry.

Anyoneofthecharacteristicswhichwehavelookedatinconjunction

withthesystematictreatisesofPrichardandBucknillandTukewould

bearexaminationingreaterdetail,sinceinactualfaCttherewas

ratherlessunanimityofopinionthanmybriefremarksmayhave

suggested.Nevertheless,themoststrikingfbature-theidentification

oftheBritishpsychiatricprofbssionwiththeasylums-willstand.

Bythel870s,thereweresignsofchange,thoughasylumscontinued

tobethedominantrealityinBritishpsychiatryuntilafterWorld

Warl.ThechanJswerepartlycatalysedbythecollapseofthe

optimismwhichhadgeneratedtheearlierrefbrms,fbrwiththe

gradualsiltingupoftheinstitutionswithchroniccases,andtheinevi-

tablemechanizationandregimentationwhichaccompaniedtheir

increaseinsize(cAgiganticasylumisagiganticevil,'wroteone

psychiatrist),itbeCamemorefi､ustratingfbrpsychiatriststothrowcrea-

tiveenergyintotheasylums.Wehavealreadyseensomeindications

oftheresultingnewdirections-theestablishmentofadepartmentof

pathologyandresearchlaboratoriesintheWestRidingAsylum,the

fbundationofanewjournal,Bγα伽,inwhichpsychiatristsandneuro-

logistsjoinedfbrces,andnewattemptsbymensuchasHenry

Maudsleytobroadenthebasisofpsychiatricthought.Maudsley

(1835-1918)istodayrememberedprimarilybecauseofthepsychia-

trichospitalwhichhefbundedlateinhislifb.Fromthelatel860s,

though,heproducedaseriesofpopularandscholarlymonographs

whichmadehimthefirstBritishpsychiatristsinceConollyto

establishaninternationalreputation.Hismostimportantworkwas
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IfPrichard，HackTukeandBucknilldidnotseemtoointerested

inthenuancesofeitherthenormalordiseasedmind,neitherwere

theyinterestedinintegrat'nganotherrichnineteenthcenturyBritish

fieldofinvestigationfreHexphysiology.Bymidcentury,W.B.

Carpenter(1813-1885)andThomasLaycockwereextendingthenotion

ofthereHexarctothehighercerebralcentres,andbothBainand

Spencerdrewonthisworkintheirevolutionarypsychologies,as

didHughlingsJaCksoninhisneurologiCalwritings・Attemptsbymen

likeMeynertinViennatoapplyreHexphysiologytopsychiatrywere

notsatisfactoryinthelongrun,butBucknillandTukedidnoteven

bothertoconsiderthepossibilitytodismissit,areHectionnodoubt

oftheirgeneralneglectofthecnormal'.

(5)Z~herezfﾉ“zﾉヵｫ"α"γ〃OCC""γ〃zﾉ"ん”『"e"γ"Cs，

Intwointerestingbuttoolittleknownmonographs,Profbssor

L6pez-Piiieroandhiscolleaguehaveshownhowtheconceptof

<neurosis'originallywasdevelopedbygeneral.physicianssuchas

WilliamCullen(1710-1790),JohnBrown(1735-1788)andother

lateeighteenthcenturyfigures36).Itwasonlylateinthenineteenth

centurythatamodernnotionofneurosisbegantobeincorporated

intopsychiatricthought,thoughasFischer-Hombergerhasshown,

theideaof@traumatic-neuroses'wasmuchdiscussedfi･omthe

1860s37)．WhiletherewasinBritainaconsiderableinterestinpheno-

menasuchasmesmerism(theword@hypnosigwasactuallycoinedby

aManchestersurgeonnamedJamesBraid),animalmagnetism,som-

nambulism,ecstaticstates,and,aboveall,hysteria,thesephenomena

werebyandlargenotofmuchconcerntonineteenthcenturyBritlsh

psychiatrists.Prichardtobesureincludedafinalchapterinhis

”e"､fewhichreviewedthehistoryofwhathecalled<animalmagne-

tism'anddescribedinterestingcasesofsomnabulismandmaniacal

ecstasy38),butonefindsverylittleofthiskindofmaterialinthe

pagesofZ~h84リノ泌加〃","α/,andhysteriarateslessthantwopages

outof556inthefirsteditionofTukeandBucknill'sM(z""J.Much

moreworkneedstobedoneontheplaceofthesephenomenain

Victorianmedicineandsocietvbefbrewecanfilllvunderstandthese
l ‘
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context,HerbertSpencer(1820-1903)andAlexanderBain(1818-

1903)34)．

Curiouslyenough,neitherPrichardnorHackTukeandBucknill

madeuseofthisoranyotherpsychologicaltradition.Prichardbegan

his""""withpreliminaryremarksonthedefinitionandnosography

ofinsanity;HackTukeandBucknilltheirMfz""/withahistoryof

thetreatmentofinsanitv・TheirconcernwithGdiseased'mindstakes
‘

nocognizanceofGnormal'ones,aratherstrikingomissionparticularly

whenonerecallshowmuchGerman-speakingpsychiatristslikeFeuch-

terslebenandGriesingermadeuseoftheoriesofnormalpsychological

fi'nction.InthecaseofBucknillandTuke,Isuspectthereasonfbr

thisomissionliesintheirbeliefthatpsychologywastooCmetaphys-

ical'andintrospective,andtheywerealltookeentoestablish

psychiatryonafirmempiricalbasis.Evenso,thelosswasconsider-

able，fbrtheircasehistorieslacksubtletywhenitcomestodiscussing

whattheyca11<thementalstate'ofinsanepatients・Forinstance,the

history,mentalstateandphysicalconditionofonepatient,described

asacaseof<acutemaniasubsidingintoquietmelancholia'wasgiven
asfbllows:

Anengineer;aclever,industriousman,ofsteadyhabits.Three

monthsbefbreadmissionexperiencedaseveredisappointment,in

notgettinganorderfbracertainsteam-enginewhichhehad

calculatedupon;hebecameexcitedandirritableinmanner,

neglectedhiswork,andacutemaniagraduallycameon.〃"z"Z

Sja彫.－Extremeexcitement;believesthatheisgoingtobeshot;

askseveryonewhyheisnotkilled,andbegsofthemtokillhim;

shoutingallnightlong;tearsnisclothes,destroyshisbedding,

scribblesonthewallsanddoors;jumpsatthegas-pipes,and

attemptstopullthemdown;verydestructiveandviolent;wets

anddirtieshisbed;miscallspersons,fmcyinghehasseeneveryone

befbre:nopoweroffixing･hisattention.Bo成りα"""0".-Expres-

sionpale,wild,haggard;skinclammy,extremitiescold,head

cool;losingflesh;pulsesmallandquick,bowelsconstipated35).

Historieslikethisdonotsatisfythemodernreader.
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Thetheoryofpartialinsanity,withoutappreciablechangeofthe
brain,isasfbllows:Whenthediseasefirstexists,itisattended

P

bypathologicalstatesofthecerebralvessels.Amorbidcondition

ofthecerebralorganizationisoccasioned,attendedbythe

phenomenaofinsanity.Afterashorttime,thevesselsrecover

theirtone>thebrainisnourished,anditssizemaintainedasa

whole.Buttheoriginalbalanceofitsorgansisnotregained;

theirnutritionhavingbeenimpressedmthetypeormouldof

theirdiseasedstate・Perhapssomeofthecerebralorgansencroach

onothersbytheiractualbulk;undoubtedly,someofthem

overbearothersbytheirgreateractivity・Theresultischronic

mentaldisease,ofanaturewhichleavesbehindnopathological

aPPearance32).

<Brainmythology'wasnotaGermanmonopoly.

（4）”‘0垣α"わ“加加"瓶‘"＃zり"(zcco""e‘妙α〃電J'c#q/~"0γmaj

'"chojogyorezJc〃〃‘幽γゆりsio/".

Untilthel870s,whenFrancisGalton(1822-1911)beganelucida-

tinghistheoriesofpsychologicalfimctionsbasedonthenotionofthe

faculty,muchfbrmalpsychologyinBritaincanbeseenasaconti-

nuationoftheworkstartedbyJohnLocke(1632-1704).Lockestated

thatatbirth,themindisablanktablet(ja6"/αγ"s(z)onwhich

impressionsaremadethroughsensationsandthecombinationofthese

sensationsintoreflections，Experiencewasthusthesourceofall

knowledge.Intheeighteenthcentury,variousattemptsweremade

bymensuchasJohnGay(1699-1745),DavidHartley(1705-1757)

andJosephPriestley(1733-1804)todevelopthe"s"ciα"0"q/､雄“as

themechanismthroughwhichthemindworks.Lockehad,ina

ratheroff､handcomment,remarkedthatmadmenreasoncorrectly

fi､omfalsepremises,andanumberofeighteenthcenturywriterson

msanityusedthisstartingpoint,togetherwiththeassociationof

ideas,toexplainsomethingoftheaetiologyofmadnessandthemental

contentoftheinsanemmd33).Inthenineteenthcenturythispsycho-

logicaltraditionwasContinuedbyJamesMill(1773-1836),hismore

famousson,JohnStuartMill(1806-1873),and,inanevolutionary
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wereawarethatvariousattemptshadbeenmadetoexplainthe

symptomsofinsanityintermsoftheroutinecategoriesofCphysical'
diseasessuchastuberculosisorcirrhosis.Theywerealsoawarethat

suchattemptsweregenerallyindecisiveandmutuallycontradictory.

Nevertheless,PricharddiscussedatconsiderablelengthFrench<path-

opsychiatric'work,andwhilefavouringexplanationswhichinvolved

eitherlocalhyperaemiaandinHammation,orthesympathicneurolo-

gicalresponsetothoracicorabdominalinHammation,herealizedthat

definitivepatho-physiologicalexplanationshadnotyetbeenproduced3').

Indeed,onoccasionPrichardseemedgenuinelyrelievedbythe

failureofpathology,fbritseemedtosupporthisbeliefinthesepa-
rateexistenceofmindfifombrain・Likewise,BucknillandTuke

recognizedthatmanycasesofchronicinsanityhadbeenautopsied

withoutuncoveringanystructuraldefbcts.inthebrainandcentral

nervoussystem・Toexplainthisapparentanomaly,theydeveloped

anelaboratenotionofnerve:fbrce',normallygeneratedbythe

healthybrainbutunderconditionsoflocalvascularchangeunable

toexerciseitsCnormal'fhnctions・Thiswasultimatelyanutritional

problem,butoncesetinmotioncouldleadtocompensatorymecha-

nismsinotherpartsofthebrainsothattherelativebalancewas

IostandchronicsymptomswithoutvisiblestructuralchanJscould
occur･

Now,werecognizeexplanationsofthekindputfbrwardbyTuke

andBucknillasessentiallyspeculative,basedatbestonanalogybut

withlittleinthewayofspecificordirectevidencetosupportthem.

YetBucknillandTukesharedahorrorcfmixingovertmetaphysics

withtheirpsychiatricwritingsandplacedtheirownworkfirmly

withinthepragmatic,empiricalBritishtradition・Thiswaseasier

becausetheyeschewedaneworesotericvocabularyandbasedtheir

pathophysiologicaldiscussionsonwhattheyconceivedtobethesound

workofmenlikeRokitanskyandVirchow.Inthisway,theconclu-

siontoafifty-pagesectiononthepathologyofinsanitycanendwith

thefbllowingsummarywhich,whileadmirablyclearinitsexpression

conveyslittleinthewayofinfbrmation:
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PinelianfifameworkasmodifiedbyEsquirol・ThusPricharddivided

insanityintotwograndfbrms,moralorintellectual,withthe.latter●

sub-dividedintomonomania(withafifequentelementofmelancholia),

mania,andincoherenceordementia27).BucknillandTukeaddeda

thirdJneralclass,thoseinvolVingthepropensitiesorpassions,though
inpracticetheyprefbrredthesimpleclassificationofidiocy;dementia
(primaryorsecondary);delusionalinsanity(eithermanicordepres-
sive);emotionalinsanity(either:moral'insanityormelancholywithout
delusion);andmania,eitheracuteorchronic28).Theyrecognized

thatepilepsyandgeneralparesiscouldcomplicateanyoftheabove
diagnoses・butbelievedthattheselatterconditionsdidnotwarrantグ

primarydiagnosticcategoriesofinsanityintheirownright.AlthoUgh
thevcontinuedtousethissameclassificationthroughthefinaledition

‘

oftheirAfM"""αJ,byl879theywereawareofthedesirabilityofan
ae"0I堰j"JC12gSifiCatiOn29)．Onlyonegoodanalogyseemedworth
considering,though,andthiswaStherelationshipbetweenintoxic-
ationandinsanity.Accordingly,theysuggestedthattoxicfactorsas
yetunde-terminedmighteventuallybeimplicatedinthecausation
ofthevariousfbrmsofinsanity.Untilthesewereidentified,however,

theystressedthatspeculationwasoflittleuse.'

（3）”‘0噌α減‘“加加"加e"#Jed加asearcﾉｶﾉbγ′(zMOJogicαノ0γ力ajho-
'"siologic@/"z6cんα"i"s""Jα耽り”加加s・

Thegeneralmedicinewhichwasdevelopingintheearlynineteenth
centuryhasbeencalledGhospitalmedicine'byAckerknecht.It
derivedlargelyfifomtheParishospitalsafterthere-fbundingofthe
Frenchmedicalschoolsinl794,andwasbasedonthenotionofjo"J

pathology,thepracticeofcarefi'lphysicaldiagnosis,thesystematic
useofautopsiestocorrelatecliniCalsignsandsymptomswithpath-

ologicallesions,andtheuseoflarJseriesofcasesnumericallyreported
toestablishfirmerdiagnosticandtherapeuticindications30).Pinelwas

aninternistaswellasapsychiatrist,andcertainlythepsychiatryof

Esquirol，Georget,Foville,CalmeilandotherFrenchdoctorsreflected”

manyfbaturesofthishospitalmedicine.Autopsiesweremoreroutinely
靭

perfbrmedinFrenchasylumsthanBritishonesbutBritishalienists
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insanity-themoralsensecouldbediseasedwithoutdisturbanceofthe

intellectualfaculties.Furthermore,thoughhisunderlyingdualistic
philosophyofmindcouldnoteasilyaccommodateit,heallowedfbr

theprimaryefficacyofmoraltherapy.Prichardwasthevictimof
thedi伍cultiescreatedfbrusintheWestwhenDescartesdividedthe

worldintotwocategories,mindandmatter24).

ThesetensionswerelessacuteinBucknillandTuke,partially

becausetheysimplysetasidethemetaphysicalquestionofhozヒノmind

andbodyactedoneachotherandconcentratedonthepragmatic
factthatmindsandbrainsarefbundtogether.Inl853Bucknillhad

inSistedthatthedistinctionbetweenorganicandfilnctionaldiseases

isspurious:""""""αγeo電α"",hewrote,evenifweareunableto

discovertheunderlyingpathologicalchanges25).IntheMa""αI,heand

HackTukesummarizedtheirpositionasfbllows:

Thebrain,likeeveryotherorganofthebody,fbrtheperfbrm-

anceofitsfi'nctions,requirestheperfbctconditionofitsorga-
nization,anditsfiFeedomfi､omallpathologicalstateswhatever.

Consequently,theexistenceofanypathologicalstateinthe

organofthemindwillinterruptthefilnctionsofthatorgan,
andproduceagreaterorlessamountofdiseaseofthemind-
thatisofinRanitv26).

‘

Elsewhere,theyremarkedthatsinceevenperceptionsandsensations

mustresultinsomeminutechangeinthenervoussystem,therewas

notheoreticalreasonwhymoraltherapyshouldnotbeeffbctive,even

thoughthediseasewasorganic.

(2)""o/ogi"zひ"e'8ﾉα"ひ'"si"/8'"[i6"edo''6ehα"io""Jc"7(zcj-
eγ加i".

AlthoughtheGreekshadprovidedabasicvocabulary-mania,

melancholia,dementia-fbrclassifyingmentaldisorders,lateeighteenth

andearlynineteenthcenturyBritishnosologistssuchasWilliam

Cullen,ThomasArnold,andJohnMasonGoodhadproducedrather

clumsyandelaborateschemes・Pinel,however,hadreturnedtothe

basicsimplicityofClassicalauthorsand,withsomeexceptions,nine-
teenthcenturyBritishauthorshadbeencontenttoworkwithinthe
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atCharingCrossHospital,andalong-termassociationwithBethlem

Hospital(Bedlam),thefamousLondonlunaticestablishment.His
瓶αg""加妙zJJ､,stillaworkofconsiderablehistoricalvalue,wasthe
Dic"0"αぴげRﾘchojogi"JMedMci"8(2vols.,1892),whichwasprobably
ascloseasBritishaliemstsgottoaworkofacomprehensivecon-

ceptionandexecutionsocommoninGermany.
ThefirsteditionofBucknillandTuke'sM"""αZwasseparated

fromPrichard's""".sebytwentythreeyears,andtheworksnaturally
exhibitconsiderablediffbrences,asdothefirstandlasteditionsof

theMzz""αj.BeneaththedifIbrences,sometheresultofaccumulation

ofempiricalinfbrmation,othersofshiftingfadsinregimenorspecific
newtheoriesaboutthecause,diagnosis,orprognosisofinsanity,lay

somestrikingcontinuitiesofapproachandstyle.Fiveoftheseare

particularlyworthstressing,fbrtheyreHectmoregeneralcharacteristics
ofBritishpsychiatryinthemiddledecadesofthecentury.

(1)T~hozjgh〃γα""gz《ﾉ"ん伽α〃”"‘"似カリcho"mα"cjﾅα加ezUork,the
必"""′CO加加"加‘"#〃“α肋の”0α〃0埴α"ici"α〆i"""妙．

Thoughthereweresomeexceptions,nineteenthcenturyBritish

psychiatristshaddi伍cultyacceptinganotionof"i疵αひ瓶β"jaJdi""e:
someofthedifficultywastheological,fbrtheequationofmindwith

soulprotectedthelatterandhencethefbrmerfromtheravagesof
diseaseanddeath.Aslhavesuggestedelsewhere,therewerealso

strategicprofbssionalmotivesatstake,fbrtheclaimsofmedical
menagainstclergymenorlayrefbrmersastheprimaryexpertsin
insanityreliedonthenotionoforganicdiseasefbrmuchofits
validitv23).

グ

Nevertheless,therewereproblemswithanorganicmodel・Prichard,
fbrinstance，combattedthephrenologicaldoctrinesofGalland

SpurzheimparticularlyfbrwhathesaWasphrenology'sinherent

materialism,andadvancedinsteadanotionofunifiedandindivisible

mentalfacultyusingasitsinstrumentaunifiedcerebrumwhich

consequentlycouldnotbelocalizedassubservingdiscretemental

fimctions.Againstthisbackdrop,though,heinsistedontheideaof

partialinsanity,andinparticularonthenotionthat-inmoral
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ofhumanraces.Prichardalsopublishedworksonmythologyand

philology,onthevitalprinciple,andanumberofshorterpieceson

medicaltopicssuchasfbvers・Hisinterestinpsychiatricmatters
stemmedfi･omearlyinhiscareer(1811)whenhehadbeenelected

physiciantoSt・Peter'sHospital,aBristolhospitalfbrpauperswhich

fifomearlyintheeighteenthcenturyhadadmittedahighproportion
ofinsanepatients・Inadditiontothegeneralpsychiatricvolumeof

1835,Prichardwrotear7vα"'e0"Dis'""""ルγ〃0"sSJ"'加(1822),

dealingwithconvulsiveandmaniacaldisorders,and,lateinhislife,

ashortworkontherelationofinsanitytojurisprudence(1842).This

gavehimtheopportunitytoexpoundthepracticalconsequencesof

whatwasthemostnovelelementofhisl835"""J,8,theconceptof
g

moralinsanity'、PrichardleftBristolfbrLondonin1845,whenhe

wasappointedoneoftheCommissionersinLunacyanditwasduring
hispursuitofthesedutiesthathecontractedtheillnesswhichled

tohisprematuredeathinl84822).

Bycontrast,BucknillandHackTukewerebothfUll-timepsychi-

atrists.Bucknill(1817--1897)hadadistinguishedstudentcareerat

UniversityCollegeLondon,andwascontemplatingacareerinsurgery
whenhishealthbrokedownandhemovedtothewarmerclimate

ofsouth-westEngland.Heconsequentlybecamemedicalsuperintend-
entoftheDevonCountyAsylumatExminster(1844tol862).It

wastherethatheestablishedhisname,asfirsteditorofThe4""加
〃""αJ(1853tol862),andasco-author,withHackTuke,ofthe

M;"""/〃助chojogicaJMb虚ci"e.Bucknillleftasylumlifbinl862,to
becomeLordChancellor'sMedicalVisitorofLunatics，homwhich

訂

postheretiredintoprivatepracticeinl876.Inl878heibunded,

withHughlingsJackson,DavidFerrier,andJ.Crichton-Browne,

B『"":"Jozzγ"αJqf"'"''Jog)',initselfareflectionofdevelopmentsin
theneurosciencesinBritain.

DanielHackTuke(1827-1895)wasthegreat-grandsonofthe

fbunderoftheYorkRetreat,andfbrseveralyearswasvisiting

physiciantothatinstitution･HeeventuallysettledinLondon,where

hecombinedaprivatepracticewithalectureshiponmentaldiseases
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thatmenlikeGriesingerandWernickeinGermanyattempted,and

partiallySucceeded,tocreateagenuineneuropsychiatry.Onecon-

ditiOnfbr.thisintegrationcertainlyexistedinBritishasylums:

diseaseswhichwewouldnowadaysclassiiyasneurological-epilepsy,

ataxias、Parkinson'sdisease,etc.-werecommonthere.
ジ

Theintegrationdidnotoccur,however,andBritishpsychiatry,

thoughweddedtobasicorganictheoriesofinsanity,remained

rathercircumspectinitsapproachtothediagnpsis,classification,
andtreatmentofinsanitv.Asvlumsbecameisolatedinstitutions,cut

' ‘

ofI、fifomtheeverydayworld,and,toooften,fi､ommaingtream

medicine.Someindicationofthedi伍cultiesfacingnineteenthcen-

tury.Britishpsychiatristscanbeseenfromthepaucityofgeneral,

systematicworksonthesubiect.TherewasnotinBritainatradi-

tionequivalenttothatestablishedbyEsquirol,Guislain,orMorel

inFrencll,orJacobi,FeuchterslebenandGriesingerinGerman,where

themosteminentpsychiatristsoffbredoriginalandfar-reaching

surveysofthesubject.Infact,twotreatises(thesecondinmultiple

editions)servedBritishalienistsandJneralphysiciansasaqourceof

systematicinfbrmationonmentaldisordersfbrthehalfcentury

fbllowingl835.Theseweretherie"J､eo〃〃sα"iり(1835)ofJames
CowlesPrichard,andtheM@""[zJq/RIychologic"JMM8"ci"'(firstedition,

1858,fburtheditionl879)ofJ.C.BucknillandDanielHackTuke.I
shouldliketoexaminetheseworks,fbrseveraloftheirCommon

charactel､isticsrellectbroaderaspectsofBritishpsychiatryduringthe

period.

Prichard(1786-1848)wasaBristolphysicianofQUakerback-

groundwhoconvertedtoevangelicalAnglicismasayoungman・He

remaineddevoutlypiousandpoliticallyandmedicallyconservative

throughouthisadultlifb.However,hewasamanofvasterudition

whoisbestknownfbrhisanthropologicalandethnologicalwritings

whichculminatedinthefive-volumed,thirdeditionofhisR"8"ch"、

‘"加肋ePﾉi)''"αj“S〃ぴqfMt'"""d(1836-47),aworkwhiChinitsfirst

edition(1813)cOntainedoriginalandinHuentialviewsonheredity,

geographicaldistributionofplantsandanimals,andthefbrmation
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802inl89018).Successledtodiminishedclinicalorscientificoppor-

tunities.Smallwonderthatrecruitmentofgoodpeoplewasdi伍cult,

orthatambitiousyoungdoctorslikeHenryMaudsly,orJames

Crichton-Browneusedshorttermappointmentsintheasylumsas
opportunitiestogainclinicalandpathologicalexperiencebefbre

seekingmoreprestigiousappointmentsingeneralhospitals,medical

schoolorhighergovernmentcircles,MaudsleylefttheManchester

RoyalLunaticAsylum,Cheadle,afterthreeyears,becomingshortly
afterwardsProfbssor()fMedicalJurisprudenceatUniversityCollege

London;Crichton-Browne(1840-1938)spentnineproductiveyears
asMedicalSuperintendenttotheWestRidingAsylum(Yorkshire),

beibreinl875becomingtheLordChancellor'sVisitorinLunacy.
HeestablishedthefirstfbrmalpathologydepartmentinaBritish

asylumwhileattheWestRiding,butitwasarelativelymfbrmal

affairandhistalentswererecognizedonlybyapart-timelectureship
inthenearbymediCalschoolinLeeds・ForCrichton-Browneasfbr

othereminentVictorianpsychiatrists,promotionwasnotthroughthe
academicranksandmeantadiminutioninhisclinicalresponsibili-
tiesl9).Indeed,inmid-century,ThomasLaycock(1812-1876),who

inadditiontoachairinthepracticeofmedicineinEdinburghalso
heldalectureshipinmedicalpsychologythere,cameascloseas

anyoneinBritaintodevotinghimselffilll-timetoacademicpsychi-

atry・ThoughtheLondonmedicalschoolsbeganappointinglecturers

inmentaldiseasesaroundthesametime,thesewerepart-timeposts

whichwereusuallycombinedwithprivatepracticeandtheopera-
tionofaprivatemadhouse.Laycockhimselfwasafbrtilethinker

whofirstappliedthereflexconcepttocerebralfUnctionsand

developedasophisticatednotionoftheunconscious20).Hisapproach

tomedicalpsychologywasratherthroughneurologythanpsychi-

atry;consequentlyhebelongsmoreappropriatelytotheverydis-

tinguishednineteenthcenturyBritishneurologicaltradition,which

alsoincludedsuchcliniciansasJohnHughlingsJackson,SirDavid

Ferrier,SirWilliamGowersandHenryCharltonBastian21).This

traditionwasneverintegratedintoBritishpsychiatryintheway
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NeVertheless,theexistenceofthesetwojournalsbythel850s

atteststotheextentofBritishmedicalinterestinpsychiatry;the

demiseofWinslow'sjournalalsounderscoresthefactthatthepossible

careerstructureinpsychologicalmedicineinBritainwasnotsuchas

wouldpermittheleisuredandsystematicinvestigationofserious

mentaldisorder.Forthoughthepublicasylumphysiciansachieved

manyoftheiraims-anetworkofcompulsorilyerectedandpublicly

financedasylums，andtherequirementoffilll-timeresidentmedical

practitionerswithinthoseasylums-they企llvictimstotheirown
limitedsuccess.Withtheexceptionofafbwposts-ChiefMedical

OfficertothePrivyCouncil,theCommissionersinLunacy,among

others-medicalcareersinthepublicsectorremainedbadlypaidand

lowinprestigeduringthemiddledecadesofnmeteenthcentury

Britain.AsylumphysiciansweregroupedwithPoorLawMedical

O伍cersandMedicalOfficersofHealthinrunningtheportionsof

theVictorianmedicalservicefinancedbytheState61)．Thepublic

asylumscateredfbralargerportionofthepublicthandidthePoor
Lawln6rmaries、fbrmanVofthosewhowouldhavebeentreated

″ ’

fbrtheirgeneralmedicalproblemsintheVoluntaryHospitals,if

diagnosedinsanewouldlikelyendupinafountyasylum.From

aroundmid-centurytheprivate<tradeinlunacy'-thekeepingofa

licensedhousewithpayingpsychiatricpatients-declinedinimportance

relativetothecountyasylumsl7).Thismeantthatthereweregradu-

allydiminishingopportunitiesintheprivatesector;whilewithinthe

publicsector,ambitionswerethwartedbycountyofficialsanxiousto

keepasylumrunningcoststoanabsoluteminimum,andbythe

siltingupofasylumswithchroniccaseswhowerebeyondhopeof

recoveryandwholivedmonotonous,institutionalexistencesfbryears.

Unlikethepart-timepostsingeneralvoluntaryhospitals,which

servedasentreesintolucrativeprivatepractices,postsininsane

asylumswerefilll-time,andwhileadvancementwithinthesystem

couldleadayoungresidentmedicalo伍certothebetter-payingpost

ofmedicalsuperintendent,thelatterpostwaslargelyadministrative,

asaveragecountyasylumsizeincreasedfi｡omll6patientsinl827to
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I11．TheoryandPracticeinthenewPro企ssimD

Britishpsychiatryacquireditsprofbssionaltrappings-profbssional

organizationandaspecializedjournal-inthelatel840s,atroughlythe

sametimeasequivalenteventsinFranceJGermany,andAmerical4).

ThefirstmeetingoftheAssociationofMedicalO伍cersofAsylums

andHospitalsfbrthelnsane(nowtheRoyalMedico-Psychological

Association)washeldinl841,underthestimulusofSamuelHitch,

residentphysiciantotheGloucestershireAsylum.Foritsfirstdozen

yearsorsotheAssociationremainedprecariouslysmall，attracting

attendancesofonlytenortwelvetoitsannualmeetings,heldeach

yearinadiffbrentasylum,sothatitsmemberscouldcomparethe

varioustherapeuticprogrammesemployedl5).Bythetimethatthe

Associationestablisheditsownjournalinl853("84"J"'〃〃""α/,

nowthe北"γ"α/qfMb"jaJStic""),anotherperiodicaldevotedtopsy-

chiatryhadalreadybeenfbunded.ThiswasZ~he北"γ"αJqfRychologic@J

Me"ci"e,whichsurvivedfiPoml846tol863undertheeditorshipof

itspromoter,ForbesBenignusWinslow(1810-1874)andwasbriefly

reestablishedbetweenl875andl883byWinslow'sson.Althoughthere

wasaninevitablesenseofrivalrybetweenthetwojournals,ina

sensetheyservedthecomplementaryfimctionswhichareindicated

bytheirtitles.For,duringitsearlyyears,T~h84"I"m〃""α/was

largelyconcernedwiththepracticalandprofbssionalmattersinvolved

inrunningthegrowingnumberofpublicasylums.Muchjournal

spacewasdevotedtoanalysingtheannualreportsoftheCommission-

ersinLunacy,theo伍cialbodywhichoversawtheVictorianasy-

lums;topublishingarticlesonasylumdesign,statistics,ortherapeutic

experience;andtoprovidingBritishdoctorswithdescriptionsof

asylumlifbanditsproblemsinAmericaandinEurope.Inasense,

Winslow'sjournalwasmoreintellectuallyambitious,fbritpublished

rathermorestrictlyclinicalmaterial,butitsuffbredfiFomthelackof

anyfbrmalprofbssionalsupportandpossibly丘omWinslow'sown

ratheracerbicpersonality:WinslOw.wasalsotheowneroftWoprivate

madhouses,andhisjournalnaturallytendedtosupporttheprivate

sector,orCtradeinlunacy.，
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1838.ButGardinerHill,thoughmedicallyqualified,sawhimself

workingwithinahumanisttradition,whereasConollysawnon-
restraintastheultimate77zedi"JaChievementwithintheasylum,a

svstemoftotalenvironmentalcareaimedatrestoringtothepatient
"

thatlossofselfcontrolwhichwasattheheartofhisdisease・As

Conollyputit,Cthemereabolitionoffbttersandrestraintsconstitutes
onlyapartofwhatisproperlycalledthenon-restraintsystem.
Acceptedinits血llandtruesense,itisacompletesystemofman-
agementofinsanepatients,ofwhichtheoperationbeginsthemoment
apatientisadmittedoverthethresholdofanasylum''2)．Notsurpris-
ingly,thestillweakpsychiatricprofbssionapplaudedConolly'seflbrts
whileturningacoldshouldertoGardinerHill,whoseactivities
actuallyseemedtominimizetheirownclaimstoprofbssionalexpertise.

ConollyleftHanwellafterafbwyearsinordertoestablisha
lucrativeprivatepractice,thoughhecontinuedtovisittheinstitution
inhiscapacityasconsultantphysician.Moreimportantly,hecon-
tinuedtoturnoutastreamofbooksandarticleswhichdefbnded

non-restraint.Bythel850s,whentheasylummovementwasinfilll
swingasaresultofthel845Actwhichrequiredeachcountyto
provideone,Britishpsychiatristscouldlookuponthecombination
ofmoraltherapyandnon-restraintaSgenuinelyindigenous,humane,

andtherapeuticallysound.Theyalsosawitaspeculiarlyadoptedto
Britain,withitswelldevelopedtraditionofindividuallibertyand
toleration.Asonepsychiatristwrote,commentingonthefactthat

Continentalpsychiatristshadnotpickedupnon-restrainttoany

degree,itwould<befbllytoexpectthatthemeritsofthenon-
restraintsystemshouldberecognized[inGermany]whereeventhe
saneportionofthecommunityaredrilledintoorderbysoldieryand
thepolice'13).

Thus,althoughmoraltherapywasgenerallylinkedtomedical
therapyinthetotaltherapeuticprogramme,andalthoughthenon-
restraintsystemwasnotrigidlyobservedinmanyasylums,thesetwo
themeswerethemostvisibleonesaroundwhichthenascentpsychia-

tricprofbssionemergedinearlyVictorianBritain.

、
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andanumberofotherlaymenactiveintherefbrmoffacilitiesfbr

theinsane,presente(ltestimonytoaParliamentaryCommittee

inquiringintotheconditionsofmadhousesinEnglandand(inl816)

Scotland・Theevidence,publishedbytheCommittee,seemedto

establiShthreepropositions:first,thatmoraltherapywasassociated
withthe.bestinthecareoftheinsaneandwasbothmorehumane

andprobablymoree伍caciousthanmedicaltherapy;second,that

doctorswhohadbeeninchargeofvariousestablishmentsfbrthe

insanehadbeeninmanyinstancesguiltyofneglectingtheirpatients;

third,thatspecializedasylumsfbrtheinsaneweredesirable,partic-

ularlyiftheseasylumswererunalongthelinesestablishedbythe

endeavoursoftheTukesandtheirallies・Atthetime,mostinsane

paupersinBritainwerestillconfinedingeneralworkhousesorpoor

houses,eventhoughanActofParliamentpassedinl808hadgiven

countiespermissiontoerect,atpublicexpense,specializedpsychiatric
asvlums'').

籔

TheseeventsweretoshapethecharacterofBritishpsychiatric
debatesuntilmid-century,fbrdoctorswithavestedmterestinthe

treatmentoftheinsanefbltthreatenedbythenatureofthelay
refbrmsachievedbytheTukes.Throughavarietyofactivities,

includingaconsiderableliteraryoutput,publiclectures,pressure

groUps,and,bythel840s,aprofbssionalassociationandspecialized

journal,theyworkedtoestablishadiseaseconceptofinsanitylocated
inthebrain(ratherthanthemind,whichwasstillfi･equentlyequated
Withthetheologicalsoul);toasserttheirownprofbssionalrightsas
theprimarydiagnosticiansandtherapistsincasesofinsanity;andto

convincetherulingelitethatpublicasylums,underthecharJofa
doctor,wereworthwhilepublicinvestments.Itiswithinthisprofbs-
sionalcontextthattheachievementsofRobertGardinerHill(1811-

1878)attheLincolnAsylumandJohnConolly(1794-1866)atthe

HanwellAsylum,nearLondon,mustbeseen.GardinerHillbegan
abolishingallmechanicalrestraintsshortlyafterhebecameresident

medicalofficertotheAsyluminl835andbyl837hehadeffbcted

theircompleteabolition・Conollyachievedhisrefbrmsbeginningin

（5 ）90



andotherfbrmsofphysicalrestraintandcoercionwhichhadbeen
commoninthelateeighteenthcentury.ButasMichelFoucaulthas
insisted、PinelandtheTukeswereasconcernedaShadbeentheir

”

predecessorstocontroltheircharges.ThepowerstructureiIlthe
institutionshadnotchangedbutthemethodshad:inthenewther-

apeuticenvironment,controlwastobeachievedbythealtogether
subtlermeansofmoraltherapy,AsFoucaulthasputit,GApurely

psychologicalmedicinewasmadepossibleonlywheremadnesswas
alienatedinguilt'6).Atthesametime,thedesiredgoaloftherapy
wastoenablethepatienttogaincontrolofhimself;fbrwiththis

newtherapeuticmovementcameanoptimismaboutthecurability
ofmadness7)．Thepatient'senvironmentassumedsuchimportance

that,fifomtheearlynineteenthcentury,beginningparticularlywith
Pinel,mostwritersoninsanitydevotedmuchspacetothedetailsof

asylumdesign8).

Theothersignificantaspectofmoraltherapyistheextentto
whichitcoincidedwithnewdefinitionsofinsanity,andinparticular,

thenotionof力αγ"αjinsanity,elaboratedbyPinelandgenerally

acceptedbyFrenchandBritishauthors,thoughlesssobysome
GermanpsychiatristssuchasGriesinger9).Therewasnologicalcon-
nexionbetweenthee伍cacyofmoraltherapyandtheideathat

insanityneednotinvolveatotaleclipseofthereasoningfaculty,but

thefacultypsychologiesof;first,theScottishcommonsensephiloso-

phers,and,second,thephrenologists,reinfbrcedthebeliefthat
insanitycouldbepartialandthatthelunaticcouldstillbereached

throughhisundamagedfaculties・Theideaofpartialinsanitythus
increasedthetherapeuticexpectationsoftherelativelyoptimisticearly

nineteenthcenturypsychiatrists.

InBritain,thesenewnotionsofthenatureandprefbrredtreatment

ofinsanityfbundphysicalembodimentintheRetreat,establishedby

theQllakerphilanthropistfamilynamedTuke.TheRetreatachieved

nationalprominenceinl813whenSamuelTuke,grandsonofthe

fbunder,publishedhisDe"γ妙"0"qfMeRe"e"'0).Thebookwaswidely

andfavourablyreviewedand,inl815,SamuelTuke,hisgrandfhther,
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system,weshalllookatthewaysinwhichthevaluesreflectedin

thesethemescontinuedtodominatepsychiatryinBritainuntilthe

1870s,withintheasylummovementitselfanewethosbegangradually

toemerge.

1I．TheSocialMeaningsofMoralTherapyandNon-
Restrzaint

Moraltherapyhashadnolackofhistoricalattentionjindeed，it

iscustomarytodatethebirthofmodernWesternpsychiatryfi､om

theeffbrtsofChiarugiinltaly,PinelinFrancejandtheTukesin

Britain3).Thewordcmoral'bothinEnglishandinitsEuropean

cognates,meantmoretotheselateeighteenthandearlynineteenth

centuryrefbrmersthansimplycpsychological',thoughJnerationsof

post-Freudianhistorians,attunedtotheideaoftheCtalkingcure'、

havesometimesemphasizedthisaspectofmoraltherapy4).Inits

historicalcontext,however,moraltherapywasoftencontrastedto

加城c(zItherapyandinthissensecouldincludevirtuallyeverything

excepttheadministrationofdrugs,bloodletting,cupping,andother

standardremedieswhichwereemployedfbrmanydisorders,andnot

simplypsychiatricones.Inpractice,itcametoincludeeduCation,

work,interpersonalinteractionsandattemptsatgradualre-socializa

tion,andisthenaturalancestorofcontemporarybehaviourtherapy

ratherthanpsychoanalysis.

AsinitiallydevelopedbyPinel,fi･oml794attheBicetre,andshortly

afterwardsattheSalpetriもre,andbytheTukesattheYorkRetreat

(openedinl796),moraltherapylargelyreplacedmedicaltherapy

inthoseinstitutions,sinceonthebasisofexperienceaswellasfbr

otherreasons,bothPinelandtheTukescametodoubttheefficaCy

ofmedicalremediesinthetreatmentofinsanity.AsSamuelTuke

wrote,;theexperienceoftheRetreat………willnotaddmuchtothe

honourorextentofmedicalscience．Iregret･…．｡…torelatethe

pharmaceuticalmeanswhichhavefailed,ratherthantorecordthose

whichhavesucceeded'5)．Moredramatically,though,thenewmoral

therapyreplacednotjustmedicalremediesbutthechains,whips,

（ 3）92



worthstudyingexceptfbritsparochialinterest・Certainlytherewas
aHowofideasandinHuenceinnineteenthcenturypsychiatry,and

BritainexportedtoAmericaandtheContinentaswellasreceiving

importsfromthoselocalities,asanumberoftranslations,citations,
andfbreignvisitsattest、Nevertheless,Ibelievethatwecanunder-

standtheparticulardevelopmentofpsychiatrictheoriesandpractices,

andthepsychiatricprofbssioninnineteenthcenturyBritainonlyby

firstgraspingthewaysinwhichthatdevelopmentwasrootedin
Britishmedicine,andperhapsmoreimportantly,inthereligious,

philanthropic,andculturalvaluesofBritishsociety.Itshouldbe
recalledthatwhileContinentalthinkerssuchasComteandWeber

weredevelopingsociology,theBritishwerebusyperfbctingtheidea
ofsocialwork;thatwhiletheContinentallntellectualhasbeen

identifiedwiththeoreticalandsystematicpursuitsembracedunder

therubricofWY"'"""!M/i,thelntellectualinthelandofFrancis

BaconandJohnLockehasbyandlargebeencontentwithmore

limited,empiricallygroundedpursuits;thatmostnineteenthcentury

Britonsweresuspiciousofwhattheysawasnarrow,abstractspeci-

alization,andthatBritishdoctorswereproudofthepragmatic,

utilitarian,andpracticaldimensionoftheirmedicine.

TheseBritishcharacteristicscanbedismissedasshallowandama-

teurish,ortheycanbedefbndedasagenuinelypositive,rich,empirical

traditionwhichproducedoneofthegreatestintellectualachievements

ofthenineteenthoranyothercentury:TheOrigi〃げ助gci".But

whateverourattitudetowardsthecomparativeworthofwhatone

historianhascalled<thepeculiaritiesof･theEnglish'2),thesepeculiari-

tiesaresurelyrelatedtothefactthatthetwomostrichlydiscussed

themesinnineteenthcentruryBritishpsychiatrywere77zoγαJ伽γ噸γ

andthe"0"‐γ“"α航オリ"β"2．Bothwereoverwhelminglypracticalissues,

andwhilethefbrmerwasindependentlythoughnotuniquelyBritish

initsorigin,moraltherapyprovidedtheconceptualunderpinning

fbrthedevelopmentoftheasylumswithwhichsomuchVictorian

psychiatrywasassociated・Afterabriefexaminationoftheinitial
elaborationandramificationsofmoraltherapyandthenon-restraint
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THEORYANDPRACTICEINBRITISH

PSYCHIATRYFROMJ.C.PRICHARD

(1785-1848)TOHENRY

MAUDSLEY(1835-1918)

W.F.Bynum**

U荊竝⑪刷ﾛﾛ唾如、

ViewedwithintheEuropeancontext,nineteenthcentruryBritish

psychiatrywassomethingofanintellectualbackwater.Acker-

knecht'sMoγオ厩‘”ぴげP抄‘"α#"mentionsonlyfivenineteenth

centuryBritons,threepsychiatrists,oneneurologist,andonelayman.

KarlJaspergbrillianthistoricalappendixtohisGe"'r@JRりﾉchqpα＃加jogy

concentratesexclusivelyonFrenchandGermanpsychiatrists.And

ProfbssorEllenberger'smonumentalDiscoz/eぴげ肋cU"co7zscio",rcentres

primarilyongreatContinentalcities-Vienna,Paris,Zdrich,Berlin-or

onNewYorkandtheotherAmericanportsofcallwherenotafew

earlypioneersofdynamicpsychiatrysettled・IntheWest,modern

psychiatry,boththecuniversitypsychiatry'ofKraepelinandWer-

nicke,andthedynamicpsychiatryofJanet,Freud,andJung,was

largelycreatedinContinentalEurope.Eveninthepresentcentury

Britishpsychiatryhasbenefittedfifomimportedtalent,fbrarguably

thetwomostdistinguishedpractitionersofuniversitypsychiatryand

psychoanalysisinpost-warBritainhavebeenSirAubreyLewisand

AnnaFreud,borninAustraliaandViennarespectivelyl).

ThisisnottodenigratethenativeBritishcontributiontopsychia-

try,nortosuggestthatthehistoryofthesubjectinBritainislittle

*PaperpresentedattheFourthlnternationalSymposiumontheComparative

HistoryofMedicine-EastandWest,FUjilnstituteofEducationandTraining,

Japan.Octoberl979.

**WencomelnstitutefbrtheHistoryofMedicmeandUniversityCollegeLondon,

England.
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ｺﾚｿﾙビﾝは動脈硬化性疾患の発症に関連が深い血漿リボ蛋白に対し
●防御因子としてのHDL-コレステロール(亜分画では特に注目されているHDL2-コレステロール)を上昇させま戎

●促進因子としてのLDL-コレステロール､VLDL-コレステロールを低下させま~炎

●AtherogenicIndex(動脈硬化指数)を改善しま戎
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脂質代謝改善剤

可レツ"B上田.圏雛ル
シンフィフラー卜

I適応症I下羅8淀に伴う萬脂巾症の改善/動脈播化症.蠅力瞬膵上症,冠4編硬化症惠巾斥症.織

尿病【用法,用H1カプセル剤:通常1日3～6カプセル(シンフィフラー卜0.75~】､5月)を3回に
分けて食後に経口投与する.なお,年齢･症状によりﾉ、宜満戯する.躯粒剤:通常1日1.5～3.0R(シン
フィブラー卜0.75～1.59)を3回に分けて食後に艘口投与する．なお．年齢・症状.こより適宜聯嵐する．
【使用上の注創11哉的；垂木鄙lの適用にあたってば，次の.亀Iこ＋分詞世すること.(善考情錦につ
いてはr7そ研也･の項を癖.卜1)蕊の前に.十分愈検査を宴臆し､諏質血症てあることを確狸した
上で.水剤の週屠吟考竃すること.なお.F伯｡'庵kson分鋤のいずれに田するかを診断すること力唖正

しい､、b,、.Ⅳ型の男合53.本罰に比較的よく反応し､Ⅱa型の曝合;二も反応することがある.

2:．あらかじめ悪肥買ml席.犬療の基本である食事療法を行ない.さら,二運動痛法や悪血圧･塞諄の虚血

性心疾息のﾘｽｸﾌｧｸﾀー の軽減壽も十分に幡肘した上で.食$損,五きたiさ他の瘤1去で効果が不十分

の埋合にのみ適用を考慮Tること.3)投与中iﾕ血中脂質{凸を定箙的に検査し､治療に対する.反応力埋め

られない喝合に【ﾕ投与を中止すること.f2吹の患者には投与しないこと1)胆石,蚕た,:その既往歴

のある患者21妊碍又(;概娠している可§誰のある婦人･授乳陽13次の患者には撹重に投与すること

肝･腎障宮又はその既往歴のある感者14脚昨用1)血液ときに白血球散の変動･白血球減少症力‘.

またまれに無H粒球症があらわれることがある.2)肝風fhに苗疽が．ときに月踵腰かあらわれる‘二

とがある.またときに肝鰯號査ｲ曲の上昇(GOT‘GPT･LDH価の上昇等)か認勘らねることか&,る.

3)胆のうときに胆石があらわれることがある.4)筋肉ときに血濁ｸﾚｱﾁﾝﾎｽﾎｷﾅｰｾ値の上

昇が,また筋肉届があらわれることがある.このような“ｳ'あらわ楓た場合には滅畳又.無菅するこ

と.5j中枢神騒系ときに画目病が．主たまれにめまい.脱力悪があらわれることがある.6.皮膚上J
【二発疹瀞の症状があらわれることがある．7)日脚とき慨悪心．食欲不摂，胃謬刺史感．胸誌昂掲.ざ．

便秘下痢が,またまれに胸やけ等の症状があらわれることがある.8.,その他ときに胸吾"下i白感，心

悌冗進種娠性散琵掴が，またまれに脱毛があらわれることが易き､'4相互作用1)経口抗凝血

剤の作用を禮勇するので,1#用する理念にば.ブﾛﾄﾛﾝピﾝ野間を別碇して.罹血剤の■を鋼し

渦■lこ投与すること.2)経口血唾下剤の作用を1麓するのでⅡ経口血準下剤とｲ鯛する埋合には,

血輯値を瀝し,慣重に投与すること.［6妊婦・授乳婦への投与胎児ならびに母乳中への槻ﾃが報

告されているので‘妊婦又は妊娠している可甘碓のある婦人，授乳中0璃人には投与しないこと．(7尾

の他1)期似化合物(クロフィブラー卜)について‘次のような疫穀査結果が報告されている.約3万

人の楡験員馥者(治験開始時30~5燕のR源な男性)における血i膏ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値分布の上位3分の1

から.各5千人のｸﾛﾌｨﾌﾗｰ卜投与群(第1群)と対照隣〈第Ⅱ群)を選汲また血日ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

4Aの低い廓からも5千人の対照群(蕊Ⅲ群)を週ぴ,約5年間追跡調査を行っ先ところ,･窒巾惟心疾患の

発現翠iよ,舅I群こおいて有蓮に低下し､これは非致死的心窪の発現率力低下に麺している.欝

詔亡泰ｳｭ第1群二おいて有重に悪く､この海』ほとんF虚耐性心疾璽以外の票因に起因しているが．年

齢欄112行うと.各駒に差はみられない.また.胆石便による胆石摘出術涜が第1群で有産に墹加し

七・投蕊中止篭の死亡幸に関する追獺査でば，第1群において有迩に蕊死亡率が高かった旗これ:ユ

投基暇悶との聞係はなく．特定の疾患によるものでもなかった．また、詫屋喝およびそ呵也の原因に

よる死亡のいずれについても組織特異性l錘めらhなかったことが報告されている.2)額似化合物(ｸ

ﾛﾌｨﾌ．ﾗー ﾄ）をラ､ノト及びﾏｳｽに長卿抽床用■の1鴫■{]釦、g/kg)投与したところ.対蒋
に比較して肝腫鰯の発生が有怠【こ噌加したとの鰕告がある．I取扱い上の注愈騨同I（注意)細粒剤は
済殊被服を施し．rあるため.調卵萌苗<混和すると.被腰か破れる恐れがある,従って墳鄙鴎強<混和

しないこと．野法）1.室温保存.2.湿気をさけて貯えること(細粒剤のみ)．【包装】コレ､ノルビンカ

ブセル(2釦､g)：6カプセルX1的.6ｶブｾﾙX2弱.6ｶプｾﾙX1印0．1釦Oｶブｾﾙｺﾚｿﾙピ

ﾝ眼粒(50$) : 5 m g , 1 R x 5 的 包 種 保 適 用 〉

吉富製薬蕊
〒541大阪市案区平野町3丁目35番地
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